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はじめに

①　進路

本サンプル（英語・社会・音楽調査）の場
合、４年制大学進学希望者が92.4％と、９割
を上回る。進学校に在籍する生徒である
（P.11 表２）。

②　好きな教科

数学は好き嫌いの両面がはっきりとした教
科である。英語は受験に役立つし、社会にで
ても役立つ（P.12 表５）。

第１章　学校英語と英語の教科観

オーラル・コミュニケーション科目の登場
により、果たして生徒の英語に対する教科観
は変化してきたのであろうか。学校英語に対
しては、長い時間とエネルギーを英語の勉強
に費やすわりに、英語の会話能力が身につか

ないという批判がある。英語教育革新の波は
「学校英語」に新たな教科観を形成させてい
るのであろうか。

①　高校生を取り巻く語学環境

回答者の英語授業時間は、週６時間が
45.6％、５時間が37.1％、その他17.3％に大
別され、ほぼ毎日英語の授業がある様子。外
国人講師の授業は、Ｄ校以外は少なくとも月
に１～２時間、多い生徒は５～６時間ある。
テレビやラジオの語学番組を３割弱が視聴
し、女子が多い。英語以外に学びたい外国語
は、１．フランス語、２．中国語、３．ドイツ語
の順に多い。外国旅行（滞在）の経験者は２割
で、短期型。
高校生の英語観の形成は、学校外での学習
機会より、学校の授業の果たす役割が大きい
（P.16 表１－１）。

②　学習スタイルと英語授業への期待

１）ふだんの学習姿勢は、授業中まじめに
ノートをとるのが７割以上、復習はあまりし
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ないが、半数以上が30分前後から１時間程
度を予習にあてている。男子より女子が、２
年より１年が熱心である（P.17 表１－２）。
２）中学時代と高校で英語の好きな割合を
比べると、中学75.2％→高校57.3％に減少。
特に英語好きだった女子が、高校の英語授業
に意欲を失っている（P.18 表１－３、図
１－１）。
３）とはいえ、全体には７割以上が、受験
的な内容の授業を望み、英文法をもっととい
うように文法翻訳型の授業を期待している。
男子より女子に、パソコン、ＬＬ、外国人講
師などの従来型とはちがった授業スタイルを
望む気持ちが強い。授業を熱心に受けている
者ほど、英語嫌いになっていくジレンマがう
かがえる（P.19 表１－４、P. 20図１－２）。

③　学校英語と新たな英語の教科観の形成

１）「学校英語」に対しての不信感は強く、
93.0％が「学校の勉強だけでは英語は話せな
い」と思っている。特に強く感じている者は
69.6％に上り、この点では男女差、学年差が
ない（P. 22表１－６、P. 23表１－７）。
２）しかし、英語はできるものだけがやれ
ばよいとか大学の受験科目からはずすのがよ
いとも思っていない。英語の苦手意識が強い
男子の方が、現状の英語教育に対しては批判
的、逃避的な傾向になっている（P. 22 表
１－６、P. 23表１－７）。
３）英語力を向上させるには、「授業より
は外国にホームステイ」85.5％、「少人数ク
ラスにする」53.8％、「習熟度別クラス編成
にする」43.8％など、現在の授業システムを

大胆に変えるのがよいと感じている（P. 24
表１－８）。
４）また、学校で「アジア近隣諸国の言葉」
も学習したいという希望が４割ある。外国人
講師の授業を受ける機会のない者ほど、外国
の言語や文化に直接触れる機会が少ないため
か、こうした気持ちが強いようだ（P. 24 表
１－８）。
５）英語の早期教育については、６割以上
がネガティブな気持ちを持っている。「私立
中学受験」への弊害や「日本語教育」の軽視
を懸念している（P. 26表１－９）。

以上を通して、生徒全体の英語の教科観は
大学受験を意識し、文法翻訳型の授業を望ん
でいる。相当な時間とエネルギーを英語学習
に注ぐわりに、「受験英語」としてしか役に
立たないような学習目的の狭さが問題であろ
う。そのため、「受験英語」ではない、オー
ラル・コミュニケーションの能力を獲得した
いと思っている、英語好きで、勉強に熱心な
生徒は、高校の授業にあきたりなさを感じて
いるようだ。学校英語の場に、もっと経験学
習的な要素を入れて、それを積極的に評価で
きる指導体制が望まれる。
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第２章　生徒の社会科観と

望ましい授業方法

①　社会科の選択動向

社会科の選択は、１年次では半数以上が世
界史（54.8％）を選択し、倫理（20.6％）と
現代社会（19.6％）が約２割ずついる。新課
程での世界史必修化の影響が明確に出てい
る。ただし、１年次は学校指定の科目を選択
したものと思われる（P. 28表２－１）。受験
予定科目も地歴分野が多い（P. 29表２－３）。
社会科は、「とても」と「かなり」と「や
や」好きを合わせると72.2％となり、概して
好きな教科といえる（P. 30図２－１）。

②　社会科のイメージ

社会科については、多くの生徒が暗記する
ことが多く（96.8％）、先生だけが説明して
いて（82.5％）、教えられることが多すぎる
（69.2％）と思っている。ただし、教科の内
容に興味を持てない（34.6％）ということは
なく、専門的な知識も得られる（63.5％）と
プラスイメージも持っている（P. 31 図２－
２）。
各科目については、地歴分野は受験科目、
公民分野は現代社会を生きるための教養科目
というイメージを持っている（P. 33 表２－
５）。

③　望ましい授業方法

授業の内容としては、教養を高められる授
業（87.9％）やいろいろと考えさせられる機

会のある授業（83.2％）を強く望んでいる。
授業方法としては、ビデオなど視聴覚教材を
使った授業（82.8％）を支持している（P. 34
図２－４）。ただし、受験を身近に意識する
か否かで望ましい授業方法に違いが出てくる
（P. 35表２－６）。

第３章「芸術科音楽」に対する教科観

①　履修状況

芸術教科で音楽科を選択している割合は、
33.2％。男子の30.6％に対して女子は36.7％
と女子の履修率の方がやや高い。また学校外
での音楽経験の有無別（以下、経験別）にみ
ると、経験者が38.5％で、未経験者は25.3％
だった（P. 37表３－１）。
音楽科を選択した理由としては、積極的な
理由である「音楽が好きだから」が63.3％、
「音楽の授業が楽しそうだから」が29.0％、
消極的な理由である「他の選択科目が嫌いだ
から」が37.4％、「音楽の授業が楽そうだか
ら」が25.4％だった（P. 38図３－１）。

②　授業で扱った活動とジャンル、

生徒の希望する活動とジャンル

授業で一番よく扱った活動だと生徒が感じ
たのは、歌唱が50.8％、器楽が19.8％、鑑賞
が22.0％だった。それに対して生徒の希望は
歌唱が39.2％、器楽が27.4％、鑑賞が24.7％、
創作が5.2％だった（P. 40 図３－３、P. 49
図３－15）。
授業で一番よく扱ったジャンルだと生徒が
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感じたのは、クラシックが69.1％、現代音楽
が10.6％だった。それに対して生徒の希望は
クラシックが25.8％、日本のフォーク・ニュー
ミュージックが13.6％、テレビや映画などの
主題歌が13.2％だった（P. 43 表３－２、P.
51表３－３）。

③　授業中の様子と授業の感想

音楽の授業中の生徒の様子は、「授業が難
しいと感じる」が32.3％、「授業が簡単だと
感じる」が33 .7％、「居眠りをする」が
42.2％、「ボーっとしている」が65.6％、「技術
がついていかない」が41.2％だった（P. 44
図３－８）。
１年間の授業の感想としては、「授業は楽
しい」が44.4％、「授業は退屈だ」が63.4％、
「授業は安らげる」が57.3％、「授業は難しい」
が32.8％だった（P. 52 図３－20～P. 54 図
３－23）。

④　音楽を学校で勉強することの意味

音楽に関する技術面では、「楽譜が読める
ようになる」が42.9％、「歌がうまくなる」
が39.1％、「いろいろなジャンルの音楽を知
ることができる」が69.2％、「楽器の演奏が
できるようになる」が47.0％だった。技術面
に対する評価では、男女差はほとんどなかっ
たが経験差はみられた（P. 55表３－４）。
社会的な機能については、「連帯感が強ま
る」が48.8％、「教養が身につき、人間の幅
が広がる」が46.1％、「日本の伝統文化の理
解に役立つ」が25.9％、「外国文化の理解に
役立つ」が36.3％だった。社会的機能に対す

る評価は男子よりも女子が、未経験者よりも
経験者の方が高く、その役割を評価していた
（P. 57 表３－５）。

⑤　学校以外での音楽経験

男子の57.1％が、学校以外では、今まで音
楽を習ったりやったりした経験がなかった。
女子の未経験者は10.4％だった（P. 58 表
３－６）。

第４章　家庭科

①　調査の目的

高校の男女必修の家庭科の現状把握と、生
徒にとって必要な学力は何か、さらに「高校
の授業での家庭科は不要」「男子に必要ない」
「家庭科の内容は家庭で学べばよい」などの
意見に対し、生徒たちがどのように感じてい
るのかを探ることを目的とする。

②　男女必修の家庭科の現状

１）履修科目は全員「家庭一般」。履修形
態は、「１、２年生で各２単位履修」が
74.0％、「３年生で４単位」が26.0％である。
２）家庭科の授業の楽しさは「とても」と

「わりと」楽しいを合わせた数値でみると、
最も楽しいのは「調理実習」で84.6％、次い
で「消費者教育」「乳幼児の発達や子どもの
成長」がほぼ５割、「青年期の生き方と愛や
性・結婚」「異性とのつきあい方や避妊の知
識」「生活設計」「生活環境について考える」
が４割を超える（P. 65表４－２）。
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３）家庭科の学習内容の必要性では、「調
理実習（57.4％）」「消費者教育（47.3％）」
「生活環境について考える（44.8％）」が「と
ても」必要と考えている（P. 66表４－３）。
４）トータルに考え家庭科の授業は「とて
も」楽しい14.9％、「わりと」を合わせると
６割近くに達し、「あまり＋ぜんぜん」楽し
くないは16.6％にすぎない。性差はみられな
い（P. 68表４－５）。
５）家庭科の授業の居心地をみると、「と
てもホッとする時間」と答えた生徒は22.1％、
「わりと」を合わせると７割の生徒がホッと
できる時間である。性差はほとんどみられな
い（P. 68表４－６）。
６）家庭科を学習することで理解できるこ
とは、「悪徳商法などのことを知り、被害に
遭わないようにする」が「とても＋わりと」
そう思うで77.0％と最も高く、次いで「料理
が作れるようになる」「一人暮らしでも健康
的な食生活ができる」が５割を超え、「異性と
のつきあいや避妊の知識を学べる」「環境問
題やゴミ問題に関心が持てる」「衣類の手入
れやほころびの繕い・ボタンつけができる」
「高齢者の介護・福祉や年金制度・社会保障
について学べる」が約５割（P .69表４－７）。
７）家庭科教育に対する意見では、「大学
受験を控えた高校生は、家庭科よりもっと受
験に必要な教科を多く学びたい」が「とても」
そう思う18 .2％、「わりと」を含めると
46.1％。「家庭科は、必修科目でなく全部選
択科目でよい」「週５日制などで全体に単位
数が少なくなっている中で、家庭科が４単位
は多すぎる」もほぼ同様の傾向である。他方、

「家庭科の内容は、男子が高校で授業として
学ぶほどの必要はない」「家庭科は高校の授
業としては必要ない」の意見では「とても」
そう思うと答えた生徒は１割にも満たない。
こうした意見について性差はほとんどない
（P. 70表４－８、P. 74表４－11、12、13）。

③　生徒が家庭科に求める学力とは

１）生徒が身につけたい学力は、男子は
「家族に関する法律」「青年期の生き方と愛や
性・結婚」「生活環境について考える」、女子
は「調理実習」「被服製作」「乳幼児の発達や
子どもの成長」で差がみられ、ジェンダーを
担った結果がみられる（P. 73表４－10）。
２）成績別に身につけたい学力をみると、
男子の成績上位群は「消費者教育」「調理実習」
「生活環境」「妊娠や出産」「異性とのつきあい
方や避妊の知識」。数値は低いが、下位群も
同様の傾向がみられる。一方、女子の成績上
位群は「調理実習」「消費者教育」「生活環境」
「高齢者の生活や介護・ボランティア」「乳幼
児の発達や子どもの成長」、下位群は「調理
実習」「妊娠や出産」「異性とのつきあい方や
避妊の知識」「乳幼児の発達や子どもの成長」
「消費者教育」である（P. 75表４－14）。
３）進路別では、男子の就職群が求める学
力は「調理実習」「栄養素や栄養所要量の知
識」「消費者教育」「妊娠や出産」、４年制大
学進学群は「調理実習」「消費者教育」「生活
環境について考える」。「被服製作」に進路希
望による差が開いている。女子も４年制大学
進学群は「調理実習」「消費者教育」「栄養素
や栄養所要量の知識」が必要と考えている。
そして、男女とも家庭科の学習の必要性は４
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年制大学進学群の方が高い（P. 77表４－15）。
４）「家庭科は高校の授業として学ぶ必要
がない」と「とても＋わりと」そう思うと考
える生徒は、男女とも就職群に多く、４年制
大学進学群は「あまり＋ぜんぜん」そう思わ
ない割合が男女とも８割を超える（P. 78 表
４－17）。
５）家庭科の居心地のよさでは、男子の４
年制大学進学群は「とても」ホッとする
24.7％、「わりと」を合わせ72.0％、女子も
ほぼ同様で「わりと」を合わせると８割近く
がホッとする時間になっている（P. 79 表
４－19）。
６）「人間として生きていくための基本的
な勉強をする」「大学受験のための勉強をす
る」「部活動やスポーツをする」「友だちをた
くさん作る」「将来の生活や自分自身のこと
を考える」など、どのようなライフスタイル
であっても、「調理実習」「消費者教育」「生
活環境について考える」「異性とのつきあい
方や避妊の知識」「妊娠や出産」が必要な学
力と考えている（P. 81表４－20）。

④　まとめ

家庭科について、楽しさや学習の必要性、
家庭科に向けられたさまざまな意見を検証し
た結果、生徒たちが身につけたい学力は「調
理実習」「消費者教育」「生活環境問題」「異性
とのつきあい方や避妊の知識」「青年期の生
き方と愛や性・結婚」「妊娠や出産」であり、
長く家庭科教育の中心を占めていた「食物・
被服」領域とは大きなギャップが認められる。
今後、このギャップをどう埋めていくかが
家庭科教育の必要かつ重要な課題ではないだ

ろうか。

〔調査概要〕

調査①　英語・社会科・音楽についての調査

対象●新潟・東京・埼玉の公立高校
５校
普通科１・２年生 1,718名
（男子984名、女子734名）

時期●1998年２月～３月
方法●学校通しによる質問紙調査

調査②　家庭科についての調査

対象●東京・埼玉の公立高校普通科
１・２・３年生618名
（男子347名、女子271名）

時期●1998年２月
方法●学校通しによる質問紙調査

〔執筆分担〕

はじめに・まとめに代えて

深谷昌志（尚美学園短期大学教授）

第１章

穂坂明徳（岐阜聖徳学園大学助教授）

第２章

蒲生眞紗雄（東京都立上野高等学校教諭）

第３章

西島　央（日本学術振興会特別研究員）

第４章
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はじめに

今回は高校の学習内容を対象として調査を進
めようとしている。学習内容の検討は社会調査
にはなじみにくい面を備えている。端的にいっ
て、今回は高校生たちが学習内容を難しいと感
じていないのか。そして、学びたいのはどんな
内容なのかを知りたいと思っている。
その際、高校教育の性格づけが問題になる。
高校で学習する内容を生徒の全部が習得する
必要があるのかである。
高校中退者が11万人を超え、中退率は

2.5％に達した。これまでの中退率は2.1～
2.2％程度だったので、中退率の高まりに衝
撃が走った。2.5％といえば、40人学級の中
から１人が退学している計算になる。
文部省の調査によれば、退学者の４割は

「みんなが行くから進学した」が、「高校の生
活が合わなかった」（30％）と答えている。
こうした結果をふまえ、文部省は中学での進
学指導の徹底と高校での生活指導の充実とを

促している。
アメリカを訪ねたとき、カリフォルニアの
教育長と高校中退について話す機会があっ
た。教育長によれば、カリフォルニアでは高
校中退率が３割に迫っている。この数値は高
すぎるから、中退の増加に歯止めをかける対
策が必要だ。しかし、日本の中退率は低すぎ
る。中退率が２％ということは、98％が在
籍している。高校の教育に関心を持てない生
徒がもっと多い方が自然だ。日本の高校は生
徒を無理に卒業させようとしているのではな
いかという。
アメリカの中退率は高すぎるが、日本の数
値は低すぎる。望ましい中退率を推定するな
ら、10％から15％くらいではないかという
のが、教育長の意見だった。
教育長のこの発言に意表をつかれた。当た
り前の話だが、日本人の多くがそうであるよ
うに、高校の中退率は０％になるのが理想と
信じていた。しかし、アメリカの教育長は中
退者がでるのが自然だ、だから、中退者をだ

（１）卒業を前提とする学校
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さないのでなく、中退した生徒が復学したい
と思ったとき、復学しやすい制度作りが大事
になるという。
ここで、高校中退についてふれるつもりは
ないが、問題になるのは、日本の高校は全員
卒業を前提としている事実であろう。という
ことは、高校の教材は、高校に入ったらどの
生徒も習得することを意味していよう。

念のために補足するなら、平成９年度の
「学校基本調査」によれば、高校進学率は96％
に達する。中学を卒業した生徒のほぼ全員が
進学している場が現在の高校である。このよ
うに、現在の高校はほぼ全員が入学し、卒業
する義務教育、あるいは、普通教育的な性格
を強めている。しかし、発足当時の高校はこう
した全員就学の性格を持つものではなかった。
高校進学率の推移を確かめると、高校教育
が発足した直後の昭和25年の進学率は43％
だった。中学を卒業してすぐに就職する生徒
の方が多く、中学卒業者の集団就職という言
葉が定着した時代である。
その後、進学率は昭和30年に52％、35年
に58％と高まっていくが、それでも、４割以
上が就職している。それと同時に、進学者の
中でも普通科進学者は65％（昭和25年、生
徒全体の中で28％）なので、商業や工業など
の実業系への進学者は35％（生徒全体の
15％）を占める。
したがって、昭和20年代から30年代にか
けて、生徒の進路は就職者、実業系進学者、
普通科進学者に３分され、普通科高校は大学
進学者を目的にした少数者を念頭に置いて教
育課程を構想すればよかった。もちろん、大
学進学者は該当年齢の１割前後なので、大学
進学が専門管理職への達成を意味していた。
したがって、普通高校への進学は「選ばれた
もの」的な感覚を伴っていた。
しかし、高校進学率は昭和50年に71％、55
年82％、60年87％と、９割に迫る。それと
同時に、高校進学にあたって、まず普通科、

その下に実業系、そして定時制というように、
本来の目的から離れて、偏差値によって高校
が序列化され、高校教育の主流は普通科とい
う傾向が強まった。そうした過程をたどりな
がら、高校は普通教育の性格を強めてきたの
である。
欧米でも高校教育は「共通」と「分離」と
の間で揺れ動いてきた。初等教育は共通だが、
後期中等教育や高等教育は分離が基本とな
る。したがって、学校のどの段階から、分離
を認めるのかが学校制度の特色となる。
学校制度をとらえるとき、古くから「単線
型」と「複線型」との分類があった。ドイツ
を例にするなら、中等教育が進路によって大
学進学を目的としたギムナジウム、中堅技術
者コースともいえるレアルシューレ、そして、
庶民の進むフォルクスシューレに３分されて
いるのが複線型である。ヨーロッパの多くの
社会では伝統的に複線型を採用している。そ
れに対し、アメリカでは、６３３制や８４制
と学校の区分に違いはあっても、高校は基本
的に１つという単線型制度が採られている。
複線型の場合、進路によって学習内容が変
わるからわかりやすいが、単線型の場合、共
通教育をどこまで徹底するかが難しい問題に
なる。アメリカでは、学校という共通の場の
中で、選択制を積極的に導入し、個性化の形
で分離を促してきた。
そうした中で、日本の高校はヨーロッパの
ような複線型ではないが、かといってアメリ
カのように選択制も認めていない。共通教育
の色彩が強い学校ができあがりつつある。
高校のこうした性格を教育内容に結びつけ
て考えるなら、高校がかつてのような少数の
大学進学者のための学校なら、大学の予備校
的な性格が強まり、高等数学や古典文学など
が教材の中心となる。実際に、複線型の学校
制度では、大学進学コースはドイツのギムナ
ジウムにせよ、イギリスのグラマースクール
にせよ、高等教育の基礎コース的な教材編成
が採られていよう。
しかし、高校が中学の延長線にある共通教

（２）共通教育の色彩が強い
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育の場なら、実生活に密着した教材構成の方
が望ましい。実用英語や生活に役立つ理科な
どである。
そして、現在の高校教育は、ほぼ全員が進
学する共通教育の機関になっているのに、教
材構成は過去の大学進学校であった頃の体質
を受け継いでいる。そうした現実と過去との
ギャップが広がっている。
高校を卒業して40年以上経った。研究者な
ので、学問を利用する機会が多いはずなのに、
卒業以来、三角関数は使っていないし、化学
方程式は見たこともない。枕草子や徒然草を
読んだ経験も２、３度役立った気がするが、
それもほんの一瞬にすぎない。それだけに、
高校時代に勉強したことにどんな意味があっ
たのか。あんなに勉強に苦しむ必要はなかっ
たのではないかと思う。それでも、大学進学に
役立ったのだから、文句もいえない気がする。
現代の高校は中学卒業者のほぼ全員が入学
してくる「共通普通教育」の場だ。こうした
生徒に微分積分や古文、英語の仮定法過去な
どの習得を期待するのは無理だし、必要もな
いように思う。
難解な上に必要性の感じられない教材を学
習する。その結果、生徒たちは学校での学習
に関心を持てなくなる。文部省調査によれば、
中退者の中で、授業が「とてもわからなかっ
た」が20％で、これに「ややわかりにくい」
の34％を含めると、「わからない」が54％と
半数を超えるという。高校の中退理由の中で、
はっきりと「授業についていけない」などの
学習理由をあげた者が13％に達する。したが

って、中退率に歯止めをかけるためには高校
の教材を根本から見直し、不必要な教材の削
減を心がけてはと思う。
それと同時に、中退者の65％は「在学中、
友だちと話すのが楽しかった」というものの、
「親しい友だちがいない」も24％に達する。
高校生に在学理由をたずねると、「友だち
がいるから」の返事が戻ってくる。仮に授業
が苦痛でも、学級に親友がいればその生徒は
中退しないですむ。そうした意味では、中退
率を低下させるために高校で人間的な関係を
大事にする。具体的には話し合い学習を進め
ると同時に、ホームルームや行事などを活用
して、ふれあいの機会を増加させてはと思う。
教材の難度を下げ、ふれあいの機会をふや
す。そうすれば、高校中退率は低下しよう。
しかし、その場合、高校をやめる生徒が減る
と思うが、その反面、数学や理科などのレベ
ルが低下する。その結果、日本の技術や情報
などの知的水準が停滞し、日本社会の存立が
危うくなる。
「共通」を大事にすると、高校はゆったり
するが、高校教育のレベルが下がる。かとい
って、現行のままだと、高校の課程について
いけずに中退する生徒が増加する。こうみて
くると、高校教育が「共通」か「分離」かの
岐路に立っており、高校中退者の増加も高校
の性格づけに関連していることがわかる。
それでは、高校生は学習内容にどういう印
象を持っているのか。調査用紙の制約から英
語、社会、音楽、家庭科に限られたが、高校
生たちの学力観を探ってみることにしたい。

学力観についての調査であるが、調査結果
の紹介に先だって、サンプルのプロフィール
を紹介しておこう。

学業成績の分布は表１の通りだが、進路は
表２にくわしい。国公立の４年制大学への進
学希望者は71.8％で、これに、私立の４年制
大学希望者の20.6％を含めると、４年制大学
進学希望者は92.4％に達する。そうした意味

（１）生徒たちの進路
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では、本サンプルは４年制大学進学希望の多
い「進学校」の生徒たちなのであろう。
そして、進学にあたっての学部は表３のよ
うに理工系と人文・社会系とで半数に達する。
なお、学力観に関連して、いくつかの項目
を設問してみた。習熟度別の授業は「やって

いない」が98.0％で、ほとんどの学校で試み
られていないのがわかる（表４）。なお、実
際に経験していないだけに、多くの生徒は習
熟度別の授業に「どちらともいえない」が
46.7％と、半数に達し、態度を決めかねてい
る感じである。

全　体

男　子

女　子

上の方 中の上 中 中の下 下の方

6.3 19.8 33.6 21.9 18.4

7.5

4.6

18.9

21.0

30.2

38.4

21.8

21.9

21.6

14.1

全　体

男　子

女　子

４年制大学
（国公立）

４年制大学
（私立） 短期大学 専修・

専門学校 就職 未定

71.8 20.6 0.8 1.9 0.5 4.4

74.7

68.0

18.9

22.8

0.0

1.9

1.1

2.9

0.7

0.3

4.6

4.1

表１　学業成績

表２　卒業後の進路

（％）

全　体

男　子

女　子

理工系 人文・
社会系 医薬系 法経系 その他・未定

26.0 24.2 15.4 13.7 20.7

38.6

9.0

15.9

35.4

11.2

21.0

18.6

7.3

15.7

27.3

表３　希望する学部

（％）

実　施

評　価

やっている
2.0

やっていない
98.0

とても
賛成
9.2

わりと
賛成
27.1

どちらとも
いえない
46.7

あまり
賛成でない
9.3

まったく
賛成でない
7.7

表４　習熟度別授業

（％）

（％）
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学力観に先だって、教科への評価をたずね
ると表５のようになる。
体育＝受験に役立たないが（⑧）、好きな

教科（①）
数学＝受験に役立ち（②）、好きな教科

（②）、嫌いな教科（①）
英語＝受験に役立つだけでなく（①）、社

会でも役立つ（①）
国語＝好きでないし（⑦）、あまり役立た

ない
家庭科＝好きでないが（⑧）、社会で役立

つ（②）
（①は８教科の中で評価が１位の意味）

得意・不得意については数学が得意・不得
意の両面で１位を占めている（表６）。次い

で２位が英語で、数学や英語は得意・不得意
が気になる教科なのであろう。なお、受験を
意識しなかったら、どの科目を選択するかに
ついての回答は表７の通りである。
成績評価にあたっては、表８が示すように
テストの成績を中心として、レポートも評価
してほしいと生徒たちは答えている。また、
教科書については、「受験に役立つかもしれ
ないが、つまらない」という声が約半数であ
る（表９）。さまざまな形で表現メディアが
発達しているのに、教科書は古めかしいとい
うことであろう。

（なお、本モノグラフは社会・英語・音楽に
ついての調査と家庭科についての調査を別々
に実施した。以上は前者のサンプル概要であ
る。家庭科については第４章（P.62～）を参
照されたい。）

（２）好きな教科

体育

数学

地歴・公民

英語

理科

芸術

国語

家庭科

好きな教科 嫌いな教科 社会で役立つ教科 受験に役立つ教科

①20.4

②16.9

15.1

14.4

12.0

10.5

⑦ 7.5

⑧ 3.2

⑧ 6.5

①23.5

10.2

②16.2

13.0

⑥ 7.2

②16.2

⑥ 7.2

⑦ 2.6

4.1

12.5

①46.0

4.3

⑧ 1.6

9.3

②19.6

⑧ 0.4

②34.2

2.3

①54.3

3.9

0.7

3.7

⑦ 0.5

表５　教科への評価

（％）

１教科を選択
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体育

数学

地歴・公民

英語

理科

芸術

国語

家庭科

得意な教科 苦手な教科 楽しい教科

11.1

①19.3

14.4

②17.7

10.2

⑦ 8.6

15.3

⑧ 3.4

6.9

①31.0

7.5

②21.5

10.1

⑦ 3.4

17.1

⑧ 2.5

8.1

①25.7

18.5

②18.8

14.4

7.3

⑦ 5.4

⑧ 1.8

表６　得意・苦手

（％）

１教科を選択

１位

２位

３位

４位

５位

ぜひとも選択したい

数学

体育

日本史

音楽

オーラル・
コミュニケーション

8.1

8.0

7.7

7.4

7.2

数学

物理

古典

化学

英語

14.6

10.5

7.8

7.4

5.4

あまり選択したくない

表７　受験を意識しないなら

（％）

「そう思う」科目に◯
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テストの成績を基本にする

レポートを評価に加える

出席点を評価に加える

自主レポートを評価に加える

無遅刻・無欠課は評価を上げる

態度・意欲を評価に加える

自己評価を評価に加える

ノートの取り方を評価に加える

とても
そう思う

わりと
そう思う

あまり
そう思わない

まったく
そう思わない

31.9

28.0

22.8

21.3

13.3

9.9

8.7

2.7

52.1

51.4

41.9

43.3

26.0

33.4

18.3

9.5

12.7

13.1

23.4

23.9

34.9

39.3

40.0

37.0

3.3

7.5

11.9

11.5

25.8

17.4

33.0

50.8

表８　成績評価

（％）

教科書は読んでもつまらない

教科書は受験勉強に役立つ

教科書より参考書の方が役立つ

教科書の内容は多すぎる

教科書は大切に保存しておきたい

教科書は最後まで終わらせてほしい

教科書はわかりやすい

とても
そう思う

わりと
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

まったく
そう思わない

17.1

14.1

13.4

10.5

8.9

28.1

6.8

26.6

39.8

29.1

16.2

18.1

28.6

26.2

35.6

28.9

44.7

44.1

28.6

27.3

41.1

16.4

12.7

10.1

22.2

24.1

11.1

19.7

4.3

4.5

2.7

7.0

20.3

4.9

6.2

表９　教科書への意見

（％）

●モノグラフ・高校生vol.54



z高校生を取り巻く語学環境

― 15―

学校英語と英語の教科観
－受験英語から生きた英語へ－

第１章

オーラル・コミュニケーションの授業が高
校で始まって５年になる。教育現場にすっか
り定着してきたといえよう。英語の授業にも
ＡＬＴ（外国語指導助手）やＬＬ、パソコン
など、ネイティブ・スピーカーの活用や教育
機器の利用などがさらに進んでいる。こうし
た英語教育革新の波が広がる中で、教育を受
けてきたのが今の高校生である。
そこで本章は、高校生の英語の教科観を考
察したい。受験科目として従来より重視され
てきた英語に対する教科観から、高校生はど
のような教科観に変化してきているのか、あ
るいは相変わらず英語に対する期待が受験英

語型のそれなのかという点を探ることにす
る。確かに高校の英語の教科書や授業は、オ
ーラル要素の濃い内容に変化してきている
が、こうした変化は彼ら高校生の英語という
教科、そして英語そのものに対する見方を変
えるまでになってきているのであろうか。英
語という言語はあくまでも道具的なものであ
ろう。国際化が急速に進展する中で、それを
どのように活用するか、しないかは学習者の
英語に対する考え方によって左右されてくる
と思われる。英語の教科観を通して、「学校
英語」の課題を探ることにしたい。

中学から高校に進学すると、おそらく生徒
は、高校の英語はずいぶんいろいろな科目に
分かれているのだなと戸惑うであろう。英語
Ⅰ、英語Ⅱ、オーラル・コミュニケーション
関連科目、ライティング、リーディングなど
カリキュラム表を眺めると、中学では見たこ
ともないいろいろな科目が並んでいる。それ
ばかりでなく、さらに副教材として文法参考

書や各種問題集、読本教材など実にこれでも
かこれでもかというくらいに、先生方は熱心
に英語教材を与えてくれる。生徒は、高校の
授業科目の中でやはり英語は相当重要なのだ
という認識を他教科に比べてこうした多彩な
テキストの物量を通しても実感させられるよ
うだ。
しかし生徒の中には、学校の授業だけでな
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く学校を離れても語学の学習に取り組む者も
いるわけだから、そうした生徒の場合はかな
りの時間とエネルギーを語学に注いでいるこ
とになる。ちなみに本調査に回答した生徒の
語学環境を調べると、学校で習う英語の授業
時間は週あたり６時間が45.6％、５時間が
37.1％、その他17.3％に大別されている。こ
れは学校のカリキュラムによって決められて
おり、一般に１年、２年段階では英語科目の
選択の自由度はあまり大きくない。学校別に
よる時間数の割合と外国人の先生に教わる１
か月あたりの時間数の割合を表１－１に示し
た。調査対象校のうちＡ校、Ｃ校は弾力的な
カリキュラムになっている。Ａ校、Ｂ校は週
あたり６時間型、Ｃ校、Ｄ校は５時間型、ま
た外国人の先生の授業はＡ校、Ｃ校で月に１
～２時間実施されている。Ｂ校では３～４時
間と、５～６時間がそれぞれ２割いるので、
Ｂ校回答者のうち４割はかなりの頻度で外国
人の先生の授業を受けていることになる。一
方、Ｄ校ではほとんどの生徒が外国人による
授業を受けていないようである。
テレビやラジオなどの語学番組を視聴して
いるのは、「いつもしている」5.2％、「とき
どきしている」21.1％である。残りの約７割
の回答者は視聴していない。この割合の内訳

は、表は省略したが、学校別でもほとんど変
わりない。また、男女別では「いつも」と
「ときどき」を合わせた割合でみると、男子
19.5％＜女子35.4％で、視聴者は女子の方が
男子より２倍近く多い。女子の回答者の３人
に１人は何らかの語学番組を視聴している熱
心な生徒といえそうである。なお英語以外に
学びたい外国語について聞いたが、①フラン
ス語29.7％、②中国語25.3％、③ドイツ語
21.8％の順に多かった。外国旅行（滞在）の経
験者は21.9％、そのうち１週間以内が35.4％、
２週間以内が41.1％という短期型である。
さてこのようにみてくると、社会の国際化
が喧伝され、一般に国際語としての英語の重
要性がいわれるが、高校生の英語との接点や
接触頻度はまだ限定されたものである。確か
に、マスメディアの発達やパソコン・インタ
ーネットの普及、カルチャースクール、語学
スクールなどの急成長ぶりは、一般社会の語
学環境の急速な広がりを示し、学習機会のチ
ャンネルは増えているといえる。しかし、上
記のデータからもうかがえるように、何とい
っても高校生にとって英語を学ぶのは学校が
主であり、高校生の英語観は毎日のようにあ
る英語の授業を通して形成されているといえ
よう。

Ａ　校

Ｂ　校

Ｃ　校

Ｄ　校

全　体

英語の時間数／週 外国人講師の時間数／月

４時間以下 ５時間 ６時間 ７時間以上 教わらない １～２時間 ３～４時間 ５～６時間７時間以上

7.6 34.1 52.8 5.5 18.4 64.9 7.5 8.0 1.2

3.7 18.1 75.5 2.7 50.5 5.5 19.7 22.6 1.7

6.3 43.8 28.9 21.0 9.7 86.4 3.4 0.0 0.5

10.1

6.7 37.1 45.6 10.6 41.6 37.8 8.8 9.0 2.8

60.1 13.2 16.6 87.6 2.1 1.1 0.8 8.4

表１ー１　学校別の英語時間数／週と外国人講師の授業時間数／月×学校

（％）
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まず、ふだんの英語の授業に取り組む学習
姿勢についてたずねた結果を表１－２にまと
めた。授業中ノートを「必ずとる」のは
41.3％、「まあとる」も含めれば全体の７割
以上の者が熱心に授業を受けている姿がイメ
ージできる。授業の復習はあまりやらないが、

英語の予習には半数以上が30分前後から１時
間程度は当てている。授業の予習、復習にし
ても、また授業中のノートのとり方にしても、
男子より女子の方が熱心に取り組む傾向があ
る。また２年生より１年生の方が真面目に取
り組む姿勢がうかがえる。

授
業
中
の
ノ
ー
ト

必ずとる

まあとる

あまりとらない

ぜんぜんとらない

必ずやる

まあやる

あまりやらない

ぜんぜんやらない

やらない

30分以下

30分～１時間

１時間～１時間30分

１時間30分以上

授
業
の
復
習

予
習
時
間

全　体 男　子 女　子 １　年 ２　年

41.3

32.8

15.9

10.0

4.4

24.7

47.9

23.0

16.8

21.4

38.3

17.3

6.2

30.8

33.5

20.9

14.8

3.8

21.7

47.4

27.1

21.9

24.5

35.8

13.3

4.5

55.3

31.9

9.1

3.7

5.2

28.6

48.6

17.6

9.9

17.3

41.7

22.6

8.5

48.3

29.9

13.0

8.8

4.6

28.4

46.7

20.3

12.5

15.4

38.6

25.0

8.5

36.5

34.8

17.8

10.9

4.2

22.2

48.7

24.9

19.7

25.5

38.1

12.1

4.6

表１ー２　英語への学習姿勢×性・学年

（％）
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では、英語という教科に対しどのような感
じを持っているのであろうか。大多数の生徒
は中学に入学して初めて英語の授業を受け
る。それ以来４～５年が経過した現在、表
１－３に示したように英語に対する好感度は
相当に落ち込んでいる。中学時代は「とても
好き」だと感じていたのが26.4％、それが高
校時代の今では１割にも満たない7.1％に激
減している。「好き」と回答した全体の割合
でも、中学時代は75.2％であるが、高校では
57.3％に減少している。その点をさらに、男
子と女子で比べてみたのが図１－１である。
中学→高校への「英語が好き」な割合の変化
は、男子68.6％→50.5％、女子84.0％→
66.4％であり、男女とも17～18％減でほぼ等
しい割合である。しかし、「英語がとても好

き」と答えている、いうならば英語に強い興
味と関心を抱いている層をみると、男子が
15.1％減に対し女子は24.9％減という男女の
大きな落差が浮かんでくる。もともと、英語
がとても好きと答える気持ちの中には、英語
への単なる興味関心のみならず、英語への期
待感や学習意欲の高まりなどさまざまな要素
が入り交じっている。英語学習への動機づけ
としてはきわめて良好なレディネスというこ
とになる。しかし、高校の英語の授業では、
そうした中学時代に形成された英語への好感
度が急速に減退させられているわけである。
特に英語に強く好感を持っていた女子層の変
化は大きい。英語の授業に真面目に出ている
にもかかわらず、英語に好感度を持つ生徒の
意欲が伸びるどころか、逆になえさせている

中学時代

高校時代

とても好き かなり好き やや好き
あまり

好きでない
まったく
好きでない

26.4 19.4 29.4 17.0 7.8

7.1 12.4 37.8 30.7 12.0

表１ー３　英語の授業の好感度

（％）

図１ー１　英語の授業の好感度×性

（％）

19.7 18.8 30.1 19.9 11.5

10.4 15.7 40.3 27.9 5.7

とても好き　　かなり好き　　　　やや好き　　　 あまり好きでない まったく好きでない

男子　　中学時代

高校時代

女子　　中学時代

高校時代

35.3

4.6

20.2

35.910.0

28.5

32.7

13.3

16.8

2.7
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としたら、高校英語の授業効果のインパクト
が気になるところである。
そこで、高校の英語の授業にどのようなこ
とを望んでいるかを聞いた。質問は、（１）
授業内容、（２）指導技術、（３）授業形態に
関するものである。表１－４は、「とても望
む」と「まあ望む」を合わせた割合で、期待
度の高い項目の順に並べ変えたものである。
上位２項目は授業内容について、「受験的な
授業」73.4％と「英文法をもっと」71.8％と
いうもので、７割以上が大学入試に即効的な
内容の授業を期待している。指導技術に関し
ては、「進度をゆっくり」「先生が必ず訳す」
というような、どちらかといえば文法翻訳型
を６割以上が望んでいる。その一方で、授業
のスタイルに「パソコンやインターネット」や

「外国人講師」などの導入の期待も６割あり、
日本人教師が１人で英語の授業を行ってきた
従来のスタイルに、今までにない目新しさを
求める気持ちもうかがえる。「ビデオやＬＬ」
「ゲームや英会話」など楽しみながらの授業
を望む割合は意外に半数程度にとどまり、
「教育内容を少なく」にいたっては37.3％で
最も少ない割合だった。このように受験英語
型の授業を望む結果が現れた背景には、調査
対象が進学校であり、受験勉強に動機づけら
れている側面がむろん考慮されなければなら
ないだろう。だが、逆にいえば、そうした進
学校の英語観に変化が生じなければ、日本の
英語教育の新しい波はまだまだ十分に浸透し
ていないということもいえよう。

入試に役立つ受験的な授業

英文法をもっとやる

授業の進度をゆっくり進める

パソコンやインターネットを
使った授業

教科書の英文は先生が必ず訳す

外国人講師による授業

ビデオやＬＬを使った授業

ゲームや英会話を取り入れた授業

単語テストや小テストをこまめに
やる

教える内容を少なくする

とても
望む

まあ
望む

あまり
望まない

ぜんぜん
望まない

30.0 43.4

73.4

28.9 42.9

71.8

21.1 44.8

65.9

32.7 31.6

64.3

28.7 34.6

63.3

24.8 35.7

60.5

20.5 33.8

54.3

20.5 31.3

51.8

14.5 35.1

49.6

13.8 23.5

37.3

19.1

20.5

27.9

22.1

26.5

25.9

30.8

29.8

35.6

49.1

7.5

7.7

6.2

13.6

10.2

13.6

14.9

18.4

14.8

13.6

表１ー４　英語の授業に望むこと

（％）
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図１－２、表１－５は、授業に望むことを
男女別、学年別にみたものである。男子と女
子で10パーセント前後以上の大きな開きがで
たのは、「パソコンやインターネット」男子
60.0％＜女子70.1％、「外国人講師」男子
50.3％＜女子74.0％、「ビデオやＬＬ」男子
45.5％＜女子66.2％、「ゲームや英会話」男
子45.9％＜女子59.6％などである。こうした
男女差から、授業スタイルの変化を女子の方
が大いに望んでいることが明らかになった。
また１年生と２年生では、「入試に役立つ受
験的な授業」「英文法をもっとやる」「教科書
の英文は先生が必ず訳す」「単語テストや小

テストをこまめにやる」などに学年差が表れ
た。２年生になると、英語の授業にかなりは
っきり受験的な色彩の濃い内容を求める傾向
がうかがえる。
これまでみてきたように、英語の授業には
熱心に取り組んでいるが、熱心であるほどに
英語が嫌いになっていくジレンマがみてとれ
る。授業にオーラル・コミュニケーションの
要素をといいながら、実際は受験英語的な内
容の授業になっていく。したがって、英語の
授業に「話せる能力の獲得」を本当に求めて
いる女子ほど、もっと新しいスタイルの授業
を求めているようだ。

73.8

73.0
72.0

71.7

65.6

66.1
70.1

60.0 61.1

65.0

74.0

50.3

66.2

45.5

59.6

45.9

52.5

47.4 41.1

32.1

図１ー２　英語の授業に望むこと×性

「とても」＋「まあ」望む割合
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業
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ス
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に
や
る
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る
内
容
を
少
な
く
す
る

男 子
女 子

100

50

0

（％）
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入試に役立つ受験的な授業

英文法をもっとやる

授業の進度をゆっくり進める

パソコンやインターネットを使った授業

教科書の英文は先生が必ず訳す

外国人講師による授業

ビデオやＬＬを使った授業

ゲームや英会話を取り入れた授業

単語テストや小テストをこまめにやる

教える内容を少なくする

１　年 ２　年

61.0

61.6

69.5

68.1

57.9

62.5

55.6

57.3

43.7

37.0

81.6

78.7

63.4

61.8

67.0

59.0

53.4

48.0

53.5

37.5

表１ー５　英語の授業に望むこと×学年

（％）

「とても」＋「まあ」望む割合
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「学校英語」をめぐっては、これまでにも
教養論と実用論の立場からそれぞれ批判や論
争がなされてきた。そうした学校英語に対す
る根強い批判の１つは、学校における長期間
にわたる英語教育によっても、日本人は外国
人と英語でコミュニケーションをすることが
できないというものであった。
高校生が現状の英語の授業や英語教育につ
いて満足しているわけではないのは、これま
での分析でも明らかである。では、毎日のよ
うにある英語の授業を通して、英語という言
語や学校英語についてどのような見方を持っ
ているのであろうか。彼らの英語観を確かめ

るために、現在一般に当然視されているよう
な、例えば「入試では辞書なしが当然」とい
うような見方とは対極に立つような意見をど
のように評価するのかを探ってみた。いうな
らば、既成の英語観や自明視された英語教育
観からの距離をみようとするものである。
表１－６は、英語教育をめぐるそうした意
見に対する回答の結果である。最も強く支持
された意見は、「学校の勉強だけでは英語は
話せない」69.6％、次いで「大学入試では、
辞書を持ち込んでもよい」40.4％というもの
であった。もちろん学校の授業だけで英語の
会話能力が百パ－セント保証されるとは常識

学校の勉強だけでは英語は話せない

大学入試では、辞書を持ち込んでもよい

教科書ガイドはあった方がよい

英語は大学受験の必須科目にしない

英語は得意な人が勉強すればよい

とても
そう思う

かなり
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

69.6

40.4

22.2

19.7

7.6

23.4

28.0

29.2

19.6

12.0

6.0

21.7

35.6

38.9

56.6

1.0

9.9

13.0

21.8

23.8

表１ー６　英語教育に関する意見評価

（％）
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的に考えられないことだが、「話す能力の獲
得」という面で、学校英語に対する不信感が
「とてもそう思う」＋「かなりそう思う」を
合わせると93.0％というきわめて高い割合を
示している点は無視できない。「教科書ガイ
ドの使用」については、肯定、否定の判断が
接近した結果である。一方、否定的な意見は
「英語は得意な人が勉強すればよい」肯定
19.6％＜否定80.4％、「英語は大学受験の必
須科目にしない」肯定39.3％＜否定60.7％の
２項目で、かなり明確な差になっている。
さらに性別、学年別で違いをみたのが表
１－７である。ここでは意見の肯定的な割合
を示してある。注目されるのは上位２項目に
関して、男女、学年によって差があまり開い
ていない点で、つまり全体の判断傾向をいっ
そう補強しているとみてよいであろう。とい
うことは、学校の英語の授業に、「話す能力

の獲得」をあまり期待していない、入試に役
立つ受験英語を教えてくれればそれでよい、
という授業目的を限定した認識が前提されて
いるのかもしれない。「教科書ガイドの使用」
については女子より男子、１年より２年の方
が肯定的である。全体に女子より男子の方が
英語が好きでない割合が多い分だけ、その裏
返しの心理として、現状の英語教育に対し批
判的ないし逃避的な態度をとらせているのだ
ろうか。それにしても高校生が、英語のオー
ラル・コミュニケーション能力の獲得に関し
ては、もはや学校英語に期待せず、学校英語
を突き放すさめた態度になっているとしたら
大きな問題である。とにかく学校英語に対す
る生徒の英語観を転回させるような、改善の
必要をいっそう感じさせられるデータであ
る。
それでは、英語教育のシステムをどのよう

学校の勉強だけでは英語は話せない

大学入試では、辞書を持ち込んでもよい

教科書ガイドはあった方がよい

英語は大学受験の必須科目にしない

英語は得意な人が勉強すればよい

男　子 女　子 １　年 ２　年

91.6

66.7

56.9

45.7

24.3

94.8

70.7

43.8

30.8

13.5

91.8

66.0

43.5

36.8

18.2

93.8

70.1

56.6

41.0

20.7

表１ー７　英語教育に関する意見評価×性・学年

（％）

「とても」＋「かなり」そう思う割合
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な方向で改善していくことがよいと考えてい
るのであろうか。表１－８は、現在のところ
しばしば英語教育の改善案として一般に登場
するプランについての評価を聞いたものであ
る。まず生徒にとって英語力の向上には、
「授業より外国のホームステイ」の方が望ま
しいと思っている者が85.5％、そのうち「と
てもそう思う」者は59.3％に上る。この数値
は、これまで彼らが示してきた学校英語への
不信傾向に重なっている。次いで、「少人数
クラスにする」53.8％、「習熟度別クラス編
成」43.8％など、教授システムの改革があげ
られる。現実化にはむろん、カリキュラムの
整備や教育設備・教員数の確保など物的、人
的な困難が伴う改革になるが、毎日の授業を

通しての実感の反映であろう。また学校では
英語１言語に限らず、「アジア近隣諸国の言
葉」も学習したいという希望が４割ある点も
見逃せない。全体の表を掲げることは省くが、
学校別にみると「授業より外国のホームステ
イ」Ｂ校82.1％＜Ａ校83.1％＜Ｃ校88.5％＜
Ｄ校89.4％、また「アジア近隣諸国の言葉」Ｂ
校37.5％＜Ａ校39.9％＜Ｃ校42.5％＜Ｄ校
53.8％というように、ふだん外国人の先生に
教わる機会のないＤ校の生徒ほど外国言語や
文化との接触を求めてか、より広い視野にた
つ語学教育への期待がそれだけ大きいように
思える。
図１－３は、改善意見の評価を男女で比較
したものである。男女で比較的差が表れたの

授業より、外国のホームステイの方
が力がつく

１クラス15人くらいの少人数クラス
にする

「習熟度別」クラス編成の方が力が
つく

アジア近隣諸国の言葉も学校で
習える

英語検定などの資格は学校の成績に
評価する

とても
そう思う

かなり
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

59.3

26.4

16.0

20.9

7.8

26.2

27.4

27.8

21.9

15.3

12.1

35.0

42.6

36.1

44.5

2.4

11.2

13.6

21.1

32.4

表１ー８　学校英語の改善意見の評価

（％）
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は「外国のホームステイ」「少人数クラス」
「アジア近隣諸国」などに関する項目であり、
いずれも男子より女子の方に、こうした改善
方向を高く評価する気持ちが強いことが表れ
ている。
終わりに英語の早期教育の効果について、
高校生なりの気持ちを聞いてみた。文部省の
諮問機関である教育課程審議会は、1997年11
月『中間まとめ』を公表し、小学校に「総合
的な学習の時間」を新設することを打ち出し
た。現在は中学校から英語が始まるが、新設
のこの時間を活用すれば、将来的に小学校か
らスタートすることも可能になる。もちろん
高校生には、英語の早期教育の具体的な内容
についての理解はほとんどないと思われるの

で、あくまで自分がこれまで体験してきた、
英語の授業に基づく気持ちとみてよいであろ
う。表１－９から、６割以上が早期教育にネ
ガティブな気持ちでおり、「私立中学受験」
への弊害や「日本語教育」の軽視を懸念する
気持ちの方が強いことがわかった。ただ、実
施時期については、小学校高学年より、幼稚
園段階からの方が効果があると、やや多くみ
ているようだ。
このように英語教育については、みてきた
ように高校における英語の授業の個々の改善
もさることながら、学習者たる生徒の英語観
と学校現実とのバインドの問題が指摘でき
る。すなわち、生徒の意識の基底には、いず
れは国際化社会に出ていくにしても、当面は

82.2

89.8

49.2

59.9

45.1
42.2

36.0

51.9

24.8
20.0

図１ー３　学校英語の改善意見の評価×性

「とても」＋「かなり」そう思う割合
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学校でいい成績を取らなければならない、そ
して入試にパスできるだけの英語力をつけた
いという、受験生としての英語必要論に走ら
ざるを得ない心理がある。確かに、このよう
な考えに追い込まれざるを得ない心理は、日
本の入試制度、そして入試英語の高度な難解
さを知れば、無理からぬように思えてくる。
また一概に入試英語の勉強が無用であるとは
いえないし、その効用面を説く見解もある。
だが、長期にわたる学校での英語学習に相
当な時間とエネルギーを注ぐわりに、大学入
試までの「受験英語」としてしか、実際の効
用を見いだせない狭さが問題となる。欧米の
ような多民族複合社会では、出自を異にして
いる生徒同士が、教室の場で国際共通語の必
要性を痛感させられ学ぼうとするのである。
知識・教養としての英語ではなく、生活言語
としての英語である。一般に、外国語を習う

場合、英語に限らずどこの国の言語でも、何
らかの具体的な目標を持って学ぶ。例えば、
海外旅行に行ったとき、食事や買い物に不自
由しないですむようにとか、英字新聞の最新
のカレント情報をゲットしたいというよう
に。つまり、英語を習うことが自分にとって
何の役に立つのかということが明確に納得で
きることである。
わが国においても、こうした側面の認識を
生徒にもっと深めさせることが、英語観の転
換の一歩になるのではないだろうか。そのた
めには英語の知識・文法に偏りがちな学校英
語の場に、英語の経験学習的要素をもっと注
ぎ込み、それを積極的に評価していく指導体
制づくりが必要であろう。英語の学習者が、
学校英語を通して形成された、入試英語に堅
くしばられた思考から脱却し、英語の教科観
を変容させる契機にもなろう。

私立中学の受験をあおるだけだ

日本語をしっかりやる方が重要だ

幼稚園から始めれば効果的だ

小学校高学年から始めるのがよい

英語嫌いを多くするだけだ

とても
そう思う

かなり
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

34.6

32.1

31.0

17.4

17.8

31.1

31.8

22.1

31.4

19.6

27.0

29.7

25.1

35.4

47.1

7.3

6.4

21.8

15.8

15.5

表１ー９　英語の早期教育についての意見評価

（％）
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生徒の社会科観と
望ましい授業方法
－受験と教養のはざまで－

第２章

戦後の民主教育を代表した教科の１つで、
広域総合教科でもあった社会科が、平成６年
（1994年）度から始まった高等学校の新教育
課程で、地歴科と公民科に分割、再編成され
た。生徒たちに民主的な考え方を指導し、現
代社会を正確に理解させるためには、社会科
という教科は必要だという思いを強く持って
社会科教育にたずさわってきた者たちにとっ
ては、今回の改訂は大いに不満であった。
その結果、地歴科と公民科に分割されたに
もかかわらず、現場では社会科の先生、社会
科教室、社会科準備室などの呼称が依然とし
て使われているし、当の教員自身も、「社会
科の某ですが」と意識的、無意識的に使って
いる者が多い。生徒の方も、中学校の教育課
程では「社会科」が残ったので、高校に入っ
ても社会科と俗称されていても違和感なく受

け入れている。今回の調査でも、最初に「こ
こからは、社会科（地歴科・公民科）につい
ておたずねします」とことわった以外は、質
問項目を「社会科」で通したが、特に混乱を
与えるような結果は数値の上に出ていない。
したがって、本章でも地歴科・公民科では
なく、地歴分野と公民分野を含めた社会科と
して分析を進めたい。もちろん、新教育課程
の実施に伴って、各学校では科目の選択方法
や履修学年の変更が行われたので、旧課程と
は様変わりしている。生徒の社会科観にも影
響を与えていると思われる。そこで、1991
年の調査（『モノグラフ・高校生’91』vol.33
「高校生の教科観」）とも比較しつつ、生徒の
社会科観の変化の有無や、どのような授業を
望んでいるのかなどを調査してみた。

旧課程では現代社会のみが必履修科目であ
った。新課程では地歴分野は、世界史と日本

史か地理のうち１つが必履修となり、公民分
野では、現代社会か、倫理・政治経済のどち
らかが必履修となった。さらに、世界史と日
本史と地理は、Ａ（２単位）とＢ（４単位）

（１）社会科の選択動向
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のどちらか１つを選ぶことになった。
そこで、調査対象の４校の生徒たちの１年
のときと２年のときの選択科目を問うた結果
が、表２－１と表２－２である。
１年生の半数以上（54.8％）が地歴分野の
世界史を選択し、約２割ずつの生徒が公民分
野の倫理（20.6％）と現代社会（19.6％）を
選択していることがわかる。ただし、自由に
生徒が選択したというよりは、１年次は学校
で指定したものを取った結果とみた方がよ
い。学校別でみると、Ｂ校とＣ校は世界史指

定と思われる。Ａ校は倫理（80.4％）が中心
で世界史と政治経済が一部いる。Ｄ校は現代
社会（88.3％）が中心で、地理が１割ほどい
る。１年次は、地歴分野の必修科目の世界史
を選択させる学校が多いことが、この数値に
表れているといえよう。
２年生になると公民分野の選択はなくな
り、地歴分野のみとなる。そして、Ｄ校を除
くと世界史・日本史・地理から選択するパタ
ーンが多いといえよう。調査時点で１年生の
53.2％が２年生のときの項目に印をつけずに

世 界 史

日 本 史

地 理

倫 理

政 治 経 済

現 代 社 会

全　体

性　　　別

男　子 女　子

54.8

0.5

2.7

20.6

1.8

19.6

57.3

0.8

1.1

21.0

1.4

18.4

51.9

0.0

4.9

19.9

2.2

21.1

学　年　別

１　年 ２　年

44.9

0.0

0.4

50.3

4.4

0.0

61.5

0.8

4.3

0.7

0.0

32.7

学　　校　　別

Ａ　校 Ｂ　校

12.1

0.0

0.5

80.4

7.0

0.0

98.6

0.8

0.4

0.2

0.0

0.0

Ｃ　校 Ｄ　校

97.3

0.8

0.3

1.6

0.0

0.0

0.3

0.3

11.1

0.0

0.0

88.3

表２ー１　１年生のときの科目×属性

（％）

世 界 史

日 本 史

地 理

倫 理

政 治 経 済

現 代 社 会

不 明

全　体

性　　　別

男　子 女　子

56.6

17.4

25.9

0.0

0.0

0.1

（21.6）

49.5

19.0

31.4

0.0

0.0

0.1

（23.6）

65.7

15.3

19.0

0.0

0.0

0.0

（18.9）

48.6

20.7

30.7

0.0

0.0

0.0

（53.2）

59.2

16.3

24.4

0.0

0.0

0.1

（0.4）

48.2

17.8

34.0

0.0

0.0

0.0

（54.4）

41.8

34.4

23.8

0.0

0.0

0.0

（25.6）

40.4

14.8

44.8

0.0

0.0

0.0

（0.8）

92.6

2.4

4.7

0.0

0.0

0.3

（0.0）

学　年　別

１　年 ２　年

学　　校　　別

Ａ　校 Ｂ　校 Ｃ　校 Ｄ　校

表２ー２　２年生のときの科目×属性

（％）

（ ）内の数値は、不明者の割合を示している。
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不明とカウントされている背景は、選択科目
がまだ決まっていない結果であろう。という
ことは、２年次に受ける科目は生徒に自由に
選択させているということを意味していると
いえよう。
次に受験予定の科目をたずねた結果が表
２－３である。どうするか未定と思われる生
徒が17.2％いるが、決めている生徒の中では、
社会科で受験しない者は１割（10.3％）にす
ぎない。これは、調査対象者の92.4％が４年
制大学（国公立71.8％、私立20.6％）に進学

を希望している結果といえよう。３年生や実
際の受験時には、社会科で受験しない者はも
っと増加するのが通例である。また、受験科
目としては、地理（3 0 . 5％）と日本史
（30.0％）と世界史（24.5％）の地歴分野の
３科目で85％に達していることがわかる。
ところで、生徒たちの社会科選択が、新課
程と旧課程でどう相違しているのだろうか。
この点を知る手がかりとして1991年に調査
したデータを表２－４としてまとめてあるの
で参照してほしい。

世 界 史

日 本 史

地 理

倫 理

政 治 経 済

現 代 社 会

社 会 科 で は
受験しない

不 明

全　体

性　　　別

男　子 女　子

24.5

30.0

30.5

1.5

3.1

0.1

10.3

（17.2）

21.8

29.0

35.6

1.5

3.0

0.2

8.9

（18.1）

27.9

31.1

24.0

1.6

3.2

0.0

12.2

（15.9）

28.1

27.1

33.4

0.7

2.9

0.2

7.6

（40.7）

23.0

31.0

29.4

1.9

3.2

0.1

11.4

（1.4）

31.9

25.0

33.0

0.8

2.4

0.4

6.5

（42.6）

21.3

35.6

29.1

3.8

1.9

0.0

8.3

（18.8）

21.9

24.0

31.7

0.5

7.5

0.3

14.1

（3.1）

25.7

32.8

29.1

0.5

0.5

0.0

11.4

（0.3）

学　年　別

１　年 ２　年

学　　校　　別

Ａ　校 Ｂ　校 Ｃ　校 Ｄ　校

表２ー３　受験予定の科目×属性

（％）

（ ）内の数値は、不明者の割合を示している。

世 界 史

日 本 史

地 理

倫 理

政 治 経 済

現 代 社 会
社 会 科 で は
受験しない

１年次の選択科目

12.4

1.8

13.1

0.2

6.6

65.9

――

２年次の選択科目

26.7

49.3

16.1

0.0

0.4

7.5

――

受験予定の科目

26.4

36.5

19.5

0.3

1.8

1.1

14.4

表２ー４　旧課程での選択動向

（％）
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旧課程では現代社会のみが必履修であった
ので、１年次に現代社会（65.9％）を置く学
校が多かったことがわかる。そして、２年次
からは地歴分野を選択履修する学校が多く、
しかも、その内訳は半数近くが日本史を選ぶ
か、置いているのが一般的であった。したが
って、受験科目でも日本史受験が圧倒的に多
かったのである。しかし、新課程では世界史
が必履修となったので、圧倒的に世界史選択
者が増加する結果になったのである。もっと
も、そのわりに世界史で受験するという生徒
は増加していない。むしろ、新課程では確実
に地理受験者が増加している。これは、理系
の生徒に地理選択者が多いことと関連してい
る。性別でも男女で10％以上の差があること
が、このことを裏づけているといえよう。

たくさんの科目がある社会科を教科とし

て、生徒が好きであるかどうかという問いに
対する回答が図２－１である。
「とても」と「かなり」と「やや」好きを
合わせると72.2％となり、概して社会科は好
きな教科であることがわかる。性別では、男
子75.4％に対して女子67.8％と、男子の好感
度の方が高い。特に積極的に好きな層（「と
ても」＋「かなり」好きな割合）を比較する
と、男子40.1％に対して女子24.6％と１割以
上の差がある。社会科の好感度に対する性差
は、旧課程以来の一般的傾向といえる。学年
別では、ほとんど差がない。
今回の調査では、８つの教科の中で「一番
好きな教科」という項目で地歴・公民は、体
育、数学に次いで３番目になっている。「勉
強していて一番楽しい教科」では、数学、英
語に次いで３番目、「社会に出てから一番役
に立つ教科」では英語、家庭科に次いで３番
目、「年をとってからも勉強したい教科」で

（２）社会科は好きか

図２ー１　社会科は好きか×属性――７割が好き （％）

14.1 19.4 38.7 19.8 8.0

17.3 22.8 35.3 16.8 7.8

9.8 14.8 43.2 23.9 8.3

14.0 18.8 38.7 20.5 8.0

14.2 19.7 38.7 19.4 8.0

とても好き　かなり好き　　　　 やや好き　　　 あまり好きでない

全　体

男　子

女　子

１　年

２　年

まったく好きでない

72.2

67.8

72.6

75.4

71.5
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も英語、芸術に次いで３番目にそれぞれ入っ
ている。生徒たちにとって社会科は、一番で
はないが、まずまず好感の持てる教科である
ことはこれらの結果からもうなずけよう。
なお、1991年の調査では、「あなたは現在、
社会科は好きですか」という項目に対して、
次のような回答がなされている。

とても好き　　　　20.4％
わりと好き　　　　40.3％　

60.7％

どちらでもない　　17.7％
あまり好きでない　14.4％
まったく好きでない 7.2％
尺度が違うので厳密には言えないが、旧課
程から新課程にかわっても、好感度に大きな
変化はなかったといえよう。

社会科という教科に対して生徒たちの持つ
イメージを問うた結果が、図２－２である。
生徒たちの多くは、社会科は暗記することが
多く（96.8％、「とても」＋「少し」そう思
う割合、以下同じ）、先生だけが説明してい
るし（82.5％）、教えられることが多すぎる

（69.2％）と思っている。一方、教科の内容
に興味を持てない（34.6％）ということはな
く、専門的な知識も得られるし（63.5％）、
わりと社会の動きに関心を持てるようになっ
た（52.1％）と評価している。ただし、授業
内容や方法について先生はいろいろ工夫して

図２ー２　社会科のイメージ――暗記することが多い
（％）

74.3 22.5

とてもそう思う 少しそう思う

１．暗記することが多い

２．先生だけが説明して
いる

３．教えられることが多
すぎる

４．専門的な知識が得ら
れる

５．社会の動きに関心を
持てるようになった

６．受験を意識した内容
が多い

７．先生はいろいろ工夫
している

８．内容に興味を持てな
い

あまりそう思わない

40.9 41.6 15.6

30.3 38.9 25.2 5.6

20.2 43.3 29.7 6.8

15.2 36.9 34.9 13.0

12.5 35.5 46.9 5.1

11.9 34.6 37.9 15.6

12.0 22.6 44.4 21.0

2.4

まったくそう思わない
0.8

1.9
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いるかというと、必ずしも満足しているわけ
ではない（46.5％）といえよう。
図２－３は、学年別のクロス集計である。
１年生は、専門的な知識が得られるし
（68.7％）、社会の動きに関心を持てるように
なった（63.8％）と特に思っている。社会科
に対する好イメージは２年生よりも高い。１
年生は中学時代の社会科と比較しているので
はないだろうか。１年生に対して２年生は、
受験を意識した内容が多い（56.3％）と過半
数の者が思っている。これは、２年生になっ
て多くの受験する生徒が受験科目として選
ぶ、地歴分野の世界史・日本史・地理を選択
して受講するようになった結果である。進学
校の多くでは、２年生になると否応なく受験

を意識せざるを得なくなるのである。当然教
科イメージにもそれは反映してくる。なお、
性別による違いはほとんどない。
ところで、社会科の６つの科目に対して生
徒たちはどのようなイメージを持っているの
だろうか。その点を問うてみた結果が表２－
５である。
世界史は、一番進度が速そうな科目で、少
し嫌いな科目だが、受験には役立ちそうな科
目でもある。
日本史は、一番好きな科目で、進度も速そ
う、受験にも役立ちそうな科目である。
地理は、受験に一番役立ちそうな科目で、
好きな科目でもある。
倫理は、一番嫌いな科目だし、受験に一番

１　年�

２　年�

（％）�
0 50 100

97.795.5

85.280.5

70.467.4

68.759.9

63.844.4

56.335.7

48.744.9

39.331.4

１．暗記することが多い

２．先生だけが説明している

３．教えられることが多すぎ
る

４．専門的な知識が得られる

５．社会の動きに関心を
持てるようになった

６．受験を意識した内容が多
い

７．先生はいろいろ工夫して
いる

８．内容に興味を持てない

図２ー３　社会科のイメージ×学年――１年は社会の動きに関心を持てるようになった

「とても」＋「少し」そう思う割合
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役立ちそうにない科目だが、いろいろ考えさ
せられることが一番多い科目で、教養を高め
ることができそうな科目である。
政治経済は、将来一番役に立ちそうな科目
で、一番教養を高めることができそうな科目
で、いろいろ考えさせられることが多い科目
だが、少し嫌いな科目である。
現代社会は、受験にはあまり役立ちそうに
ない科目だが、将来は役立ちそうな科目だし、
いろいろ考えさせられることが多い科目でも
ある。
以上のような生徒たちの科目イメージは、
調査対象校のみならず、多くの学校で共通す
るのではないだろうか。そして、ここからは

地歴分野は受験科目として、公民分野は現代
社会を生きるための教養科目として、生徒の
意識の中で社会科がかなり明確に二分されて
いることが読み取れるといえよう。それは、
また多くの地歴分野の教師たちの意識との落
差を生んでいるのではないだろうか。地歴分
野の教師たちは、自分たちの教えている科目
は単なる受験のためだけのものではなく、将
来に役立つし、教養を高める上で最も大切な
科目だと信じている。
この生徒と教師の教科観のギャップを埋め
るためには、授業方法の改善など教師側の努
力が今後、なお一層必要なのではないだろう
か。

１．一番好きな科目

２．一番嫌いな科目

３．受験に一番役立ちそう
な科目

４．受験に一番役立ちそう
にない科目

５．将来一番役立ちそうな
科目

６．いろいろ考えさせられ
ることが一番多い科目

７．一番教養を高めること
ができそうな科目

８．一番進度が速そうな
科目

世界史 日本史 地　　理 倫　　理 政治経済 現代社会

21.0

22.3

26.3

8.8

4.8

7.9

10.0

41.4

33.5

11.0

27.5

9.0

4.2

7.5

10.5

21.1

24.4

13.1

31.7

6.8

13.0

3.4

7.5

12.3

8.3

23.7

3.4

45.2

7.9

35.4

22.6

6.4

10.3

20.4

8.9

8.0

53.3

24.0

34.1

10.5

2.5

9.5

2.2

22.2

16.8

21.8

15.3

8.3

（％）

表２ー５　各科目のイメージ

は各項目中の最大値
は各項目中の第２位
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最後に、社会科の授業方法としては、どの
ようなものが生徒たちにとって望ましいもの
なのだろうか。この点をたずねたものが図
２－４である。
授業の内容としては、「受験対策中心の授
業」（51.3％、「とても」＋「少し」よい割合、
以下同じ）よりも、「教養を高められる授業」
（87.9％）や「いろいろと考えさせられる機
会のある授業」（83.2％）や「専門的な知識
を得られる授業」（71.0％）を強く望んでい
る。授業方法としては、黒板を背にチョーク
を持って行う伝統的な「講義中心の授業」
（44 . 6％）や、「問題演習中心の授業」
（36.3％）よりも、「ビデオなど視聴覚教材を
使った授業」（82.8％）や問題解決型学習と

もいえる「生徒同士の討論や話し合いのある
授業」（59.1％）を支持している。ただし、
「生徒による発表や報告のある授業」（48.9％）
の支持率は過半数に達していない。
ところで、生徒に一番支持されている「教
養を高められる授業」や「いろいろと考えさ
せられる機会のある授業」とは、どのような
ものなのだろうか。その謎を解くカギが前節
で述べた表２－５（P.33参照）にある。「いろ
いろ考えさせられることが一番多い科目」は
倫理であり、「一番教養を高めることができ
そうな科目」が政治経済であった。生徒たち
は、倫理や政治経済的内容を望ましいと思っ
ているのではないだろうか。ただし、倫理や
政治経済では、地歴分野に比較してディベー

―34―

図２ー４　望ましい授業方法――教養を高め、いろいろと考えさせられる機会のある授業
（％）

41.4 46.5 8.8

とてもよい 少しよい

１．教養を高められる授
業

２．いろいろと考えさせら
れる機会のある授業

３．ビデオなど視聴覚教
材を使った授業

４．専門的な知識を得ら
れる授業

５．生徒同士の討論や話
し合いのある授業

６．受験対策中心の授業

７．生徒による発表や報
告のある授業

８．講義中心の授業

あまりよくない

39.4 43.8 12.0 4.8

37.3 45.5 13.0 4.2

22.5 48.5 23.6 5.4

20.4 38.7 28.5 12.4

13.8 37.5 31.4 17.3

14.0 34.9 35.5 15.6

8.7 35.9 42.7 12.7

９．問題演習中心の授業 7.9 28.4 42.8 20.9

ぜんぜんよくない
3.3

c望ましい授業方法
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トや生徒による発表学習を重視している。そ
の結果とばかりは言えないが、嫌いな科目と
しても上位にあげられているのである。だと
すると、受験科目として意識している地歴分
野に、倫理や政治経済的内容を含めてほしい
というのが生徒たちの希望なのかもしれな
い。
一方、視覚世代の高校生たちにとっては、
明治以来の伝統的な講義中心の授業は望まな
いが、かといって事前学習のかなり必要な発
表形式の授業もあまり望んでいない。つまる
ところ自習するよりも手っ取り早く教師から
要点を整理した知識を伝授してもらいたいと
考えているのではないだろうか。ただし、
1991年の類似の調査項目と比較すると、明
らかに自学自習型の授業への支持率が高まっ
ていることがわかる。

・ビデオをたくさん見せてほしい　　58.9％
・受験中心の講義をしっかりと
やってほしい　　　　　　　　　　54.0％
・討論を中心とした授業をして
ほしい　　　　　　　　　　　　　13.6％

・生徒の発表をたくさんやらせて
ほしい　　　　　　　　　　　　 9.7％
（「とても」＋「わりと」そう思う割合）

望ましい授業方法の属性別のクロス集計の
結果が、表２－６である。性別では、女子の
「教養を高められる授業」（92.7％）、「いろい
ろと考えさせられる機会のある授業」
（87.4％）、「ビデオなど視聴覚教材を使った
授業」（87.4％）に特に強い支持がある。
学年別では、１年生が「生徒同士の討論や
話し合いのある授業」（62.6％）や「生徒に
よる発表や報告のある授業」（53.6％）とい
った、自学自習型の授業を積極的に支持して
いる。これに対して２年生は、「受験対策中
心の授業」（60.1％）内容で、「講義中心」
（50.0％）で、「問題演習中心」（42.5％）の授
業方法をより強く支持していることがわか
る。受験を身近に意識するか否かが、望まし
い授業方法に大きく影響していることがわか
る。
今後とも、生徒たちの多様な希望をどう調
整し、生徒が満足するような授業内容と方法
の改善に一層努力することが、社会科の各分

１．教養を高められる授業

２．いろいろと考えさせられ
る機会のある授業

３．ビデオなど視聴覚教材を
使った授業

４．専門的な知識を得られる
授業

５．生徒同士の討論や話し合
いのある授業

６．受験対策中心の授業

７．生徒による発表や報告の
ある授業

８．講義中心の授業

９．問題演習中心の授業

全　体
性　　　別

男　子 女　子

87.9

83.2

82.8

71.0

59.1

51.3

48.9

44.6

36.3

84.3

80.1

79.4

70.4

58.6

51.5

48.2

44.0

39.6

＜

＜

＜

＜

＜

＝

＜

＜

＞

＝

＞

＝

＞

＞

≪

＞

≪

≪

92.7

87.4

87.4

72.0

59.6

51.1

49.8

45.4

32.0

87.8

85.3

82.6

71.4

62.6

38.4

53.6

36.6

27.1

88.0

81.8

83.0

70.7

56.6

60.1

45.7

50.0

42.5

学　年　別

１　年 ２　年

表２ー６　望ましい授業方法×属性

（％）

「とても」＋「少し」よい割合
≪は10％以上の差
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「芸術科音楽」に対する教科観
－男女差の背景と学校差の影響－

第３章

現在、高校の芸術科は多くの場合選択必修
の形で、音楽、美術、書道などの中から１科
目を選択して、３年間で２～６単位程度を学
習することになっている。
ところで、今後の学校教育の再編に向けて、
いくつかの教科・科目では単位数を削減して
いく必要がでてくる。その際には、これまで
行われてきた学習活動や、それぞれの教科・
科目の存在意義をどう評価していくのかが、
重要な課題になるだろう。その評価は教師、
学識者、教育行政が下すことになるが、それ
と同時に、学習者による評価という視点もお
ろそかにできないのではないだろうか。

芸術科音楽（以下、音楽科）について考え
ると、高校生が常日頃接する音楽は、学校で
学習する音楽の主流であるいわゆるクラシッ
ク以外にも、テレビやＣＤなどを通して接す
るさまざまなジャンルのポピュラーミュージ
ックや民族音楽など多岐にわたっており、芸
術科目の中でも生徒一人一人の嗜好の違いが
最も顕著に現れる。このような状況を考慮し
たとき、生徒たちにとって学校教育の、しか
も高校段階で音楽を学習することの意味とは
何だろうか。
そこで本章では、高校生の音楽科に対する
教科観を彼らが音楽科にどのように取り組
み、受容し、教科の役割を認識しているのか
という点を中心に検討していく。

●はじめに

最初に、芸術科目で音楽科を履修している
割合を確認しておこう。表３－１に、全体、
学校別、男女別、学校以外で音楽を習ったり
やったりした経験の有無別（以下、経験別）
にまとめた。
全体では、33.2％が履修している。一般的

には４割程度が音楽を履修しているといわれ
ているので、やや低い数字である。
学校別にみても、Ｂ校の１年生のみ40％
以上の高い履修率になっているが、その他は
だいたい30％程度の履修率である。
男女別にみると、男子が30.6％なのに対し
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て女子は36.7％で、やや女子の方が音楽を履
修している割合が高い。しかし、この結果は
もう少していねいにみる必要がある。
経験別にみてみると、経験のある生徒の
38.5％が履修しているのに対して、経験のな
い生徒は25.3％が履修しているにとどまって
いる。さらに男女別の違いを加えてみてみよ
う。後述するように音楽経験には男女差が大
きく、女子の９割が何らかの形で学校以外で
の音楽経験をもっているのに対して、男子は
半数に満たない。大半の女子が音楽経験をも
っているうえに、表には示さなかったが、音
楽経験のない女子の履修率は12.5％で、この
人数は女子の履修者のわずか3.5％にすぎな
い。一方、男子は、経験別にみると、経験の
ある生徒の方が履修率が9.3％ほど高いが、
もともと経験者が少ないため、実数でみると
ちょうど半数ずつになっている。つまり、音
楽科履修者の女子のほとんどが経験者である
のに対して、男子は半数が未経験者であると
いうことである。
このことは、女子の方が音楽の好きな人が
多いといわれているような、一般的なジェン

ダー問題を超えて、音楽教育上のさまざまな
ジェンダー問題として今後検討していくべき
課題を提起している。

今回の調査対象校では、芸術科は選択によ
って履修する科目を決めることになっている
が、生徒たちはどのような理由で音楽科を選
択したのだろうか。図３－１に全体を図３－
２に男女別、経験別に選択理由をまとめた。
なお、回答にあたっては複数回答を認めてい
る。
全体では、積極的な選択理由をあげている
生徒が、「音楽が好きだから」で63.3％、「音
楽の授業が楽しそうだから」で29.0％いる一
方、「他の選択科目が嫌いだから」が37.4％、
「音楽の授業が楽そうだから」が25.4％と、
消極的な選択理由もかなりの割合であげられ
ていた。ただし、複数回答のため、積極的理

由と消極的理由の双方を重複して選択してい
る生徒もいる。
ところで、一般に選択科目や部活動などを
選ぶ際の消極的理由として、友だちと一緒だ
からという理由が目立つのだが、今回の調査
では、「仲のいい友だちが履修するので一緒
にとろうと思ったから」という選択肢を選ん
だ生徒はわずかに3.2％しかいなかった。こ
れが、現在の高校生の特徴なのか、それとも
音楽科に限ったものなのか、今回の調査対象
校に特有の傾向なのかは、調査結果からは読
み取れないが、注目に値するデータである。
男女別にみてみよう。積極的理由である

「音楽が好きだから」では、女子の75.6％に

全　体

Ａ　校

Ｂ　校　１　年

Ｂ　校　２　年

Ｃ　校

Ｄ　校

男　子

女　子

経験者

未経験者

履修率

33.2

32.1

43.9

32.6

30.4

30.7

30.6

36.7

38.5

25.3

表３ー１　音楽科の履修率×属性

（％）
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対して男子は52.4％、「音楽の授業が楽しそ
うだから」では、女子の34.4％に対して男子
は24.1％と、女子の方が積極的理由を選んで
いる割合が高い。
一方、消極的理由である「他の選択科目が
嫌いだから」では、男子の42.9％に対して女
子は31.3％、「音楽の授業が楽そうだから」
では、男子の27.9％に対して女子は22.5％、
「試験がなさそうだから」では、男子の
11.9％に対して女子は4.2％と、男子の方が
消極的理由を選んでいる割合が高い。
経験別にみてみよう。積極的理由である

「音楽が好きだから」では、経験者の73.5％
に対して未経験者は32.9％、「音楽の授業が
楽しそうだから」では、経験者の29.6％に対
して未経験者は22.4％と、経験者の方がより
多く積極的理由を選んでおり、特に「音楽が

好きだから」での経験者と未経験者の格差が
非常に大きいのが目につく。
一方、消極的理由である「他の選択科目が
嫌いだから」では、未経験者の43.4％に対し
て経験者は35.3％、「音楽の授業が楽そうだ
から」では、未経験者の30.9％に対して経験
者は22.2％、「試験がなさそうだから」では、
未経験者の12.5％に対して経験者は6.7％と、
未経験者の方が消極的理由を選んでいる割合
が高い。
未経験者で音楽を選択している生徒の大半
が男子であることを考慮すると、男子の音楽
未経験者が、芸術教科の選択科目として音楽
や美術や書道などのいずれかを履修しなくて
はならないため、消極的な理由で音楽を選択
した様子がうかがえる。

0 50 100

63.3

29.0

3.2

25.4

8.3

10.8

37.4

1.8

6.7

（％）

図３ー１　音楽科の選択理由

音楽が好きだから

音楽の授業が楽しそう

友だちと一緒に履修

音楽の授業が楽そう

試験がなさそう

持ち物が少ない

他の選択科目が嫌い

他を希望したがとれない

その他
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0
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22.5
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22.2

6.7

35.3

52.4

24.1 27.9

11.9

42.9

32.9

22.4

30.9

12.5

31.3

中学校までの音楽科の授業と異なり、高校
の音楽科では、教師の自由裁量に任されて授
業が行える傾向が強い。しかし、このことは
単に学校教育上の進路選択に及ぼす成績面で
の影響にとどまらず、音楽教育の社会的役割
を考えるうえでも非常に重要な問題となりう
る。そこで、１年間の音楽の授業で、どのよ
うな活動を中心に学習してきたのか、また歌
唱や鑑賞では主にどんなジャンルの音楽を扱
ってきたのかについて、生徒がどのように受
けとめたかをたずねた。図３－３から図３－
７に授業の中心的な活動を全体と学校別に、
一番よく扱った活動と二番目によく扱った活
動とに分けて棒グラフにしてまとめた。また
表３－２によく扱っていたジャンルを全体と
学校別に、一番よく扱ったジャンルと一番か

ら三番までの総和とに分けてまとめた。
まず授業でよく扱った活動についてみてい
こう。全体の傾向としては、図３－３のよう
に、一番多い活動だと生徒が感じたのは、歌
唱が50.8％、器楽が19.8％、鑑賞が22.0％で、
この主要な３領域で９割以上になっている。
しかし、これを学校別にみていくと、学校
ごとに活動のパターンが全く違っている。
Ａ校は、図３－４のように、一番よく扱っ
た活動について、歌唱が43.5％、器楽が
24.1％、鑑賞が30.1％と、かなりバランスよ
く主要３領域の活動をしている。
Ｂ校は、図３－５の通りである。一番よく
扱った活動について、１年生では歌唱が
47.3％、器楽が51.8％で、２年生では歌唱が
76.7％、器楽が22.1％で、鑑賞をあげた生徒

（％）

図３ー２　選択理由×性・経験
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は、いずれの学年もわずかに１名であった。
二番目によく扱った活動についてみてみて
も、１年生で歌唱が50.9％、器楽が40.9％、
２年生で歌唱が20.9％、器楽が68.6％と、歌
唱と器楽が活動のほとんどだった。
Ｃ校は、図３－６のように、一番よく扱っ
た活動について、鑑賞が64.1％で、音楽理論
や音楽史が28.2％、二番目によく扱った活動
をみてみても、この２つが活動の中心になっ

ている。一般に音楽の授業の主要な活動の筆
頭にあげられる歌唱は、一番よく扱った活動
と二番目によく扱った活動の両方を合わせて
も2.6％、わずか３人にすぎない。
Ｄ校は図３－７のように、一番よく扱った
活動として歌唱が93.8％にも上っており、二
番目によく扱った活動として鑑賞が72.1％と
なっている。おそらく時間配分などもかなり
明確に分けてこの２つの活動を中心に授業が

0 50 100

43.5 30.1

54.824.1

30.1 12.0

0.80.0

1.51.5

0.80.8

0 50 100

50.8 21.8

36.619.8

22.0 27.1

1.30.2

12.76.3

0.50.9

図３ー３　授業で扱った活動

歌唱

器楽

鑑賞

創作

音楽理論や音楽史

その他

歌唱

器楽

鑑賞

創作

音楽理論や音楽史

その他

（％）

（％）

図３ー４　授業で扱った活動（Ａ校）

一番よく扱った活動

二番目によく扱った活動

一番よく扱った活動

二番目によく扱った活動
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0 50 100

1.7 0.9

3.41.7

64.1 32.8

2.60.9

58.628.2

1.73.4

進められていたものと思われる。
以上４校の主要な活動をまとめてみると次
のようになる。

Ａ校：歌唱・器楽・鑑賞
Ｂ校：歌唱・器楽
Ｃ校：鑑賞・音楽理論や音楽史
Ｄ校：歌唱・鑑賞

図らずも４校で全く異なる活動パターンを
とっていたわけだが、一般に各高校に音楽科
の教員は１名ないし２名程度おり、１学年を
１人で教えることが多いので、この学校ごと
の違いは、すなわち教員ごとの違いとみるこ
とができる。なお、この違いの影響は、後に
みるように、授業中の様子や、音楽を学校で
学習することの意味づけにも強く影響を及ぼ
している。

0 50 100

60.2 37.8

53.038.8

1.0 7.7

1.50.0

0.00.0

0.00.0

歌唱

器楽

鑑賞

創作

音楽理論や音楽史

その他

歌唱

器楽

鑑賞

創作

音楽理論や音楽史

その他

（％）

（％）

図３ー５　授業で扱った活動（Ｂ校）

図３ー６　授業で扱った活動（Ｃ校）

一番よく扱った活動

二番目によく扱った活動

一番よく扱った活動

二番目によく扱った活動
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93.8 6.1

20.90.9

5.3 72.1

0.00.0

0.90.0

0.00.0

次によく扱ったジャンルについて表３－２
からみていこう。全体の傾向としては、一番
よく扱ったジャンルは、クラシックが69.1％
と群を抜いており、その他は現代音楽の
10.6％が目立つくらいである。二番目、三番
目によく扱ったジャンルにまで目を広げる
と、クラシック以外には、現代音楽、日本の
伝統音楽、民族音楽、外国のポップス、テレ
ビ・映画などの主題歌が扱われていたようで
ある。なお、よく扱ったジャンルにも、学校
ごと、というよりも教師ごとの違いがはっき
り現れている。
Ａ校は、一番よく扱ったジャンルとしては
クラシックが85.5％で、これは４校の中で一
番割合が高かった。一番から三番までの総和
をみていくと、現代音楽や外国のポップスな
ども多く扱われていたようだ。
Ｂ校は、一番よく扱ったジャンルとしては
クラシックが52.1％で、これは４校の中でも
っとも低い割合だった。その他、現代音楽の
20.6％、日本の歌謡曲の6.2％、テレビ・映
画などの主題歌の8.2％が目立った。一番か

ら三番までの総和をみていくと、現代音楽、
日本のフォーク・ニューミュージック、日本
の歌謡曲、外国のポップス、テレビ・映画な
どの主題歌などが多く扱われていたようだ。
Ｃ校は、一番よく扱ったジャンルとしては
クラシックの74 .0％の他に、民族音楽の
19.0％が目立った。一番から三番までの総和
をみていくと、民族音楽が非常に目立つが、
その他にも日本の伝統音楽が扱われている。
さらに他校ではほとんど扱われていないジャ
ズも扱っていたようだ。
Ｄ校は、一番よく扱ったジャンルとしては
クラシックの74.4％の他には特に目立ってよ
く扱われていたジャンルはないが、現代音楽、
民族音楽、外国のポップスなど、幅広く扱っ
ていたと感じられているようである。一番か
ら三番までの総和をみていくと、現代音楽、
日本の伝統音楽、民族音楽、ダンスミュージ
ック、テレビ・映画などの主題歌が扱われて
いたようだ。また、具体的にはわからないが
その他を選択する割合が高かった。

図３ー７　授業で扱った活動（Ｄ校）

歌唱

器楽

鑑賞

創作

音楽理論や音楽史
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一番よく扱った活動

二番目によく扱った活動
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全体（一番）

全体（総和）

Ａ校（一番）

Ａ校（総和）

Ｂ校（一番）

Ｂ校（総和）

Ｃ校（一番）

Ｃ校（総和）

Ｄ校（一番）

Ｄ校（総和）
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93.6
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100.5
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6.1
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0.9
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8.8
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0.5

21.3

0.0

16.1

0.5

9.4

0.0

46.3

1.8

20.4

民族音楽

5.8

30.3

0.8

12.2

2.6

9.2

19.0

86.8

3.5

26.9

日本の
ロック

0.4

1.4

0.0

0.0

0.0

2.2

1.7

1.7

0.0

1.0
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1.1
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0.0
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0.0

1.8

0.0
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14.8
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6.2
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ジャズ
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21.2

0.0

0.0
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0.0

0.4

0.0
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0.0

0.0

0.0

0.0

1.1
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メタル

0.4
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0.0

1.0

0.5

0.5

0.9

1.8

0.0

0.0

パンク

0.0

0.8

0.0

1.0

0.0

0.6

0.0

0.9

0.0

1.1

ダンスミュ
ージック

0.0

4.5

0.0

1.0

0.0

4.4

0.0

5.4

0.0

7.2

主題歌

3.8

33.1

1.5

19.1

8.2

45.9

0.9

15.9

1.8

44.7

その他

1.4

8.2

0.8

5.4

0.5

3.8

2.6

7.9

2.6

20.0

表３ー２　授業でよく扱ったジャンル
（総和は300％）（％）
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v授業中の様子

では、前節でみたような授業に、生徒たち
はどのようにかかわっていたのだろうか。授
業中の様子について10項目にわたってたずね
てみた。図３－８に全体の結果を、図３－９
から図３－14に、学校別、男女別、経験別に、
いずれも肯定的に答えた割合（「よくあ
る」＋「ときどきある」）をまとめた。
授業の内容について、「難しいと感じる」
か「簡単だと感じる」かをたずねたところ、
「難しい」に肯定的に答えた割合が32.3％、
「簡単だ」に肯定的に答えた割合が33.7％だ

った。「難しい」を図３－９で学校別にみる
と、音楽理論や音楽史を授業に取り入れてい
るＣ校では「難しい」の割合が47.0％と他校
よりもかなり高く、器楽の活動の少ないＤ校
では「難しい」の割合が17.4％と低かった。
男女別にみると、男子で「難しい」と答えた
割合が43.7％にも上るのに対して、女子は
19.6％にすぎない。経験別にみると、経験者
は23.3％しか「難しい」と感じていないが、
未経験者は54.2％と半数以上が「難しい」と
感じていたようだ。学校外での経験の有無に

―44―
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図３ー８　授業中の様子
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授業の理解度が左右されていることがわか
る。なお、「簡単だ」については、「難しい」
と正反対の結果が得られた。
授業中の態度について、「居眠りをする」

「授業以外のことに関心が向いている」「内職
をする」「ボーっと他のことを考えている」
の４項目をたずねた。「居眠り」については
全体では42.2％だった。図３－10から学校別
にみると、Ｃ校が65.8％と非常に高かったが、
これは、歌唱や器楽といった主体的な活動が
ほとんど行われていないためと思われる。こ
れに対してＢ校では28.2％にすぎず、歌唱や
器楽がほとんどの活動である結果といえよ
う。男女別では、男子の方が6.7％ほど高か
った。経験別では、未経験者の方が15.6％ほ
ど高かった。

「授業以外のことに関心が向いている」
「内職をする」「ボーっと他のことを考えてい
る」については、全体では、「関心」を
49.8％、「内職」を40.9％、「ボーっと」を
65.6％が肯定している。学校別にみると、Ａ
校でいずれの項目とも他校より高い割合で肯
定していた。反対にＤ校でいずれの項目とも
他校より低い割合で肯定していた。男女差と
経験差はあまりみられなかった（図３－11）。
これらの項目については、活動の種類やその
難易度の問題とは異なるところに要因がある
ようだ。
諸活動への参加の様子について、「楽しく
歌ったり演奏したりする」「みんなで歌った
り演奏したりしているときに参加しない」
「やろうとは思っているが、技術がついてい

（％）

図３ー９　難しいと感じること×属性
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かない」の３項目をたずねた。全体では、
「歌ったり演奏したりする」は51.2％が肯定
しており、「参加しない」は12.0％にとどま
っていた。しかし「技術がついていかない」
が41.2％もいることには注目する必要があ
る。図３－14から男女別にみると、「技術が

ついていかない」と感じている男子は52.2％
で、女子の29.0％より23.2％も高い。その結
果、「歌ったり演奏したりする」割合も
15.7％男子の方が低く（図３－12）、「参加し
ない」男子は7.5％女子より高くなっている
（図３－13）。当然これは、学校以外の経験の
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図３ー10 居眠りをすること×属性
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図３ー11 他に関心が向いていること×属性
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差によるものであろう。実際図３－14から経
験別にみてみると、「技術がついていかない」
と感じている未経験者は62.5％なのに対し
て、経験者は33.2％にすぎない。
この節の最初にみた「難しい」の項目への
回答のしかたと合わせて考えると、高校の音

楽科の授業は、経験者にとっては決して難し
いものではなく、そこそこついていける内容
やレベルだが、未経験者にとっては、授業で
経験するだけではこなしきれない程度に難し
い内容やレベルなのかもしれない。
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図３ー12 歌ったり演奏したりすること×属性
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図３ー13 歌や演奏に参加しないこと×属性
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前２節で実際の授業の活動と生徒たちの授
業中の様子を確認したが、このような実態を
ふまえて、生徒たちはどのような授業を望ん
でいるのだろうか。どんな活動を中心にして
ほしいのか、どんなジャンルを扱ってほしい
のかについて、その希望をたずねた。中心に
してほしい活動については図３－15から図
３－19に、一番扱ってほしいジャンルについ
ては表３－３にまとめた。
まず一番中心にしてほしい活動であるが、
全体では図３－15のように、歌唱が39.2％、
器楽が27.4％、鑑賞が24.7％などとなってい
る。実際の活動と比べると、歌唱を希望する
割合がかなり低く、器楽、鑑賞、創作を希望
する割合が高いのが目立つ。
学校別にみると、歌唱や器楽を活動にほと
んど取り入れていないＣ校では、歌唱や器楽
を一番中心にするよう望む割合が４校のなか
で最も高く、反対に鑑賞を望む割合が目立っ
て低い。鑑賞中心の授業にやや食傷気味のよ
うだ。

以下、図３－16から図３－19で属性別にみ
てみよう。
男女別にみると、男子は鑑賞と創作を希望
する割合が高く、女子は歌唱や器楽を希望す
る割合が高い。特に注目したいのは、男子の
創作を希望する割合が一番と二番とを合わせ
ると20.7％にも上っていることだ。この項目
で一番と二番に同じ選択肢を選ぶことはまず
あり得ないので、男子の５人に１人が創作を
活動の中心にしてほしいと考えていることに
なる。しかし現実には、今回の調査対象校で
は全くといってよいほど創作活動は行ってき
ていない。現在ではコンピュータで作曲した
り編曲したりするソフトも普及しており、必
ずしも五線譜が書けなくても、またさまざま
な楽器が実際に演奏できなくても、コンピュ
ータを使って作曲したり編曲したりできるの
であるから、多少なりとも創作活動に取り組
んでみてもいいのではないだろうか。
経験別にみると、経験者の方が歌唱と器楽
を希望する割合が、未経験者の方が鑑賞を希
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図３ー14 技術がついていかない×属性
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望する割合がやや高い。
次に扱ってほしいジャンルであるが、表
３－３のように、全体では、クラシックを一
番扱ってほしいジャンルにあげた割合が最も
高かったが、25 .8％にすぎず、総和でも
49.5％と半分以下にとどまった。他に希望の
高かったジャンルは、現代音楽（8.8％）、日
本のフォーク・ニューミュージック（13.6％）、
外国のポップス（9.8％）、テレビ・映画など
の主題歌（13.2％）だった。表３－２にまと
めた実際の授業で扱っているジャンルと比較
してみると、まずクラシックが93.6％と、ほ

とんどの生徒がクラシックが授業で扱われて
いると回答しているが、ややクラシック偏重
の授業に不満を感じているようである。また
現代音楽や日本の伝統音楽、民族音楽などが
もう少し少なくてよいということになり、日
本のフォーク・ニューミュージックや外国の
ポップス、テレビ・映画などの主題歌をもう
少し扱ってほしいと考えているようだ。
男女別にみると、男子の希望がより高かっ
たのが、日本のロック、日本のフォーク・ニ
ューミュージック、外国のロックで、女子の
希望がより高かったのが、クラシック、外国
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9.22.1

0.71.4

図３ー15 中心にしてほしい活動

歌唱

器楽

鑑賞

創作

音楽理論や
音楽史

その他

（％）

0 50 100

27.1 20.0

43.4 26.8

22.245.8

39.7 24.1

31.8 20.1

47.6 27.7

43.4 22.8

28.1 26.7

（％）
図３ー16 歌唱を中心にしてほしい割合×属性
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のポップス、テレビ・映画などの主題歌だっ
た。
経験別にみると、経験者の希望がより高か
ったのが、クラシック、テレビ・映画などの
主題歌で、未経験者の希望がより高かったの
が、日本のロック、日本のフォーク・ニュー
ミュージック、日本の歌謡曲、外国のロック
だった。テレビ・映画などの主題歌を希望す

る割合が経験者の方が総和でみると7.0％ほ
ど高かったのは、興味深い結果ではないだろ
うか。
ところで、後述するように、音楽科選択者
以外も含めた調査対象者に、ふだんＣＤやコ
ンサート、ライブで聴く音楽のジャンルをた
ずねているが、生徒たちがよく聴くジャンル
は上位から日本のロック、日本のフォーク・
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図３ー17 器楽を中心にしてほしい割合×属性
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図３ー18 鑑賞を中心にしてほしい割合×属性
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ニューミュージック、テレビ・映画などの主
題歌、外国のポップス、クラシックの順にな
っている。彼らの希望するジャンルは、実際
に聴いているジャンルとかなりの程度重複す
るが、実際に授業で扱われているジャンルは
クラシック、現代音楽、民族音楽などに偏っ
ており、生徒たちの嗜好とずれていることが

わかる。安易にこのズレを埋めればいいとは
考えないが、しかし、このズレがあってもな
おクラシックなどを中心に音楽の授業を行う
必要があるのか、またそうならば、なぜそう
するべきなのかを音楽教育の内在的な理由と
合わせて社会的な意味も検討する必要がある
だろう。
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図３ー19 創作を中心にしてほしい割合×属性
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表３ー３　歌唱や鑑賞で一番扱ってほしいジャンル
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n音楽科の授業の感想
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さらに、１年間の授業を受けて生徒たちは
授業に対してどのような感想をもったのだろ
うか。図３－20から図３－23に、全体、学
校別、男女別、経験別に、いずれも肯定的に
答えた割合（「とてもそう思う」＋「ややそ
う思う」）をまとめた。
「音楽の授業は楽しい」という感想をもっ
た生徒は、図３－20のように、全体では
44.4％だった。学校別にはかなり大きな差が
あり、Ｄ校では65.8％が楽しかったと回答し
ているのに対して、Ｃ校ではわずかに23.0％
にすぎない。男女差はほとんどなかった。経
験別にみると、楽しかったと回答した割合が、
経験者で49.3％なのに対して未経験者は
29.6％にとどまった。この約20％の差が意味
するところはよくよく考慮していく必要があ
るだろう。

「音楽の授業は退屈だ」という感想をもっ
た生徒は、図３－21のように、全体では
63.4％で、歌唱や器楽といった主体的な活動
がある科目にしてはずいぶん高い割合ではな
いだろうか。学校別にはこの項目でもかなり
大きな差があり、Ｃ校では、「とてもそう思
う」だけで53.8％にも上っており、退屈だと
感じた生徒は80.3％になる。一方、Ｄ校では
退屈だと感じた生徒は45.7％と、４校のうち
で唯一半数以下にとどまった。男女差はほと
んどなかった。経験別にみると、退屈だと回
答した割合が、経験者で61.6％なのに対して
未経験者は69.7％とわずかに多かった。しか
しこの差は、経験の有無が退屈かどうかを説
明する重要な要因といえるほどの差ではない
だろう。今回のデータからでは退屈の要因を
十分に解明することはできないが、選択の授
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図３ー20 音楽の授業は楽しい×属性

全　体

Ａ　校

Ｂ　校

Ｃ　校

Ｄ　校

男　子

女　子

経験者

未経験者

「とても」＋「やや」そう思う割合

●モノグラフ・高校生vol.54



― 53―

業でクラスの３人に２人が退屈だと感じてい
る状況は、授業のどこかに改善すべき問題が
あるといわざるをえまい。
「音楽の授業は安らげる」という感想をも

った生徒は、図３－22のように、全体では
57.3％だった。学校別にみると、Ａ校とＤ校
が67.6％、Ｂ校は50.0％でＣ校は47.8％と２
つに分かれた。Ｂ校では歌唱と器楽が活動の
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図３ー21 音楽の授業は退屈だ×属性
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図３ー22 音楽の授業は安らげる×属性
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中心で、Ｃ校には音楽理論や音楽史という座
学が活動に入っているために、このような差
が生じたと思われる。男女差はこの項目でも
ほとんどみられなかった。経験差もみられな
かった。音楽の授業で安らげるのは、鑑賞を
しているときで、この活動には経験差があま
り影響をもたないためだろう。
「音楽の授業は難しい」という感想をもっ
た生徒は、図３－23のように、全体では
32.8％で、授業中の様子で「難しいと感じる」
割合の32.3％とほぼ同じである。クラスのほ
ぼ３分の１が難しいと感じているというの
は、おおよそ妥当なところだとは思うが、以
下にみていくように、そこには偏りがあるた

め、改善の余地があるだろう。学校別にみる
と、音楽理論や音楽史を学習しているＣ校で
難しいと回答した割合は50.8％と非常に高か
ったのに対して、歌唱と鑑賞が中心のＤ校で
は19.3％にとどまった。男女別にみると、男
子では42.6％が難しいという感想をもってい
るのに対して、女子では21.8％にとどまった。
経験別にみると、未経験者では52.6％が難し
いという感想をもっているのに対して、経験
者では25.3％にとどまった。これらの項目を
総合して考えると、音楽の授業を難しく感じ
させているのは、学校以外での経験の差が顕
著に現れる器楽や音楽理論の学習なのではな
いかという推測ができよう。

0 3010 20 40 50 60

32.8

32.7

28.5

50.8

19.3

42.6

21.8

25.3

52.6

（％）
図３ー23 音楽の授業は難しい×属性

全　体

Ａ　校

Ｂ　校

Ｃ　校

Ｄ　校

男　子

女　子

経験者

未経験者

「とても」＋「やや」そう思う割合
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さて、以上のような授業の実態と、それに
対する生徒の感想、希望などをふまえて、生
徒たちは、音楽を学校で勉強することの意味
をどういったところに見いだしているのだろ
うか。音楽に関する技術的な面と、社会的な
機能の面とに分けて、12項目にわたってた
ずねた。それぞれ表３－４と表３－５に、全
体、学校別、男女別、経験別に、いずれも肯
定的に答えた割合（「とてもそう思う」＋
「ややそう思う」）をまとめた。
まず音楽に関する技術的な面について表
３－４からみていこう。
全体では、「楽譜が読めるようになる」が
42.9％、「歌がうまくなる」が39.1％、「たく
さんのジャンルの音楽を知ることができる」
が69.2％、「何かの楽器が演奏できるように
なる」が47.0％だった。
学校別にみると、「楽譜が読めるようにな

る」「歌がうまくなる」「何かの楽器が演奏で
きるようになる」では、Ｃ校が他校に比べて
非常に低かった。これは、Ｃ校では歌唱や器
楽といった活動をほとんど行っていないため
であろう。一方、「たくさんのジャンルの音
楽を知ることができる」では、Ｃ校が83.9％
と最も高く、次にＤ校、一番低かったのがＢ
校の61.0％だった。これも、Ｃ校やＤ校では
鑑賞をかなり行っているのに対して、Ｂ校で
はほとんど行っていないことを反映している
といえよう。音楽を学校で勉強することの意
味について、技術的な面に関する考え方に、
授業でどのような活動を中心に行っているか
が如実に影響していることがわかる。
男女別にみると、「歌がうまくなる」は男
女に差がほとんどなかったが、他の項目はや
や女子の方が高かった。これは実質的には次
にみる経験差と同じとみていいだろう。

全　体

Ａ　校

Ｂ　校

Ｃ　校

Ｄ　校

男　子

女　子

経験者

未経験者

42.9

49.2

41.1

25.4

56.5

40.5

45.6

44.1

35.7

39.1

38.4

37.5

20.4

61.8

39.5

38.6

38.8

37.0

69.2

67.2

61.0

83.9

70.4

62.8

76.1

70.5

63.6

47.0

65.7

49.3

23.7

45.2

43.9

50.3

49.5

38.9

楽譜が読める 歌がうまくなる たくさんのジャンルの
音楽を知る

楽器が
演奏できる

表３ー４　音楽を学校で勉強する意味（音楽に関する技術面）×属性

（％）

「とても」＋「やや」そう思う割合

●モノグラフ・高校生vol.54



― 56―

経験別にみると、これも「歌がうまくなる」
にはほとんど差がなかったが、他の項目は、
「楽譜が読めるようになる」で8.4％、「何か
の楽器が演奏できるようになる」で10.6％な
どと経験者の方がやや高く肯定していた。音
楽の授業は、たしかに未経験者が楽譜を読め
るようになったり、楽器が演奏できるように
なったりする機会を提供している。しかし、
それ以上に経験者の音楽に関する技術的な力
をつけさせており、必ずしも両者の学校以外
での経験の差を縮めているとはいえない。少
なくとも当の高校生たちの感覚では、音楽の
授業が差を縮める役割を果たしているとはい
えないようだ。しかしこのことは、これまで
の分析結果から当然予測できるものであろう。
次に音楽の授業の社会的な機能について表
３－５からみていこう。
全体では、「合唱や合奏を通して、友だち
との連帯感が強まる」が48.8％、「豊かな教
養が身につき、人間の幅が広がる」が46.1％、
「日本の伝統文化の理解に役立つ」が25.9％、
「外国人や外国文化の理解に役立つ」が
36.3％だったのに対して、「進学に役立つ」
は4.8％、「仕事に活かせる」は14.4％にとど
まった。中学校などでは合唱コンクールが盛
んに行われており、それをクラスづくりに用
いることがよくみられるが、実際生徒たちも、
合唱や合奏のもつ社会的な連帯感を高める機
能を認めているようである。
学校別にみると、「合唱や合奏を通して、
友だちとの連帯感が強まる」と回答した割合
はＡ校の49.2％、Ｂ校の50.5％、Ｄ校の53.9
％に対して、Ｃ校は40.2％と他の３校よりや
や低かった。これはＣ校が歌唱や器楽をあま
り行っていないためと思われる。「豊かな教
養が身につき、人間の幅が広がる」では、Ｄ
校の54.0％が高く、Ｃ校の36.2％が低かった。
「日本の伝統文化の理解に役立つ」と「外国
人や外国文化の理解に役立つ」では、Ｃ校が

前者に46.2％で後者に53.0％と、他校に比べ
てかなり高い割合で肯定していた。これは、
Ｃ校では鑑賞が授業の中心になっていること
と、その中でも日本の伝統音楽や民族音楽を
よく扱っていることによるものだろう。実際、
Ｃ校では、「日本の伝統文化に触れることが
できる」と「外国文化に触れることができる」
に肯定的に回答した割合が４校中最も高かっ
た。一方、「日本の伝統文化の理解に役立つ」
と「外国人や外国文化の理解に役立つ」に肯
定的に回答する割合が低かったＡ校やＢ校で
は、授業の主たる活動として鑑賞を行う割合
が少なく、またＣ校やＤ校に比べて日本の伝
統音楽や民族音楽を扱った程度も少なかっ
た。
近年音楽教育全般で課題になっている、日
本の伝統文化を尊重したり、国際理解を深め
たりするための音楽教育には、実際に日本の
伝統音楽や民族音楽を扱うことで効果がある
ということと、歌唱や器楽よりも鑑賞の方が
その機能を果たせそうだということがいえよ
う。
男女別にみると、「豊かな教養が身につき、
人間の幅が広がる」「進学に役立つ」「仕事に
活かせる」がほぼ同じだったが、その他の項
目では、10％前後女子の方がより高く肯定的
に回答していた。
経験別にみると、ほとんどの項目で10％前
後経験者の方がより高く肯定的に回答してい
た。経験者の方がより、音楽を音として楽し
むだけでなく、音楽の背後にある文化なども
読み取ったり、音楽を学校以外の場面で活用
したりすることができると考えているといえ
よう。さらにいえば、これは生徒たちにとっ
て、学校で習う音楽が学校という枠を超えて
いるのかどうかという問題、つまり、学校知
としての音楽なのか、日常知としての音楽な
のかということにかかわっているということ
ではないだろうか。
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これまでの分析に際して経験別という分け
方を用いてきたが、ここで、学校の音楽の授
業以外での音楽経験について、確認しておこ
う。表３－６に、全体と男女別にまとめた。
全体からみていくと、「現在習っている」
生徒が9.3％、「以前習っていたことがある」
生徒が25.6％、「現在やっている」生徒が
8.0％、「以前やっていたことがある」生徒が
6.2％、「現在習ったりやったりしている」生
徒が2.8％、「以前習ったりやったりしていた
ことがある」生徒が10.9％で、以上まとめる
と、経験者が62.8％いる。一方で未経験者は
37.2％だった。
これを男女別にみていくと、「現在習って
いる」「以前習っていたことがある」「現在習
ったりやったりしている」「以前習ったりや
ったりしていたことがある」は女子の方が圧
倒的に多い。一方、「現在やっている」と
「以前やっていたことがある」は男子の方が

若干多い。そして、未経験者は、男子が
57.1％にも上るのに対して、女子は10.4％に
すぎない。この経験の差が、これまでの各節
で検討してきたように学校音楽へのかかわり
方やその受けとめ方のさまざまな男女差を生
みだしている。１節でも述べたように、女子
の方が一般に音楽が好きだと考えられている
という単なるジェンダー問題ではおさめきれ
ない重要なジェンダー問題を今後の学校教育
における音楽教育は解決していく必要がある
といえよう。
次に、どこで習ったりやったりしていたか
を表３－７にまとめた。全体としては、個人
レッスンが54.6％、音楽教室が38.0％、学校
の課外活動が26.2％、友だち同士が11.6％な
どとなっている。男女別にみていくと、個人
レッスンと音楽教室、学校の課外活動は女子
の方が多く、友だち同士は男子の方が多かっ
た。

全　体

Ａ　校

Ｂ　校

Ｃ　校

Ｄ　校

男　子

女　子

経験者

未経験者

48.8

49.2

50.5

40.2

53.9

43.6

54.5

50.6

41.6

46.1

47.7

40.4

36.2

54.0

45.6

46.6

47.8

40.3

4.8

7.7

3.0

4.3

5.2

4.4

5.2

5.9

2.7

14.4

18.2

13.6

12.0

13.9

12.5

16.6

16.9

7.8

25.9

18.2

20.2

46.2

24.4

20.3

32.3

28.1

18.8

36.3

29.5

30.3

53.0

37.4

32.1

41.0

38.1

30.5

連帯感が
強まる

教養が
身につく

進学に
役立つ

仕事に
活かせる

日本の伝統
文化の理解

外国文化の
理解

表３ー５　音楽を学校で勉強する意味（社会的な機能）×属性

（％）

「とても」＋「やや」そう思う割合
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表３－８にまとめた、習ったりやったりし
ている楽器の違いからも男女の音楽活動の違
いが読み取れる。男子でバンド系の楽器をや
っている生徒は32.1％だが、女子では5.6％
にすぎない。その他男子の方が割合が高かっ
たのは、バイオリン、クラシックギターで、
一方、ピアノは女子の84.4％に対して男子は
52.3％と女子の方がかなり高かった。その他

女子の方が割合が高かったのは、ピアノ以外
の鍵盤楽器、バイオリン以外の弦楽器、管楽
器、打楽器だった。
このように、男子はバンドなどを友だち同
士でやるような音楽経験が目立ち、女子は、
ピアノをはじめとするクラシック系の音楽を
個人レッスンや音楽教室などで習うような音
楽経験が目立つ。

全　体

男　子

女　子

9.3

4.0

16.5

25.6

15.9

38.6

8.0

9.2

6.4

6.2

6.6

5.6

2.8

1.1

5.2

10.9

6.1

17.3

37.2

57.1

10.4

現在習って
いる 以前習った 現在やって

いる 以前やった 現在習った
りやったり

以前習った
りやったり 経験なし

全　体

男　子

女　子

54.6

39.1

64.5

38.0

30.2

42.9

26.2

18.8

31.0

3.3

2.0

4.1

11.6

21.6

5.2

6.6

9.9

4.5

個人レッスン 音楽教室 課外活動 地域活動 友だち同士 その他

全　体

男　子

女　子

16.2

32.1

5.6

バンド系
の楽器

71.6

52.3

84.4

ピアノ

18.1

15.6

19.8

鍵盤楽器

3.8

5.1

2.9

バイオ
リン

2.2

1.7

2.6

弦楽器

5.3

10.2

2.1

クラシッ
クギター

23.0

15.3

28.1

管楽器

7.0

5.8

7.7

打楽器

2.2

2.2

2.3

邦楽器

4.5

6.1

3.5

その他

表３ー６　学校以外での音楽経験×性

（％）

表３ー７　習ったりやったりしている場所×性

（％）

表３ー８　習ったりやったりしている楽器×性

（％）
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最後に、ふだんＣＤやコンサート、ライブ
などで聴く音楽のジャンルをたずねた。表
３－９に全体と男女別にまとめた。
全体からみていくと、最もよく聴くジャン
ルを上位から順に並べると、日本のロック
（41.3％）、日本のフォーク・ニューミュージ
ック（37.7％）、テレビ・映画などの主題歌
（36.5％）、外国のポップス（33.4％）、クラ
シック（27.5％）、日本の歌謡曲（26.1％）、
外国のロック（22.7％）、現代音楽（21.4％）、
ダンスミュージック（9.9％）などと続いて
いる。

これを男女別にみると、男子の方が聴いて
いる割合が多いのが、日本のロック、外国の
ロック、ヘビーメタル、パンクで、女子の方
が聴いている割合が多いのが、クラシック、
日本の歌謡曲、外国のポップス、テレビ・映
画などの主題歌である。女子の方がクラシッ
クに親しんでいるというのは当然予測できた
結果だが、いわゆるポピュラーミュージック
にも、男子は国内外のロックをよく聴き、女
子は外国のポップスやテレビ・映画などの主
題歌を聴くというような、男女差がみられる
点は注目できよう。

全　体

クラシック

27.5 21.4 2.4 3.1 41.3 37.7 26.1 2.5

男　子

女　子

22.4

34.1

20.7

22.3

3.6

0.9

4.0

1.9

50.8

29.0

38.1

37.1

20.8

33.0

3.6

1.0

現代音楽 日本の
伝統音楽 民族音楽 日本の

ロック
日本の
フォーク

日本の
歌謡曲 日本の演歌

22.7

外国の
ロック

外国の
ポップス

33.4 6.1 2.1 4.6 7.4 9.9 36.5 6.2

28.2

15.5

29.6

38.2

7.1

4.7

3.2

0.6

7.3

1.0

10.2

3.7

11.2

8.3

32.0

42.2

8.8

2.7

ジャズ フュージョン ヘビー
メタル パンク ダンスミュ

ージック 主題歌 その他

表３ー９　ふだん聴く音楽のジャンル×性

（％）
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以上、９節にわたって、高校生の音楽科へ
の取り組み方、受容の様子、教科の役割の認
識のしかた、さらに学校外での音楽活動の様
子について検討してきた。
すでに各節ごとにも、今回の調査で得られ
たデータから導出されるいくつかの問題点を
示してきたが、この章のまとめとして、改め
てそれらを整理し、今後の音楽教育の研究の
課題として提示したい。
第一に、男女差の問題である。くり返し指
摘したように、女子の方が音楽が好きだと考
えられているという一般的なジェンダー問題
で終えてしまうのではなく、その背後に学校
以外の音楽経験の差があること、その経験の
差を学校が埋めきれないために、実は学校音
楽によってますます男女差が開いてしまって
いる危険性があることまでふくめて検討して
いくべき課題である。また、学校以外の場面
での音楽接触にも男女差があることに留意す
べきである。男子はバンド系の楽器を演奏し、
ロックや歌謡曲を聴いているのに対して、女
子はピアノや管楽器などを演奏し、クラシッ
クや外国のポップス、テレビ・映画などの主
題歌を聴いている。学校で接する音楽が女子
の学校外での音楽接触と似通っていること
も、問題にすべきことだろう。
第二に、経験差の問題である。男女差のと
ころでも述べたように、学校以外の場での音
楽経験の差を、学校音楽は埋めることができ
ていない。それどころか、学校で習う音楽の
授業をより多くこなしているのは経験者の方
で、授業を難しいと感じたり、技術がついて
いかないと感じている未経験者は半数以上に
上っていることに留意すべきである。
さらに、音楽の技術的な面にとどまらず、
社会的な機能の面でも、経験者の方がより高
く学校の音楽の授業の役割を評価していると
いうことも、学校音楽が学校知にとどまって
いるのか、日常知として受け入れられている
のかという問題をはらんでいる。

「年をとってからも勉強したい教科」とし
て、英語に次いで二番目に多かったのが芸術
（22.6％）である。ところが、ここで芸術とい
っているのは必ずしも音楽だけを指している
わけではないが、これを音楽経験別にみると、
経験者では26.0％なのに対して未経験者は
17.1％と差がみられる。高校の芸術教科が単
に進路選択を左右する教科の１つに終わらな
いためには、学校という枠を超えた教育活動
にまで視野を広げていく必要があるのではな
いだろうか。
第三に、学校差の問題である。今回の調査
では図らずも４校の調査対象校で全く異なる
活動を中心に授業が行われていた。高校では
中学校までのように、芸術科の成績が進路選
択に直接影響をもつようなことは少なく、か
といって専門教育を施すわけでもないため、
教師の自由裁量の幅が広い。もちろん、すべ
ての教師が同じような授業をするべきだとは
全く思わないが、高校生たちに対してあまり
に異なる授業活動であっていいものなのかと
いう疑問も生じる。この違いは、例えば数学
や英語にみられるような習熟度の差からくる
違いではない。誤解を恐れずにいえば、この
ような違いが生じるのは、音楽科の教師が自
分の専門に合わせて得意な活動を中心に授業
を行っているからではないかという疑問がわ
いてくる。高等教育における専門教育ならま
だしも、ここまで普遍化した高校教育として
は必ずしもふさわしいとはいえないのではな
いか。
音楽教育学の世界では、幼児教育や小学校
や中学校、専門教育を対象とした研究はかな
り進んでいるが、高校段階の音楽教育研究は
青年文化とのかかわりでの研究成果を除け
ば、ややブラックボックス的に残されてきた
ようである。だが、今回の調査データからは、
各校の授業内容に応じて、生徒たちの授業へ
の期待や授業の意味の認識のしかたに違いが
みられた。それはそれで、それぞれの授業が
一定の意味をもっていたことを示すものでは
あるが、と同時に、やはり、もう少し高校段

●まとめ
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階に適した活動内容は何かを検討して、各教
師の専門に頼りすぎない授業にするべきでは
ないだろうか。
第四に、生徒の音楽行動と学校音楽の諸活
動や扱うジャンルとのズレの問題である。な
にも、生徒の嗜好に合わせたり生徒にこびて
彼らの好きな音楽を扱えといいたいわけでは
ない。しかし、ズレがあるならあるで、なぜ
そのズレがある必要があるのか、その音楽教
育の内在的な理由に加えて、学校教育上の意
味と社会的な意味を明確にすべきである。例
えば数学では、生徒の多くは数学が嫌いだっ

たり苦手だったりするだろうが、学校教育か
ら数学をなくす必要はない。数学ができると
はどういうことなのかということについて、
学校教育上の意味と社会的な意味をしっかり
確立しており、そして多くの生徒もそれを納
得しているからである。音楽の授業が、ちょ
っと退屈で、しかし英語や数学で疲れた頭を
休ませる安らぎの場だけに終わらせないため
にも、音楽を学校で勉強することについての
学校教育上の意味と社会的な意味を確立する
必要があるだろう。

●モノグラフ・高校生vol.54



― 62―

家庭科
－身につけたい学力と授業とのギャップ－

第４章

高等学校家庭科男女４単位必修は、1994
年の学習指導要領改訂による最も大きな変化
の１つであった。家庭科教育の女子のみ必修
の歴史的変遷はここでは省くが、男女必修の
背景は、「女子だけの必修を見直し、男子に
も家庭科を！」のもとに男女同一カリキュラ
ムを要望する声は1970年代からあがってい
た。直接的には、「女子差別撤廃条約」を批
准したことが大きいだろう。さらに、「男は
仕事、女は家庭」の社会的価値観に伴う「良
き主婦の育成」としての家庭科教育から、女
性の社会進出に伴う社会の変革により、これ
までの女子のみの家庭科教育の意味を見直さ
ざるをえなくなったことも大きな要因であ
る。こうした社会変革と国際社会の一員とし
ての国のあり方が男女同一カリキュラムの実
現に結びついたが、高校現場では施設・設備
の不備、教員の不足や教員の意識（男女必修
は強い希望であるが時期尚早など）による戸
惑いと混乱が生じていた。さらに、家庭科関
係以外の場では、「なぜ、男子が高校で家庭
科を学ぶ必要があるのか」「男子に何を教え
るというのか」「進学校では家庭科は不要だ」
「家庭科の内容は家庭で学べばよい」など、

家庭科を必修にすることへの反発もみられ
た。加えて、学校週５日制の導入と少子化が
進行する中で、一部ではあるが私立高校にみ
る「週５日制と家庭科をやらず、全員大学現
役合格！」の生徒募集もみられた。保護者の
意見もさまざまで、特に高校時代いわゆる
「料理・裁縫」的な家庭科を学習してきた母
親からは、家庭科の男女必修には理解を示し
ても、学習する内容に疑問視する意見もあっ
た。それでも、1994年４月から公立高校で
は男女必修がスタートした。
この調査は、新学習指導要領が実施されて
５年目、このような困難な状況でスタートし
た男女必修の家庭科の現状把握と、依然とし
て残された「なぜ、男子が高校で家庭科を学
ぶ必要があるのか」「男子に何を教えるとい
うのか」「進学校では家庭科は不要だ」「家庭
科の内容は家庭で学べばよい」などの意見に
対し、生徒たちがどのように感じているのか
を探ることを目的として実施した。
調査は、1998年２月、東京・埼玉の公立
高校普通科、１・２・３年生618名（男子
347名、女子271名）を対象に、学校通しの
質問紙法により実施した。
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まず、生徒たちの抱く教科イメージからみ
ることにしよう。表４－１をまとめると、

１．一番好きな教科……体育、芸術
２．一番嫌いな教科……数学、英語
３．一番得意な教科……数学、国語、体育
４．一番苦手な教科……英語、数学
５．成績がよいと一番
うれしい教科………数学、英語

６．授業中、一番リラ
ックスできる教科…家庭科、芸術

７．勉強していて一番
楽しい教科…………体育、数学

８．社会に出てから
一番役に立つ教科……英語、家庭科

９．大学受験に一番
役に立つ教科…………英語、数学

10．年をとってからも
勉強したい教科………英語、芸術

11．親と一番話をする
教科…………数学、英語、体育、家庭科

家庭科は「リラックスできる教科」「社会
に出てから一番役に立つ教科」と受け止めら
れている。それでは、こうした教科イメージ
をふまえ、家庭科の現状をみていこう。

１．一番好きな教科

２．一番嫌いな教科

３．一番得意な教科

４．一番苦手な教科

５．成績がよいと一番
うれしい教科

６．授業中、一番リラッ
クスできる教科

７．勉強していて一番
楽しい教科

８．社会に出てから一番
役に立つ教科

９．大学受験に一番
役に立つ教科

10．年をとってからも勉
強したいと思う教科

11．親と一番話をする
教科

国語

11.6

11.8

16.6

7.8

6.0

11.2

7.4

17.0

8.6

9.3

8.1

地歴・公民

10.5

16.1

10.1

12.7

5.3

8.0

11.6

9.5

3.1

14.4

14.5

数学

9.6

27.7

16.8

26.8

39.6

4.9

16.1

10.7

33.1

3.2

21.6

理科

7.9

8.7

7.5

11.7

7.7

2.2

9.6

2.5

3.3

4.8

2.4

英語

8.8

22.0

12.3

28.4

30.2

3.4

9.1

31.4

50.2

27.6

16.3

芸術

17.7

4.4

14.6

4.0

3.7

25.3

14.5

1.2

0.7

21.0

6.3

体育

26.6

6.6

16.3

6.8

6.7

12.9

19.9

2.4

0.5

6.3

15.5

家庭科

7.3

2.7

5.8

1.8

0.8

32.1

11.8

25.3

0.5

13.4

15.3

（％）

表４ー１　教科イメージ

は最大値　 は第２位　 は最小値
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1994年の高等学校学習指導要領では、従
来の「家庭一般」に、「生活技術」「生活一般」
の２科目を加え、生徒がこの３科目の中から
１科目４単位選択履修するという、多様な生
徒のニーズに応えるものであった。しかし、
「教員定数の問題や施設・設備の不備」「家庭
科教員自身の新科目に対する戸惑い」「従来
女子のみ必修であった内容を男子にも履修さ
せることこそ重要」など、さまざまな事情か
ら多くの学校では学校選択で履修している。
しかも複数の科目を教育課程の中に位置づけ
るのではなく、いずれか１科目の場合が圧倒
的に多い。今回調査対象となった618名の生
徒は、全員「家庭一般」を履修している。履
修形態は、「１、２年生で各２単位履修」が
74.0％、「３年生で４単位」が26.0％である。
全国的にみても、「家庭一般」を１、２年生
で各２単位履修する学校が圧倒的に多い。
さて、生徒たちが家庭科の授業をどのよう
に捉えているのか概要からみてみよう。まず、
家庭科の授業の楽しさをたずねた。表４－２
は、家庭科の学習内容をより具体的な項目に
し、それらの学習の楽しさをたずねた。「と
ても」と「わりと」楽しいを合わせた数値で
みていくと、最も楽しいのは「調理実習」で
84.6％、次いで「消費者教育」「乳幼児の発
達や子どもの成長」がほぼ５割、「青年期の
生き方と愛や性・結婚」「栄養素や栄養所要
量の知識」「異性とのつきあい方や避妊の知
識」「生活設計」「生活環境について考える」
が４割を超える。
次に、同じ項目を用いて、このような学
習が高校の授業で必要かどうかたずねたの
が表４－３である。生徒の気持ちをよりシ
ャープに捉えるため「とても必要」の数値
で追ってみると、「調理実習」が57.4％、「消
費者教育（47.3％）」「生活環境について考え
る（44.8％）」の内容が必要性が高い学習で
ある。逆に、必要でない学習は「外国の食
生活や生活の様式を調べる」「繊維の性質や
機能の知識」「パソコンを使って栄養計算や
住居の設計をする」「被服製作」「パソコン

で生活情報を集め、生活に利用する」で
「とても必要」は１割前後である。
生徒が身につけたい学力は「調理実習」や

「消費者教育」「生活環境問題」「異性とのつ
きあい方や避妊の知識」などが上位を占め、
そうした授業に楽しさも感じている。男女必
修後の家庭科の授業への興味・関心は、女子
のみ必修だった頃の「食物・被服」中心の学
習と大きく変わっているのではなかろうか。
では、生徒たちは家庭科の時間にどんな授
業態度で臨み、どのような感想を持っている
のだろうか。表４－４によれば、「黒板に書
かれたことはノートやプリントに書く」は
「とてもよく」あるのは58.8％、「わりと」を
合わせほぼ８割である。しかし、「先生が話
したことで大切だと思うことはノートにメモ
を取る」では「とても＋わりと」を合わせて
も３割で、積極的に授業に参加するほどでは
ない。そして、「内職（他の教科の勉強など）
をする」が「とてもよく」あるのは13.1％、
「わりと」を合わせ３割。ただ生徒が授業以
外のことをこっそりやっているのは、家庭科
の時間だけではない。寝ている生徒、ぼんや
りしている生徒、他教科の勉強や受験勉強を
する生徒など、さまざまいる。家庭科で試験
をするといえば、前の時間に家庭科の勉強を
している生徒も多くみかける。生徒たちは自
分の都合で授業以外のことにも熱心であり、
黒板を写すことにも熱心なのが最近の高校生
である。
授業を通しての感想は「調理実習をして、
毎日食事を作る親の大変さがわかる」「調理
実習した料理を家でも作りたい」が「とても」
「わりと」を合わせると、ほぼ６割と調理実
習への関心が高い。一方、「現在の生活も精
一杯なので、将来の家庭生活まで考えられな
い」が「とても」よくあると思う生徒は
11.0％、逆に「ほとんど」ないと感じている
生徒は44.5％もいる。「授業の内容は学校で
教えなくても、家庭で親から教わればよい」
と思うことが「とてもよく」あると答えた生
徒は１割にも達しない。
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１．調理実習

２．消費者教育（消費者の権利、消費者
信用とクレジットカードなど）

３．乳幼児の発達や子どもの成長

４．青年期の生き方と愛や性・結婚

６．異性とのつきあい方や避妊の知識

７．生活設計（将来の仕事や家庭、社会
福祉と生活保障）

８．生活環境（ゴミや環境汚染など）に
ついて考える

９．快適な住まいの工夫をする

10．妊娠や出産

11．外国の食生活や生活の様式を調べる

12．高齢者の生活や介護・ボランティア

13．家族の人間関係や家庭の機能・役割

14．家族に関する法律（民法や家庭裁判
所など）

５．栄養素や栄養所要量の知識

15．被服製作（シャツ・ベストやパンツ
など）

16．家庭の経済（収入・支出や、国や企
業の経済との関係など）

17．パソコンを使って栄養計算や住居の
設計をする

18．パソコンで生活情報を集め、生活に
利用する

19．衣服の洗濯や保管

20．繊維の性質や機能の知識

59.3

9.2

13.9

16.3

9.9

16.4

6.6

11.6

14.0

14.7

12.5

7.2

5.4

5.6

12.4

4.9

13.1

9.8

3.1

1.5

84.6

48.7

46.1

43.4

42.6

41.5

41.2

40.4

39.7

39.3

35.4

34.5

33.4

32.7

32.5

30.7

30.7

26.5

23.3

16.4

25.3

39.5

32.2

27.1

32.7

25.1

34.6

28.8

25.7

24.6

22.9

27.3

28.0

27.1

20.1

25.8

17.6

16.7

20.2

14.9

7.8

38.4

33.3

33.3

36.6

34.4

41.1

36.2

31.4

36.9

25.5

46.2

52.5

43.8

29.3

47.6

22.0

24.7

39.3

39.4

3.4

10.3

8.6

7.4

15.8

6.7

12.6

10.8

8.6

7.5

7.4

12.6

10.5

17.3

13.2

17.1

6.0

7.5

15.1

21.1

とても
楽しい

わりと
楽しい

あまり
楽しくない

ぜんぜん
楽しくない

＊「勉強していない」割合を除く

表４ー２　家庭科の学習の楽しさ

（％）
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１．調理実習

２．消費者教育（消費者の権利、消費者
信用とクレジットカードなど）

３．生活環境（ゴミや環境汚染など）に
ついて考える

４．妊娠や出産

５．異性とのつきあい方や避妊の知識

６．乳幼児の発達や子どもの成長

７．高齢者の生活や介護・ボランティア

８．栄養素や栄養所要量の知識

９．青年期の生き方と愛や性・結婚

10．家庭の経済（収入・支出や、国や企
業の経済との関係など）

11．生活設計（将来の仕事や家庭、社会
福祉と生活保障）

12．家族に関する法律（民法や家庭裁判
所など）

13．衣服の洗濯や保管

14．快適な住まいの工夫をする

15．家族の人間関係や家庭の機能・役割

16．パソコンで生活情報を集め、生活に
利用する

17．被服製作（シャツ・ベストやパンツ
など）

18．パソコンを使って栄養計算や住居の
設計をする

19．繊維の性質や機能の知識

20．外国の食生活や生活の様式を調べる

57.4

47.3

44.8

39.9

35.7

34.9

34.4

33.1

31.4

30.7

30.4

25.3

22.1

19.5

18.3

14.3

13.4

12.1

10.2

9.6

30.2

40.9

39.3

43.6

43.8

47.7

45.8

47.9

43.7

50.4

54.2

52.5

50.6

49.6

53.1

36.6

38.7

32.9

40.0

36.6

8.9

8.5

12.1

12.2

15.6

13.0

15.5

14.2

19.0

14.9

11.1

17.8

22.3

24.3

22.8

33.8

37.3

37.5

38.4

36.7

3.5

3.3

3.8

4.3

4.9

4.4

4.3

4.8

5.9

4.0

4.3

4.4

5.0

6.6

5.8

15.3

10.6

17.5

11.4

17.1

とても
必要

わりと
必要

あまり
必要でない

ぜんぜん
必要でない

表４ー３　家庭科の学習は高校で学ぶ必要があるか

（％）
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表４ー４　授業中の様子や授業を通して感じたこと

（％）

１．黒板に書かれたことはノートや
プリントに書く

２．席の近い人とおしゃべりをする

３．授業中、居眠りをする

４．先生が話したことで大切だと思
うことはノートにメモを取る

５．内職（他の教科の勉強など）を
する

６．マンガを描いたり文房具で遊ぶ

１．調理実習をして、毎日食事を作
る親の大変さがわかる

２．調理実習した料理を家でも作り
たい

３．現在の生活も精一杯なので、将
来の家庭生活まで考えられない

４．授業の内容は学校で教えなくて
も、家庭で親から教わればよい

５．授業の内容が難しすぎる

６．授業の内容がやさしすぎる

58.8

21.0

20.9

14.3

13.1

9.1

33.0

26.6

11.0

7.4

5.9

3.9

19.8

24.3

17.6

16.8

15.5

9.6

25.5

28.6

16.3

12.2

13.7

14.0

10.5

33.5

31.4

34.7

31.3

22.1

23.7

24.0

28.2

32.1

32.5

33.9

10.9

21.2

30.1

34.2

40.1

59.2

17.8

20.8

44.5

48.3

47.9

48.2

とても
よくある

わりと
ある

ときどき
ある

ほとんど
ない
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トータルに考え家庭科の授業は楽しいかど
うかたずねたのが表４－５である。「とても」
楽しい14.9％、「わりと」を合わせると６割
近くに達し、「ぜんぜん＋あまり」楽しくな
いは16.6％にすぎない。性差はみられない。
そこでもう少し家庭科の授業を受けている
ときの気持ちを探ろうと、表４－６では家庭
科の授業の居心地をたずねた。「とてもホッ
とする時間」と答えた生徒は22.1％、「わり
と」を合わせると７割の生徒がホッとできる
時間であると答えており、表４－１の教科イ

メージ「家庭科は一番リラックスできる教科」
の結果と重なる。居心地のよさでも性差はほ
とんどみられない。
こうした数値をみると、家庭科は居心地が
よく楽しく、必要性が高い教科と捉えられて
いることがうかがえる。家庭科室に移動して
くると、「ホッとする」「落ち着く」と話す生
徒も多く、テストや提出プリントの裏に「読
んでください。こんなこと家庭科だけしか書
けないから」と自分の心境や進路のこと、異
性との悩み、友だちや先生との関係、親との

全　体

性
　
　
別

男　子

女　子

とても
楽しい

14.9

16.1

13.4

41.3

40.3

42.7

27.2

27.5

26.8

12.1

11.3

13.0

4.5

4.8

4.1

わりと
楽しい

少し
楽しい

あまり
楽しくない

ぜんぜん
楽しくない

表４ー５　家庭科の授業は楽しいか×性

（％）

全　体

性
　
　
別

男　子

女　子

とても
そう思う

22.1

21.3

23.0

47.8

44.6

51.8

23.5

26.0

20.4

6.6

8.1

4.8

わりと
そう思う

あまりそう
思わない

ぜんぜんそう
思わない

表４ー６　家庭科の時間は、ホッとする時間か×性

（％）
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関係などを書いてくる生徒も多い。表４－１
でもみたように、家庭科は成績や大学受験と
関係なく、得意・不得意もあまりなく将来に
役立つ教科である。そうしたこともリラック
スする教科、居心地よい教科と重なっている
のではないだろうか。
では、家庭科を学習することで理解できる
ことは何なのだろうか。表４－７によれば、
「悪徳商法などのことを知り、被害に遭わな
いようにする」が「とても＋わりと」そう思
う割合は77.0％で最も高く、次いで、「料理

が作れるようになる」「一人暮らしでも健康
的な食生活ができる」が５割を超え、「異性
とのつきあいや避妊の知識を学べる」「環境
問題やゴミ問題に関心が持てる」「衣類の手
入れやほころびの繕い・ボタンつけができ
る」「高齢者の介護・福祉や年金制度・社会
保障について学べる」が約５割、まず自分自
身のこと、異性や高齢者との関係、環境問題
へと個人から社会的関心へと幅広く「生活」
をトータルに捉え学べる教科と考えており、
多くの不安を抱えてのスタートから５年、生

とても
そう思う

47.4

27.7

22.4

19.5

20.6

21.6

15.0

14.8

13.7

9.0

77.0

54.5

51.7

49.8

48.1

46.0

45.6

32.4

31.1

29.4

29.6

26.8

29.3

30.3

27.5

24.4

30.6

17.6

17.4

20.4

16.3

25.8

26.2

30.3

29.0

30.3

33.9

28.7

25.8

37.1

3.4

13.0

16.0

14.0

15.8

14.1

13.7

25.7

25.8

25.3

3.3

6.7

6.1

5.9

7.1

9.6

6.8

13.2

17.3

8.2

わりと
そう思う

少し
そう思う

あまりそう
思わない

ぜんぜん
そう思わない

１．悪徳商法などのことを知り、被害に
遭わないようにする

２．料理が作れるようになる

３．一人暮らしでも健康的な食生活がで
きる

４．異性とのつきあいや避妊の知識を学
べる

５．環境問題やゴミ問題に関心が持てる

６．衣類の手入れやほころびの繕い・ボ
タンつけができる

７．高齢者の介護・福祉や年金制度・社
会保障について学べる

８．親になったときの心構えができる

９．将来、幸せな家庭を作れる

10．親子関係や自分の生活を見直すこと
ができる

表４ー７　高校で家庭科を学ぶことの意味

（％）
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徒たちは比較的肯定的に受け止めていること
がわかる。
表４－８では、現在もしばしば問題にされ
る家庭科教育に対する意見を高校生にたずね
てみた。「とても」そう思うの数値でみると、
「大学受験を控えた高校生は、家庭科よりも
もっと受験に必要な教科を多く学びたい」が
18.2％、「わりと」を含めると46.1％、「家庭
科は、必修科目でなく全部選択科目でよい」
「週５日制などで全体に単位数が少なくなっ
ている中で、家庭科が４単位は多すぎる」も
ほぼ同様である。考えてみれば、この傾向は
家庭科に限ったことではない。文系を志望し
ている生徒は高校の数学は必要ないと考えて
いるし、理系の生徒は芸術は履修したくない
と考える生徒も多い。現状の大学入試が変わ

らない限り、生徒たちは少なからずこのよう
に考えるであろう。現在高校では生徒の多様
な進路実現のため、理系・文系にコースを分
けた教育課程を組んだり選択教科を増やす努
力をしているが、現状では大学入試を意識し
て選択する場合が多い。
次に、家庭科は高校で学ぶ必要がないとい
う意見についてみてみよう。「家庭科の内容
は、男子が高校で授業として学ぶほどの必要
はない」「家庭科は高校の授業としては必要
ない」と「とても」そう思うと答えた生徒は
１割にも満たない。すでに小学校、中学校で
男女で家庭科を学んできた生徒たちにとって
は、家庭科を高校で学ぶのは当たり前のこと
なのかもしれない。「男子には必要ない」「進
学校に必要ない」などと考えるのは、「男は

１．大学受験を控えた高校生は、家庭科よ
りもっと受験に必要な教科を多く学び
たい

２．週５日制などで全体に単位数が少なく
なっている中で、家庭科が４単位は多
すぎる

３．家庭科は、必修科目でなく全部選択科
目でよい

４．家庭科の学習は、将来必要なことが多
いので、必要になったとき、各々が学
べばよい

５．10年後は、家庭科も男性教師が５人に
１人くらいの割合に増える

６．家庭科の内容は、男子が高校で授業と
して学ぶほどの必要はない

７．家庭科は高校の授業としては必要ない

18.2

16.3

15.9

10.3

6.3

6.0

5.1

27.9

28.9

29.9

30.7

30.2

15.5

10.9

37.0

35.4

40.4

43.4

45.5

46.4

45.8

16.9

19.4

13.8

15.6

18.0

32.1

38.2

とても
そう思う

わりと
そう思う

あまりそう
思わない

ぜんぜん
そう思わない

表４ー８　家庭科に対する意見

（％）
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仕事、女は家庭」にこだわる教員だけなので
はないだろうか。
さらに、「10年後は、家庭科も男性教師が
５人に１人くらいに増えるか」とたずねると、
「とても」と「わりと」を合わせ36.5％、男
性の家庭科教員の存在も肯定的に捉えてい
る。現状では、導入時の教員不足から他教科
から１年間の認定講習を受け家庭科教師にな
った男性教員がいる程度である。わずかだが、
大学の家政学部や生活学科で学ぶ男子学生も
増えてきており、将来家庭科の教師となるこ
とを考えている男子高校生もいる。実際に増
えるかどうかは少々疑問であるが、少なくと
も男女の教員がいて、男女で学ぶことに違和
感を持たない生徒たちが育ちつつあるのは事
実であろう。

ここで、今回の調査対象となった高校生の
属性をみておこう。まず表は省略したが、高
校卒業後の進路希望は、「就職」15.3％、「専
修・専門学校」16.0％、「短期大学」5.6％、
「４年制（私立）大学」33.6％、「４年制（国
公立）大学」11.5％であった。成績は「上の
方」12.5％、「中の上」21.1％、「中」32.1％、
「中の下」18.0％、「下の方」16.3％である
（詳しくは巻末集計表参照）。
表４－９は、「高校時代とはどのように過
ごす時期か」とたずねた結果である。「将来
の生活や自分自身のことを考える」「友だち
をたくさん作る」が「とても」そうと答えた
生徒が半数を超え、「大学進学のための受験
勉強をする」は２割である。

１．将来の生活や自分自身のことを考える

２．友だちをたくさん作る

３．人間として生きていくための基本的な
勉強をする

４．部活動やスポーツをする

５．大学進学のための受験勉強をする

51.7

50.7

29.8

27.3

20.8

33.4

38.5

44.4

36.5

36.2

12.1

9.0

20.7

26.8

29.5

2.8

1.8

5.1

9.4

13.5

とても
そう

わりと
そう

あまり
そうでない

ぜんぜん
そうでない

表４ー９　高校時代とはどんな時期か

（％）
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これまでは、男女必修になってからの家庭
科の現状をみてきた。ここで生徒たちが求め
る学習と「食物・被服」を中心とする家庭科
の授業とにギャップが生じていることがわか
った。しかし、高校現場では依然として「な
ぜ、男子が高校で家庭科を学ぶ必要があるの
か」「男子に何を教えるというのか」「進学校
では家庭科は不要だ」「家庭科の内容は家庭
で学べばよい」などの声がある。そこでこう
した意見について、属性と関連させ生徒の意
識を探っていくことにしたい。
表４－10は家庭科の学習内容の楽しさと必
要性を性別で示した。授業の楽しさを男女で
10％以上差のある項目をみると「家族に関す
る法律」「家庭の経済」「消費者教育」「生活
環境」「パソコンで生活情報を集め、生活に
利用する」の授業が男子が楽しい割合が高く、
女子は「高齢者の生活や介護・ボランティア」
「被服製作」「衣服の洗濯や保管」「乳幼児の
発達や子どもの成長」があげられる。
身につけたい「必要な学習」では、男子は

「家族に関する法律」「青年期の生き方と愛や
性・結婚」「生活環境」、女子は「被服製作」
「乳幼児の発達や子どもの成長」「栄養素や栄
養所要量の知識」に差がみられる。男子は家
庭科を社会との関連の中で捉え進路選択、異
性との関係、地域社会との関係に発展させ、
女子は「食物・被服・保育」と従来の領域を
中心とした学習を必要と考えており、ジェン
ダーを担った結果がみられる。
しかし、男女別に「とても」必要である割
合の高い学習をあげると、「調理実習」「消費
者教育」「生活環境」、続いて「妊娠や出産」
「異性とのつきあい方や避妊の知識」が共通
した内容となっている。
次に、家庭科の授業に対する意見を性差を
中心にみてみよう。表４－11は「家庭科の内

容は、男子が高校で授業として学ぶほどの必
要はない」かとたずねた結果を示した。「と
ても」そう思う割合は6.0％、「わりと」を合
わせても２割、性差はみられない。さらに表
４－12は「大学受験を控えた高校生は、家庭
科よりもっと受験に必要な教科を多く学びた
い」かとたずねたものである。「とても」そ
う思う18.2％、「わりと」を合わせ４割を超
える。ここでも性差はほとんどみられない。
表４－13は「家庭科は高校の授業としては必
要ない」である。「とても」そう思うは5.1％、
逆に「ぜんぜん」そう思わないがほぼ４割で、
男女とも家庭科を学ぶことを肯定している様
子が推察できる。
家庭科を学ぶ意義に性差がみられないが、
家庭科で身につけたい必要な学力では性差が
認められる。そこで、家庭科の学習の「必要
性」に焦点を当て、成績、進路別の差からも
う少し数値を追ってみよう。
家庭科の学習の必要性と成績・性別の結果
を示したのは表４－14である。まず、男子の
成績上位群は、「消費者教育」「調理実習」
「生活環境」「妊娠や出産」「異性とのつきあ
い方や避妊の知識」が必要な学力と考えてい
る。数値は低いが、下位群も同様の傾向がみ
られる。一方、女子の成績上位群は、「調理
実習」「消費者教育」「生活環境」「高齢者の
生活や介護・ボランティア」「乳幼児の発達
や子どもの成長」、下位群は「調理実習」「妊
娠や出産」「異性とのつきあい方や避妊の知
識」「乳幼児の発達や子どもの成長」「消費者
教育」をあげている。
異性関係や妊娠・出産については男子の成
績上位群と女子の下位群に学習の必要性が高
い。こうした知識は、雑誌やメディアからの
情報も多いが確かな知識と理解を授業に求め
ているためではないだろうか。
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１．家族の人間関係や家庭の機能・役割

２．家族に関する法律（民法や家庭裁判
所など）

３．家庭の経済（収入・支出や、国や企
業の経済との関係など）

４．生活設計（将来の仕事や家庭、社会
福祉と生活保障）

５．高齢者の生活や介護・ボランティア

６．消費者教育（消費者の権利、消費者
信用とクレジットカードなど）

７．被服製作（シャツ・ベストやパンツ
など）

８．繊維の性質や機能の知識

９．衣服の洗濯や保管

10．栄養素や栄養所要量の知識

11．調理実習

12．異性とのつきあい方や避妊の知識

13．青年期の生き方と愛や性・結婚

14．妊娠や出産

15．乳幼児の発達や子どもの成長

16．快適な住まいの工夫をする

17．生活環境（ゴミや環境汚染など）に
ついて考える

18．パソコンを使って栄養計算や住居の
設計をする

19．パソコンで生活情報を集め、生活に
利用する

20．外国の食生活や生活の様式を調べる

楽しさ

男子 女子 男子 女子

必要性

31.2

37.4

35.9

38.5

28.8

② 55.0

20.1

15.4

16.6

38.8

① 80.5

④ 44.9

④ 44.9

36.9

35.1

38.5

③ 45.0

32.5

31.0

34.5

36.2

26.7

24.2

44.6

42.0

40.7

48.3  ③

17.6

31.7

47.5  ④

89.6  ①

37.0

41.4

42.5

60.2  ②

41.5

34.4

28.5

20.6

36.4

19.3

30.4

30.7

30.0

31.3

② 49.7

8.9

10.3

18.0

29.5

① 54.4

37.5

35.6

④ 39.3

31.4

19.0

③ 47.4

13.1

16.1

11.5

17.2

19.0

30.7

31.0

38.4

44.2  ②

19.1

10.1

27.3

37.5

61.2  ①

33.5

26.0

40.5  ④

39.4

20.1

41.6  ③

10.9

12.1

7.1

表４ー10 家庭科の学習の楽しさと必要性×性

（％）

楽しさ＝「とても」＋「わりと」楽しい割合
必要性＝「とても必要」の割合
◯内数字は順位
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全　体

性
　
　
別

男　子

女　子

とても
そう思う

6.0

7.9

3.4

15.5

14.7

16.6

46.4

46.8

46.0

32.1

30.6

34.0

わりと
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

表４ー11 家庭科の内容は、男子が高校で授業として学ぶほどの必要はない×性

（％）

全　体

性
　
　
別

男　子

女　子

とても
そう思う

18.2

19.9

16.0

27.9

29.3

26.1

37.0

33.5

41.5

16.9

17.3

16.4

わりと
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

表４ー12 大学受験を控えた高校生は、家庭科よりもっと受験に必要な教科を
多く学びたい×性 （％）

全　体

性
　
　
別

男　子

女　子

とても
そう思う

5.1

7.4

2.2

10.9

11.8

9.7

45.8

42.5

50.0

38.2

38.3

38.1

わりと
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

表４ー13 家庭科は高校の授業としては必要ない×性

（％）
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１．家族の人間関係や家庭の機能・役割

２．家族に関する法律（民法や家庭裁判
所など）

３．家庭の経済（収入・支出や、国や企
業の経済との関係など）

４．生活設計（将来の仕事や家庭、社会
福祉と生活保障）

５．高齢者の生活や介護・ボランティア

６．消費者教育（消費者の権利、消費者
信用とクレジットカードなど）

７．被服製作（シャツ・ベストやパンツ
など）

８．繊維の性質や機能の知識

９．衣服の洗濯や保管

10．栄養素や栄養所要量の知識

11．調理実習

12．異性とのつきあい方や避妊の知識

13．青年期の生き方と愛や性・結婚

14．妊娠や出産

15．乳幼児の発達や子どもの成長

16．快適な住まいの工夫をする

17．生活環境（ゴミや環境汚染など）に
ついて考える

18．パソコンを使って栄養計算や住居の
設計をする

19．パソコンで生活情報を集め、生活に
利用する

20．外国の食生活や生活の様式を調べる

19.0

33.6

31.1

32.2

32.0

57.4

9.8

7.4

20.5

30.6

53.3

41.8

38.5

43.8

34.2

16.4

50.8

13.3

15.0

10.7

16.0

26.6

32.3

34.4

37.6

51.1

8.9

10.8

12.9

25.8

56.4

34.0

34.0

35.1

29.8

19.8

48.4

18.5

18.9

13.0

22.3

29.2

29.8

24.8

25.4

41.2

6.1

12.3

19.5

31.0

54.0

35.4

34.2

38.6

30.7

21.1

43.9

8.8

15.5

11.4

13.9

24.1

35.9

34.2

43.6

51.9

19.0

10.3

28.6

38.0

62.0

26.6

20.3

36.7

43.0

15.2

44.9

10.4

9.2

7.6

14.4

19.6

32.3

37.1

43.3

46.4

20.8

11.3

30.9

45.4

66.7

30.9

23.7

35.1

35.1

18.6

46.4

12.4

15.5

6.2

23.3

14.3

25.3

22.2

29.7

36.3

17.8

8.8

23.1

29.7

56.0

42.9

34.1

50.5

41.8

26.7

34.4

10.0

11.2

7.7

男　　子 女　　子

「とても必要」の割合
は最大値、最小値が５％以上差のある項目

◯内数字は順位

表４ー14 家庭科の学習の必要性×成績・性

（％）

上位 中位 下位 上位 中位 下位

①

②

③ ②

③ ② ③

① ① ①

③

②
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表４－15は進路・性別を示した。男子の就
職群が求める学習は「調理実習」「栄養素や
栄養所要量の知識」「消費者教育」「妊娠や出
産」、４年制大学進学群は「調理実習」「消費
者教育」「生活環境について考える」である。
「被服製作」に進路希望による差が開いてい
るが、これは服飾関係に就職したり専門学校
に進学する生徒が求める学力なのではないだ
ろうか。全体でみると、４年制大学進学群の
方が家庭科の学習を必要と考える割合が高
い。女子も４年制大学進学群の方が学習の必
要性は高く、「調理実習」「消費者教育」「栄
養素や栄養所要量の知識」に就職群とに差が
みられる。この結果から家庭科の学習はむし
ろ４年制大学進学群の男子にこそ学習の必要
性を感じている者が多いことがわかる。
表４－16は、家庭科の授業の楽しさをたず
ねた。「とても」と「わりと」楽しい数値を
みると、男子では、短大・専修・専門学校進
学群が62.8％と最も高く、次いで４年制大学
進学群が57.7％と就職群（54.6％）より楽し
いと答えた生徒が多い。女子では、就職群が
66.0％で、４年制大学進学群（47.4％）とに
大きな差がみられる。
次に、家庭科をめぐるさまざまな意見を進
路別でみていこう。表４－17によれば、「家
庭科は高校の授業としては必要ない」と「と
ても＋わりと」そう思うと考える生徒は、男
女とも就職群に多くみられる。逆に、「あま
り＋ぜんぜん」そう思わない割合をみると、
４年制大学進学群は男女とも８割を超え、高
校の授業としての必要性を感じている。しか
し表４－18にみるように、「大学受験を控え

た高校生は、家庭科よりもっと受験に必要な
教科を多く学びたい」と答える４年制大学進
学群の男子は「とても」そう思う23.3％、
「わりと」を合わせ５割を超える。女子も同
様の傾向がみられる。今回調査対象校の男子
で３年生で４単位履修している学校もあり、
この学校の生徒はこうした考えを持っている
生徒が多かった。確かに受験を控え、週４時
間の家庭科の授業は、受ける生徒側からみれ
ば率直な意見であろう。むしろそうした状況
から考えれば、この数値は少ないとみること
もできるだろう。
一方、女子の４年制大学進学群の数値が高
いのは、大学進学群が望んでいる授業と実際
の家庭科の学習、例えば「被服製作」などの
授業との差があるのではないだろうか。それ
が表４－16でみたように４年制大学進学群
の授業の楽しさを減少させている結果とつな
がるのではないだろうか。
表４－19は家庭科の授業がホッとする時間
かをたずねた。男子の４年制大学進学群は
「とても」ホッとする24.7％、「わりと」を合
わせ72.0％、女子でもほぼ同様で「わりと」
を合わせると８割近くがホッとする時間にな
っていることがわかる。確かに生徒たちをみ
ていると、目前に迫った大学受験は精神的に
かなり緊張度の高い生活のようだ。特に、高
校入試が推薦制度の導入や内申書が重視さ
れ、比較的楽になったと言われる。そうした
生徒がはじめて挑戦する本格的な受験ともい
えるのが大学入試である。その中で「ゆとり」
をもたらす教科として家庭科の存在が大きく
機能していることがわかる。
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１．家族の人間関係や家庭の機能・役割

２．家族に関する法律（民法や家庭裁判
所など）

３．家庭の経済（収入・支出や、国や企
業の経済との関係など）

４．生活設計（将来の仕事や家庭、社会
福祉と生活保障）

５．高齢者の生活や介護・ボランティア

６．消費者教育（消費者の権利、消費者
信用とクレジットカードなど）

７．被服製作（シャツ・ベストやパンツ
など）

８．繊維の性質や機能の知識

９．衣服の洗濯や保管

10．栄養素や栄養所要量の知識

11．調理実習

12．異性とのつきあい方や避妊の知識

13．青年期の生き方と愛や性・結婚

14．妊娠や出産

15．乳幼児の発達や子どもの成長

16．快適な住まいの工夫をする

17．生活環境（ゴミや環境汚染など）に
ついて考える

18．パソコンを使って栄養計算や住居の
設計をする

19．パソコンで生活情報を集め、生活に
利用する

20．外国の食生活や生活の様式を調べる

19.0

18.6

23.3

27.9

30.2

37.2

16.3

14.0

27.9

41.5

53.5

30.2

34.9

37.2

34.9

16.7

31.0

23.8

19.0

14.3

19.4

33.3

40.0

28.6

37.1

47.2

11.4

8.3

22.2

27.8

55.6

25.0

27.8

30.6

13.9

25.7

52.8

25.0

20.6

19.4

17.7

34.8

31.9

31.0

33.5

58.5

5.9

9.1

15.1

28.3

62.6

45.5

41.5

46.5

38.2

18.7

53.2

10.3

15.7

10.2

25.5

17.0

39.1

41.3

51.1

36.2

24.4

12.8

39.1

31.9

51.1

27.7

21.3

34.0

42.6

27.7

38.3

10.6

8.5

4.3

12.1

15.2

25.0

26.1

32.6

42.4

15.2

12.0

26.1

34.8

59.3

34.8

25.0

44.6

38.0

10.9

38.5

9.8

9.8

6.5

17.9

26.9

39.0

39.7

46.8

55.1

21.8

9.0

29.9

50.0

66.7

35.9

26.9

39.7

47.4

22.1

48.7

12.0

17.6

9.0

男　　子 女　　子

表４ー15 家庭科の学習の必要性×進路・性

（％）

就職 短大、
専修・専門学校 ４年制大学 就職 短大、

専修・専門学校 ４年制大学

③

①

③

③

② ②

①

③

① ① ①

③②

「とても必要」の割合
は最大値、最小値が10％以上差のある項目

◯内数字は順位
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男
　
　
子

女
　
　
子

就職

短大、専修・
専門学校

４年制大学

就職

短大、専修・
専門学校

４年制大学

とても
楽しい

18.1

14.3

15.5

17.0

12.0

11.5

54.6

62.8

57.7

66.0

56.5

47.4

36.5

48.5

42.2

49.0

44.5

35.9

25.0

22.9

25.7

23.4

26.1

32.1

13.6

11.4

13.4

10.6

12.0

16.7

6.8

2.9

3.2

0.0

5.4

3.8

わりと
楽しい

少し
楽しい

あまり
楽しくない

ぜんぜん
楽しくない

表４ー16 家庭科の授業は楽しいか×進路・性

（％）

とても
そう思う

15.9

2.8

5.3

2.1

3.3

2.6

70.5

80.5

84.6

85.1

87.9

88.4

13.6

16.7

10.1

12.8

8.8

9.0

38.7

44.4

43.3

46.8

58.2

46.1

31.8

36.1

41.3

38.3

29.7

42.3

わりと
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

表４ー17 家庭科は高校の授業としては必要ない×進路・性

（％）

男
　
　
子

女
　
　
子

就職

短大、専修・
専門学校

４年制大学

就職

短大、専修・
専門学校

４年制大学

は最大値
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とても
そう思う

22.7

16.7

23.3

6.5

15.2

20.5

20.5

30.6

31.2

28.3

21.7

33.3

38.6

44.4

32.8

45.6

49.0

35.9

18.2

8.3

12.7

19.6

14.1

10.3

わりと
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

表４ー18 大学受験を控えた高校生は、家庭科よりもっと受験に必要な教科を
多く学びたい×進路・性 （％）

男
　
　
子

女
　
　
子

就職

短大、専修・
専門学校

４年制大学

就職

短大、専修・
専門学校

４年制大学

とても
そう思う

18.2

11.4

24.7

19.1

22.8

24.4

61.3

62.8

72.0

76.6

72.8

78.2

43.1

51.4

47.3

57.5

50.0

53.8

27.3

34.3

22.6

23.4

20.7

19.2

11.4

2.9

5.4

0.0

6.5

2.6

わりと
そう思う

あまり
そう思わない

ぜんぜん
そう思わない

表４ー19 家庭科の時間は、ホッとする時間か×進路・性

（％）

男
　
　
子

女
　
　
子

就職

短大、専修・
専門学校

４年制大学

就職

短大、専修・
専門学校

４年制大学

は最大値
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最後に、家庭科の学習の必要性と高校時代
の過ごし方をみてみよう。表４－20は高校
時代の過ごし方の「とても」そうと答えた生
徒と学習の必要性とのクロスである。「人間
として生きていくための基本的な勉強をす
る」「大学受験のための勉強をする」「部活動
やスポーツをする」「友だちをたくさん作る」
「将来の生活や自分自身のことを考える」な
ど、どのような過ごし方に重点を置いても、
家庭科学習の「調理実習」「消費者教育」「生
活環境について考える」「異性とのつきあい
方や避妊の知識」「妊娠や出産」が必要であ
ると考える割合が高い。
家庭科を学ぶことについてのさまざまな意
見については、性差や卒業後の進路による差
はみられない。生徒たちが身につけたい学力
は、「調理実習」「消費者教育」「生活環境に

ついて考える」「異性とのつきあい方と避妊
の知識」「青年期の生き方と愛や性・結婚」
「妊娠や出産」など、どのようなライフスタ
イルをとろうが必要であることに変わりがな
いが、他の領域では、性差や進路・成績によ
る差が認められる。そして、自ら求める学習
の授業は楽しくもあり、ホッとできる時間に
もなっている。
さらに、「男子や進学校に家庭科が不要」

「なぜ、家庭科を高校で学ばなければならな
いのか」という意見に対し、生徒たちは家庭
科の必要性を認めている。男子や進学校に不
要と考えたり、家庭科を高校で学ぶ必要はな
いという意見を持つ人々は、家庭科を従来の
「食物・被服」を中心とした学習と考えてい
るからではないだろうか。
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１．家族の人間関係や家庭の機能・役割

２．家族に関する法律（民法や家庭裁判
所など）

３．家庭の経済（収入・支出や、国や企
業の経済との関係など）

４．生活設計（将来の仕事や家庭、社会
福祉と生活保障）

５．高齢者の生活や介護・ボランティア

６．消費者教育（消費者の権利、消費者
信用とクレジットカードなど）

７．被服製作（シャツ・ベストやパンツ
など）

８．繊維の性質や機能の知識

９．衣服の洗濯や保管

10．栄養素や栄養所要量の知識

11．調理実習

12．異性とのつきあい方や避妊の知識

13．青年期の生き方と愛や性・結婚

14．妊娠や出産

15．乳幼児の発達や子どもの成長

16．快適な住まいの工夫をする

17．生活環境（ゴミや環境汚染など）に
ついて考える

18．パソコンを使って栄養計算や住居の
設計をする

19．パソコンで生活情報を集め、生活に
利用する

20．外国の食生活や生活の様式を調べる

人間として生
きていくため
の基本的な勉
強をする

大学受験のた
めの勉強をす
る

部活動やスポ
ーツをする

友だちをたく
さん作る

将来の生活や
自分自身のこ
とを考える

31.6

30.2

38.3

39.5

45.0

③ 52.2

26.3

17.3

32.8

43.9

① 66.1

⑤ 47.2

41.7

④ 50.0

⑤ 47.2

30.3

② 56.1

20.2

26.1

21.1

24.6

33.0

39.2

41.9

41.6

② 56.8

22.6

14.5

28.5

42.4

① 64.2

④ 48.0

40.0

⑤ 46.4

38.4

27.4

③ 51.2

22.0

21.0

21.0

24.8

32.5

33.5

36.2

42.1

② 56.1

18.0

14.1

26.5

⑤ 46.6

① 70.7

45.7

43.3

④ 50.6

39.0

23.6

③ 54.3

16.9

18.5

16.6

21.1

24.9

32.0

30.0

40.7

③ 51.3

16.2

12.5

27.2

39.2

① 69.8

⑤ 45.8

42.5

② 52.3

43.5

23.8

④ 49.5

14.6

16.8

13.4

24.4

30.0

33.9

38.2

42.1

② 53.4

18.2

12.9

27.8

38.9

① 63.9

⑤ 44.1

40.2

④ 47.6

41.2

25.6

③ 51.8

14.0

18.4

14.1

表４ー20 家庭科の学習の必要性×高校時代の過ごし方

（％）

「とても」必要の割合
◯内数字は順位
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家庭科の楽しさや学習の必要性、家庭科に
向けられたさまざまな意見を検証した結果、
生徒たちが身につけたい学力は「調理実習」
「消費者教育」「生活環境問題」「異性とのつ
きあい方や避妊の知識」「青年期の生き方と
愛や性・結婚」「妊娠や出産」であり、家庭
科は「ゆとり」をもたらす教科となっている。
また、しばしば指摘される「家庭科不要論」
は生徒たちの中にはほとんどみられない。
この生徒たちが身につけたい学力を現行の
高等学校学習指導要領から履修内容をみてみ
よう。「家庭一般」では、「家族と家庭生活」
「家庭の経済と消費」「衣生活の設計と被服製
作」「食生活の設計と調理」「住居の設計と住
居の管理」「乳幼児の保育と親の役割」を学
習する。「生活技術」「生活一般」では「家庭
生活と情報」や「家庭園芸」も加えられた内
容となる。そして「家庭一般」では、４単位
140時間という年間指導計画の中で「食生
活・衣生活」が占める時間数はほぼ半分と、
従来通りの「食物・被服」を重視する内容と
なっている。「被服製作」としては、パンツ
やベスト、スカート、バッグなどを製作して
いる学校が多い。一方、「生活一般」ではほ
ぼ同様の内容に「家庭生活と情報」を加え、
２単位分で「家族や家庭生活」「家庭の経済
と消費」「子どもの成長と親の役割」「家族の
健康管理（衣・食・住生活）」の基本的な内
容を履修し、「被服製作」「調理」「住居」
「保育」「情報」の中から２、３の内容を選択
し、２単位分履修することができる。
「家庭一般」を履修している学校が圧倒的
に多い現状では、「食物・被服」を重視した
内容を学んでいるといえる。生徒たちが身に
つけたい「必要な学力」と考える「調理実習」

「消費者教育」「生活環境問題」「異性とのつ
きあい方や避妊の知識」「青少年の生き方と
愛や性・結婚」「妊娠や出産」と、現実の家
庭科の授業で重視されている「食物・被服」
の内容とに大きなギャップが認められる。
今後、このギャップをどう埋めていくかが、
家庭科教育充実と高校教育の中で肯定的に
認められるために必要な課題ではないだろう
か。
そのために、まず家庭科の中心を占めてい
た「食物・被服」重視という意識を変えるこ
とが必要であろう。そして、例えば①どのよ
うなライフスタイルの生徒でも必要な学力と
考える「調理実習」「消費者教育」「生活環境
問題」「異性とのつきあい方や避妊の知識」
「青年期の生き方と愛や性・結婚」「妊娠や出
産」を基本的な学力として必修、「被服製作」
など個々に興味・関心の差の大きい内容は進
路選択との関連や趣味的・技能的な領域とし
て、選択科目に位置づける②生徒たちの発達
課題と進路実現を視野に入れ、これらの基本
的な学力をいつ学習するのか、３年間を見通
して生徒自身がこれらの領域を選択履修でき
る教育課程とする③家庭科が学校生活の中で
「ゆとり」をもたらす教科としての機能を充
実させ、この「ゆとり」の中で感性に訴える
ような「性に関する問題や生き方」「ボラン
ティア活動」などについて十分考え実践でき
るようにするなどの配慮ができないだろう
か。
いずれにしても、現行の「食物・被服」を
中心とした家庭科からいかに転換が図れる
か、教科書や単位数のあり方も含めた検討こ
そが、今後の家庭科教育の方向性に大きな影
響を与えるのではないだろうか。
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まとめに代えて
－「生活のための学力」への転換を－

調査を始める前に、結果に多少の懸念を抱
いていた。生徒たちに学習内容のことをたず
ねても、はっきりとした回答は得られないの
ではないかという不安である。
これまで、さまざまな調査を行ってきて、
きちんとした設問をすれば、生徒はちゃんと
答えてくれるという気持ちを強めてきた。最
近号でいえば、援助交際なども難航が予想さ
れたテーマだが、結果はすでに報告した通り、
生徒たちが真面目に考えて答えてくれたので、
内容的に優れたものをまとめることができ
た。
今回の調査結果もわかりやすい。改めて、
結論にあたる部分をまとめてみよう。
①　英語＝受験英語でなく、ヒアリングを
中心とした話せる英語を学びたい。
②　社会＝暗記ものの「歴史」より、話し

合ったり、考えをまとめたりする「公民」的
な学習を習いたい。
③　音楽＝学校の音楽は退屈だ。ふだん聴
いている音楽を扱ってほしい。
④　家庭科＝被服などより、調理の実習を
大事にしてほしい。
一口にいって、受験のための学習には興味
を持てない。現在の自分に身近な、役に立つ
学習をしたいというのが生徒たちの反応とな
る。「受験を目指した勉強から生活に役立つ
勉強」への転換である。しかも、こうした意
識は学業成績のよい生徒にも認められるのは
すでに本文でふれた通りである。
英語にせよ、社会科にせよ、同じ勉強をす
るなら、勉強をする意味がわかり、自分が積
極的に加わっていける勉強をしたいと多くの
生徒は答えている。
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こうした結果を読み取りながら、生徒たち
の意見に共感するものを感じた。英語の難し
い本を読む予定はないが、ヒアリングをして
いれば、外国へ行ったとき役立ちそうだ。被
服を縫う気はないが、料理を覚えておけば、
結婚してからはむろん、一人のときにも便利
だ。
自分との距離が身近な学習をしたい。生徒
たちが思っているかどうかはともあれ、実学
志向が強い。これまでの高校の勉強は、生活
に関係なく、直接的には受験の際出題される
内容であり、より大きくいえば専門的な職業
につくのに必要と思われるものの体系だった。
しかしすでにふれたように、高校が普通学
校化してくると、専門職志向が強く、一流大
学を目指す生徒は全体の少数にとどまる。も
ちろん、大学進学率が５割に近づき、少子化
の影響もあって、一流大学が存在しているか
どうかも疑問だ。それに、進学にあたって、
推薦の枠が多くなり、内申は気になっても、
受験のための学力に生徒たちが取り組まなく
なったのは確かであろう。
そうした現実的な動きはともあれ、生徒た
ちのいうような生活に役立つ勉強をもう少し
真剣に取り上げていいように思う。英語を例
にするなら、外国に行って日常生活で不自由

しない会話力と基本的な文章力を中心に据え
る。そして、社会科では現代の社会生活を掘
り下げて考えるような探求学習の性格を強め
る。そして、音楽ではそれぞれの演奏に多く
の時間を割く。
そうなれば、高校生活は生徒たちにとって
充実した場となろう。こうした形で生徒たち
が自主的に学ぶ態度を身につけるようになれ
ば、その態度はそれから先の生活にも役立と
う。
生涯学習時代とは、学びたい人がいつでも
どこでも学べることを意味していよう。学ぶ
姿勢があれば、いつでも学べるので、仮に古
典的な知識が必要となったら、そのときに学
べばいい。
そうした意味では学ぶことの楽しさの感じ
られる高校教育を望みたいと思う。実をいう
と、筆者は大学のゼミを受けるようになって
から、勉強が面白いと感じるようになった。
そして、大学院に入り、自主的な学習が必要
になって、さらに学ぶことの楽しさを感じ始
めた。筆者に限らず、自主的に取り組んだこ
とは楽しく、そして、得るものが多く、忘れ
がたいという思い出があろう。そうした意味
では、教育課程編成にあたって、生徒の声を
聞くことも大事だと思った。
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●資料１　調査票見本q

アンケートのお願い

〔社会科・英語・音楽調査〕

このアンケートは、高校生の皆さんの教科（社会科・英語・音楽）

についての気持ちをお聞きする目的で作られたものです。テストでは

ありませんので、自由に思った通りに答えてください。よろしくお願

いします。

（お名前はいりませんので、ありのままをお答えください。）

高校教育研究会
尚美学園短期大学教授 深谷　昌志
上 智 大 学 教 授 武内　　清
明治学院大学教授 望月　重信

((回答のしかた)) 特にことわりのない場合は、あてはまる数字に１つだけ◯をつけてください。
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●資料１　調査票見本q

z　あなたの学校、学年、性別についておたずねします。�

１．国語　　２．地歴・公民　　３．数学　　４．理科�
５．英語　　６．芸術　　　　　７．体育　　８．家庭科�

1．まず、あなたのことをおたずねします。�

2．高校での生活全体についておたずねします。�

x　次の１～９について、もっともあてはまる教科を □ の中から選んで、その番号�
　　を（　　）の中に書いてください。�

c　受験を意識しないで、自由に選択するとしたら、あなたはどの科目を勉強したい�
　　ですか。□ の中から１科目だけ選んで、番号で答えてください。�
　　�

１．一番好きな教科（　　　）�
２．一番嫌いな教科（　　　）�
３．一番得意な教科（　　　）�
４．一番苦手な教科（　　　）�
５．成績がよいと一番うれしい教科（　　　）�
６．勉強していて一番楽しい教科（　　　）�
７．社会に出てから一番役に立つ教科（　　　）�
８．大学受験に一番役に立つ教科（　　　）�
９．年をとってからも勉強したいと思う教科（　　　）�

１．国語　　２．国語表現　　３．現代文　　４．古典　　５．世界史�
６．日本史　　７．地理　　８．現代社会　　９．倫理　　10．政治経済�
11．数学　　12．物理　　13．化学　　14．生物　　15．地学�
16．体育　　17．保健　　18．音楽　　19．美術　　20．工芸�
21．書道　　22．英語　　23．オーラル・コミュニケーション�

24．リーディング　　25．ライティング　　26．家庭一般　　27．生活技術　　28．生活一般�
�
１．ぜひとも取りたい科目　　（　　　）�
２．あまり取りたくない科目　（　　　）�
�

１）学校名　（　　　　　　　）高等学校�

２）学　年　　（　　　　）年�

３）性　別　（１．男子　　　２．女子）　　〈◯をつけてください〉�

…�

……�

…�
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●資料１　調査票見本q

v　習熟度別の授業について、あなたの意見を聞かせてください。�
�
１）あなたの学校では、教科によって学力による習熟度別の授業をやっていますか。�

１．やっている　　　２．やっていない�

↓�
ＳＱ．やっている教科に◯をつけてください。�

　１．国語　　２．地歴・公民　　３．数学　　４．理科�
　５．英語　　６．芸術　　　　　７．体育　　８．家庭科　　�

２）あなたは、学力による習熟度別の授業に賛成ですか。�

1

とても�
賛成�

2

わりと�
賛成�

3

どちらとも�
いえない�

4

あまり�
賛成でない�

5

まったく�
賛成でない�

b　あなたは成績の評価について、次のような意見をどう思いますか。�

とても�
そう思う�

わりと�
そう思う�

あまり�
そう思わない�

１．評価（評定）は、テストの成績を基本にする　�……�

まったく�
そう思わない�

２．評価に発言や質問回数などの態度・意欲を加える�

３．評価には出席点も加える�…………………………�

４．評価にはノートの取り方も加える�………………�

５．評価には生徒自身の自己評価を加える�…………�

６．レポートなどを出したら評価に加える�…………�

７．無遅刻・無欠課の場合は評価を上げる�…………�

８．自主的な研究レポートやよい発表は評価を上げる�

n　あなたは教科書について、次のような意見をどう思いますか。�

１．教科書は最後まで終わらせてほしい�……………�

２．教科書は受験勉強に役立つ�………………………�

３．高校卒業後も、教科書は大切に保存しておきたい�

４．教科書より資料集や参考書の方が役立つ�………�

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

とても�
そう思う�

わりと�
そう思う�

あまり�
そう思わない�

まったく�
そう思わない�

どちらとも�
いえない�

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

……�

……�

……�
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●資料１　調査票見本q

５．教科書はわかりやすい�……………………………�

６．教科書は読んでもつまらない�……………………�

７．教科書の内容は多すぎる�…………………………��

m　あなたの成績は、どのくらいですか。�

上の方� 中の上� 中� 中の下� 下の方�

,　現在、あなたがもっとも希望している卒業後の進路はどれですか。次の中から１つ�
　　だけ選んで◯をつけてください。�

１．４年制大学（国公立）へ進学�
�
２．４年制大学（私立）へ進学�
�
３．短期大学へ進学�
�
４．専修・専門学校へ進学�
�
５．就職�
�
６．未定�
�

ＳＱ．あなたは、どんな学部・学科・専門に進学したいと思っていますか。�
　　　１つだけ選んで◯をつけてください。�
�
１．人文・社会系（文学・語学・心理学・福祉など）�
�
２．法経系（法学・経済学など）�
�
３．理工系（理学・工学など）�
�
４．医薬系（医学・薬学など）�
�
５．教員養成系�
�
６．家政系�
�
７．芸術系�
�
８．その他�
�
９．未定�
�

1 2 3 4 5

とても�
そう思う�

わりと�
そう思う�

あまり�
そう思わない�

まったく�
そう思わない�

どちらとも�
いえない�

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5
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●資料１　調査票見本q

　3．ここからは、社会科（地歴科・公民科）についておたずねします。�
�

.　あなたは高校で、社会科のどの「科目」を受けてきましたか（必修・選択の両方�
　　合わせて）。また、受験予定の「科目」は何ですか。�
� 世界史� 日本史� 地理�

１．１年生のとき� 1 2 3……� 4
倫理� 政治経済� 現代社会�

5 6

２．２年生のとき�……�

３．受験予定�…………�

⁄0　あなたは社会科が好きですか。�
� とても�

好き�
かなり�
好き�

やや�
好き�

あまり�
好きでない�

まったく�
好きでない�

⁄1　社会科に関して、あなたは次のようなことについてどう思いますか。�

とても�
そう思う�

少し�
そう思う�
�

あまり�
そう思わない�

１．暗記することが多い　�……………………………�

まったく�
そう思わない�

1 2 3 4

２．受験を意識した内容が多い　�………………………�

３．先生だけが説明している　�…………………………�

４．内容に興味を持てない　�……………………………�

５．教えられることが多すぎる�………………………�

社会科では�
受験しない�

６．社会の動きに関心を持てるようになった�…………�

７．専門的な知識が得られる�…………………………�

８．先生はいろいろ工夫している�……………………�

⁄2　次のような社会科の授業方法について、あなたはどのように考えますか。�

とても�
よい�

少し�
よい�
�

あまり�
よくない�

１．生徒同士の討論や話し合いのある授業�…………�

ぜんぜん�
よくない�

２．生徒による発表や報告のある授業�………………�

３．ビデオなど視聴覚教材を使った授業�……………�

４．講義中心の授業� …………………………………�

５．問題演習中心の授業�………………………………�

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

……�
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●資料１　調査票見本q

６．受験対策中心の授業�………………………………�

７．いろいろと考えさせられる機会のある授業�………�

８．専門的な知識を得られる授業�……………………�

９．教養を高められる授業�……………………………�

⁄3　社会科の中の各「科目」について、次のようなことはどの「科目」に一番あては�
　　まると思いますか（受けたことのない科目については、想像できる範囲で答えて�
　　ください）。�

地理� 倫理� 政治経済� 現代社会�日本史�世界史�

１．一番好きな科目�……………………�1 2 3 4 5 6

２．一番嫌いな科目�……………………�1 2 3 4 5 6

とても�
よい�

少し�
よい�
�

あまり�
よくない�

ぜんぜん�
よくない�

３．受験に一番役立ちそうな科目�………�1 2 3 4 5 6

４．受験に一番役立ちそうにない科目�……�1 2 3 4 5 6

５．将来一番役立ちそうな科目�…………�1 2 3 4 5 6

６．いろいろ考えさせられることが一番�
　　多い科目�
�

……………………………�1 2 3 4 5 6

７．一番教養を高めることができそうな�
　　科目�………………………………�1 2 3 4 5 6

８．一番進度が速そうな科目�…………�1 2 3 4 5 6

　4．次に英語についておたずねします。�

⁄4　あなたが学校で習う語学（英語）の授業はどのようですか。�

１）現在、週あたりの英語の総授業時間数は何時間ですか。�

６時間� ７時間� ８時間� 11時間以上�５時間�４時間以下�

1 2 3 4 5 6 7 8
10時間�９時間�

２）外国人の先生に教わる授業時間数は、１か月あたり何時間ですか。�

３～４時間� ５～６時間� ７時間以上�１～２時間�教わらない�

1 2 3 4 5

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4
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３）あなたは英語の授業が好きですか。�

やや�
好き�

あまり�
好きでない�

まったく�
好きでない�

かなり�
好き�

とても�
好き�

1 2 3 4 5

４）では、中学時代はどうでしたか。�

やや�
好き�

あまり�
好きでない�

まったく�
好きでない�

かなり�
好き�

とても�
好き�

1 2 3 4 5

５）英語以外の外国語で学びたい言語がありますか。�

１．ある　　２．ない�

↓�
（　　　　　　　　　　　　）語�

⁄5　あなたは今、英語の授業に次のことをどのくらい望んでいますか。�
とても�
望む�

まあ�
望む�
�

あまり�
望まない�

１．授業の進度をゆっくり進める� 1 2 3……………………� 4

ぜんぜん�
望まない�

２．教える内容を少なくする� 1 2 3…………………………� 4

３．教科書の英文は先生が必ず訳す� 1 2 3…………………� 4

４．単語テストや小テストをこまめにやる� 1 2 3…………� 4

５．英文法をもっとやる� 1 2 3………………………………� 4

６．入試に役立つ受験的な授業� 1 2 3………………………� 4

７．ゲームや英会話を取り入れた授業� 1 2 3………………� 4

８．外国人講師による授業� 1 2 3……………………………� 4

９．ビデオやＬＬを使った授業� 1 2 3………………………� 4

10．パソコンやインターネットを使った授業� 1 2 3…………� 4
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⁄6　次に、あなたのふだんの英語の学習についておたずねします。�
　　あなたは、英語の勉強をどのようにしていますか。�
　（英語1、英語2のケースを考えて答えてください）�

１）授業中のノート�

必ずとる� まあとる� あまりとらない�

1 2 3 4
ぜんぜんとらない�

２）授業の復習�

必ずやる� まあやる� あまりやらない� ぜんぜんやらない�

1 2 3 4

３）予習にかける時間�
�

やらない�
30分�
以下�

30分～�
１時間�

１時間～�
１時間30分�

1 2 3 4

１時間30分～�
２時間�

�
２時間以上�

5 6
�

とても�
そう思う�

かなり�
そう思う�

あまり�
そう思わない�

１．英語は得意な人が勉強すればよい� 1 2 3………………� 4

ぜんぜん�
そう思わない�

２．大学入試では、辞書を持ち込んでもよい� 1 2 3…………� 4

３．教科書ガイドはあった方がよい� 1 2 3…………………� 4

４．英語は大学受験の必須科目にしない� 1 2 3……………� 4

５．学校で勉強するだけでは英語を話せるように�
　　ならない� 1 2 3……………………………………………� 4

６．授業より、外国のホームステイの方が力がつく� 1 2 3…� 4

７．学力に合わせて「習熟度別」にクラスを編成する�
　　方が力がつく� 1�

�
2 3 4

８．１クラスを15人くらいの少人数クラスにする� 1 2 3……� 4

９．アジア近隣諸国の言葉も学校で習える� 1 2 3……………� 4

10．英検（実用英語技能検定）などの資格は、学校の�
　　成績の評価にする� 1 2 3…………………………………� 4

⁄7　あなたは、テレビやラジオなどの語学番組を視聴していますか。�

１．いつも視聴している�
２．ときどき視聴している�
３．視聴していない�

⁄8　あなたは、英語に関する次の意見についてどう思いますか。�

………………………………………�
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⁄9　小学校から英語の勉強が始まりますが、どう思いますか。�
とても�
そう思う�

かなり�
そう思う�

あまり�
そう思わない�

１．小学校高学年くらいから始めればよい� 1 2 3…………� 4

ぜんぜん�
そう思わない�

２．幼稚園くらいから始めれば力がつくだろう� 1 2 3………� 4

３．英語嫌いを多くするだけだ� 1 2 3………………………� 4

４．日本語をしっかりやる方が重要だ� 1 2 3………………� 4

５．私立中学の受験で、受験英語をあおるだけだ� 1 2 3……� 4

¤0　あなたはこれまでに外国へ行ったことがどれくらいありますか。�

行ったことがない� １回� ２回�

1 2 3 4
３回� ４回以上�

5

ＳＱ．外国へ行ったことのある人におたずねします。�

１）それはどこの国ですか。（２回以上行ったことのある人は、最長のときで答え�

　　てください。また、ツアーなどで複数の国を回った場合はすべての国名を書い�

　　てください）�

� 国名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

２）そのときはどのくらいの期間、滞在しましたか。�

１週間以内� １～２週間� １か月以内�

1 2 3 4
１か月～半年� 半年～１年�

5 6 7
１年～２年� ２年以上�

5．次に音楽についておたずねします。�

¤1　あなたは現在、音楽の授業を履修していますか。�

１．必修科目で履修している�
２．選択科目で履修している�
３．履修していない�
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音楽の授業を履修している人は、¤2～‹2までの質問にお答えください。�
履修していない人は、‹1‹2に進んでください。�

¤2　¤1で２（選択科目で履修）と答えた人におたずねします。あなたが音楽を�
　　選択した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに◯をつけてください。�

１．音楽が好きだから�
２．音楽の授業が楽しそうだったから�
３．仲のいい友だちが履修するので一緒にとろうと思ったから�
４．音楽の授業が楽そうだったから�
５．試験がなさそうだったから�
６．持ち物が少なそうだったから�
７．他の選択科目（美術や書道など）が嫌いだったから�
８．他の選択科目（美術や書道など）を希望していたがとれなかったから�
９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

¤3　音楽の授業は、週に何時間ありますか。�

（　　　　）時間�

¤4　この１年間、音楽の授業では、どのような活動を中心に学習してきましたか。�
　　□ の中からよく扱っていた活動を２つまで選んで、番号でお答えください。�

１．歌唱　　２．器楽　　３．鑑賞　　４．創作�
５．音楽理論や音楽史の学習　　６．その他（　　　　　　　　）�

１．一番よく扱った活動（　　）�
２．二番目によく扱った活動（　　）�

¤5　この１年間、音楽の授業の歌唱や鑑賞では、主にどんなジャンルの音楽を扱ってき�
　　ましたか。□ の中からよく扱っていたジャンルを３つまで選んで、 番号でお答�
　　えください。 

１．クラシック　　２．現代音楽　　３．日本の伝統音楽（雅楽、三味線、お琴、歌舞伎など）�
４．民族音楽　　５．日本のロック　　６．日本のフォーク、ニューミュージック�
７．日本の歌謡曲　　８．日本の演歌　　９．外国のロック　　10．外国のポップス�
11．ジャズ　　12．フュージョン　　13．ヘビーメタル　　14．パンク�
15．ダンスミュージック　　16．テレビ・映画・劇などの主題歌やテーマ曲�
17．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�
�

１．一番よく扱ったジャンル（　　）�
２．二番目によく扱ったジャンル（　　）�
３．三番目によく扱ったジャンル（　　）�
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¤6　音楽の授業を受けているときのあなたの様子はどんなふうですか。�
よく�
ある�

ときどき�
ある�

あまり�
ない�

１．授業中に発言したり質問したりする� 1 2 3……………� 4

ほとんど�
ない�

２．授業の内容が難しいと感じる� 1 2 3……………………� 4

３．授業の内容が簡単だと感じる� 1 2 3……………………� 4

４．授業中に居眠りをする� 1 2 3……………………………� 4

５．おしゃべりなどで、授業以外のことに関心が�
　　向いている� 1 2 3………………………………………� 4

６．内職（他の科目の勉強など）をする� 1 2 3……………� 4

７．ボーっと他のことを考えている� 1 2 3…………………� 4

８．楽しく歌ったり演奏したりする� 1 2 3…………………� 4

９．みんなで歌ったり演奏したりしているときに�
　　参加しない� 1 2 3………………………………………� 4

10．自分ではやろうと思っているが、技術が�
　　ついていかない� 1 2 3…………………………………� 4

¤7　あなたは、音楽の授業でどのような活動を中心にしてほしいですか。中心にしてほ�
　　しい活動を□の中から２つまで選んで、番号でお答えください。�

１．歌唱　　２．器楽　　３．鑑賞　　４．創作�
５．音楽理論や音楽史の学習　　６．その他（　　　　　　　　）�

１．一番中心にしてほしい活動（　　　）�
２．二番目に中心にしてほしい活動（　　　）�

¤8　あなたは、音楽の授業の歌唱や鑑賞でどんなジャンルの音楽を扱ってほしいですか。�
　　扱ってほしいジャンルを□の中から３つまで選んで、番号でお答えください。�
�

１．クラシック　　２．現代音楽　　�
３．日本の伝統音楽（雅楽、三味線、お琴、歌舞伎など）　　４．民族音楽�
５．日本のロック　　６．日本のフォーク、ニューミュージック�
７．日本の歌謡曲　　８．日本の演歌　　９．外国のロック�
10．外国のポップス　　11．ジャズ　　12．フュージョン　　13．ヘビーメタル�
14．パンク　　15．ダンスミュージック�
16．テレビ・映画・劇などの主題歌やテーマ曲�
17．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�
�

１．一番扱ってほしいジャンル（　　）�
２．二番目に扱ってほしいジャンル（　　）�
３．三番目に扱ってほしいジャンル（　　）�
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¤9　あなたは１年間音楽の授業を受けてきて、音楽の授業についてどんな感想を持って�
　　いますか。�
� とても�

そう思う�
やや�
そう思う�

あまり�
そう思わない�

１．音楽の授業は楽しい� 1 2 3………………………………� 4

まったく�
そう思わない�

２．音楽の授業は退屈だ� 1 2 3………………………………� 4

３．音楽の授業は安らげる（リラックスできる）� 1 2 3……� 4

４．音楽の授業は難しい� 1 2 3………………………………� 4

‹0　あなたは、音楽を学校で勉強する意味についてどう考えていますか。�
とても�
そう思う�

やや�
そう思う�

あまり�
そう思わない�

まったく�
そう思わない�

１．楽譜が読めるようになる� 1 2 3…………………………� 4

２．歌がうまくなる� 1 2 3……………………………………� 4

３．たくさんのジャンルの音楽を知ることができる� 1 2 3…� 4

４．なにかの楽器が演奏できるようになる� 1 2 3…………� 4

７．進学に役立つ� 1 2 3………………………………………� 4

５．合唱や合奏を通して、友だちとの連帯感が強まる� 1 2 3…� 4

６．豊かな教養が身につき、人間の幅が広がる� 1 2 3………� 4

８．仕事に活かせる� 1 2 3……………………………………� 4

９．日本の伝統文化に触れることができる� 1 2 3……………� 4

10．日本の伝統文化の理解に役立つ� 1 2 3…………………� 4

11．外国文化に触れることができる� 1 2 3…………………� 4

12．外国人や外国文化の理解に役立つ� 1 2 3………………� 4

‹1　あなたはこれまでに学校の音楽の授業以外で、音楽を習ったりやったりしたことが�
　　ありますか。あてはまる番号１つに◯をつけてください。�
�
１．現在習っている�
２．以前習っていたことがある�
３．現在やっている�
４．以前やっていたことがある�
５．現在習ったりやったりしている�
６．以前習ったりやったりしたことがある�
７．学校の音楽の授業以外では習ったこともやったこともない�
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ＳＱ．１～６を選んだ人だけにおたずねします。�

１）どこで習ったりやったりしています（した）か。あてはまるものすべてに◯をつ�

　　けてください。�

２）習ったりやったりしている（いた）楽器は何ですか。あてはまるものすべてに◯�

　　をつけてください。�

１．個人レッスン�
２．音楽教室�
３．学校の課外活動�
４．地域の活動（ジュニアオーケストラなど）�
５．友だち同士�
６．その他（　　）�

１．バンド系の楽器（エレキギター、エレキベース、ドラムスなど）�
２．ピアノ�
３．ピアノ以外の鍵盤楽器（エレクトーンなど）�
４．バイオリン�
５．バイオリン以外の弦楽器�
６．クラシックギター�
７．管楽器�
８．打楽器�
９．邦楽器（三味線、琴など）�
10．その他（　　　　　　　　　　　　）�

‹2　あなたがふだんよくＣＤを聴いたり、コンサートやライブに行ったりする音楽のジ�
　　ャンルは何ですか。あてはまるものすべてに◯をつけてください。�

１．クラシック　　２．現代音楽�
３．日本の伝統音楽（雅楽、三味線、お琴、歌舞伎など）�
４．民族音楽　　５．日本のロック�
６．日本のフォーク、ニューミュージック　　７．日本の歌謡曲�
８．日本の演歌　　９．外国のロック�
10．外国のポップス　　11．ジャズ�
12．フュージョン　　13．ヘビーメタル�
14．パンク　　15．ダンスミュージック�
16．テレビ・映画・劇などの主題歌やテーマ曲�
17．その他（　　　　　　　　　　　　）�

～以上で終わりです。長い間ありがとうございました。～�

�
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z　まず、あなたの学校、学年、性別についておたずねします。�
�

１．国語　　２．地歴・公民　　３．数学　　４．理科�
５．英語　　６．芸術　　　　　７．体育　　８．家庭科�

x　次の１～11について、もっともあてはまる教科を□の中から選んで、その番号�
　　を（　　）の中に書いてください。�
�

１．一番好きな教科（　　　）�
２．一番嫌いな教科（　　　）�
３．一番得意な教科（　　　）�
４．一番苦手な教科（　　　）�
５．成績がよいと一番うれしい教科（　　　）�
６．授業中、一番リラックスできる教科（　　　）�
７．勉強していて一番楽しい教科（　　　）�
８．社会に出てから一番役に立つ教科（　　　）�
９．大学受験に一番役に立つ教科（　　　）�
10．年をとってからも勉強したいと思う教科（　　　）�
11．親と一番話をする教科（　　　）�

c　ここからは、家庭科の授業についておたずねします。�

１）あなたは、家庭一般、生活一般、生活技術の３科目の中で、どの科目を学んでい�

　　ますか。�

１．家庭一般　　２．生活一般　　３．生活技術�

２）それは、何年生でどのくらい学んでいますか。�

１．１年生（　　）単位　　２．２年生（　　）単位　　３．３年生（　　）単位�

１）学校名　　（　　　　　　　）高等学校�

２）学　年　　（　　　　）年�

３）性　別　　（１．男子　　　２．女子）　　〈◯をつけてください〉�

……�

……�

……�

〔家庭科調査〕

v　次にあげる内容は、高等学校家庭科の学習内容です。あなたは、次のような勉強を�
　　楽しいと思いますか。�
� とても�

楽しい�
わりと�
楽しい�

あまり�
楽しくない�

ぜんぜん�
楽しくない�

勉強�
していない�

１．家族の人間関係や家庭の機能・役割�……�

２．家族に関する法律（民法や家庭裁判所など）�…�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�
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３．家庭の経済（収入・支出や、国や企業の�
　　経済との関係など）�…………………………�

４．生活設計（将来の仕事や家庭、社会福祉�
　　と生活保障）�………………………………�

５．高齢者の生活や介護・ボランティア�………�

６．消費者教育（消費者の権利、消費者信用と�
　　クレジットカードなど）�……………………�

７．被服製作（シャツ・ベストやパンツなど）�……�

８．繊維の性質や機能の知識�…………………�

９．衣服の洗濯や保管�…………………………�

10．栄養素や栄養所要量の知識�………………�

11．調理実習�……………………………………�

12．パソコンを使って栄養計算や住居の�
　　設計をする�…………………………………�

13．異性とのつきあい方や避妊の知識�…………�

14．青年期の生き方と愛や性・結婚� 1 2 3……………� 4 5

15．妊娠や出産� 1 2 3…………………………………� 4 5

16．乳幼児の発達や子どもの成長� 1 2 3………………� 4 5

17．快適な住まいの工夫をする� 1 2 3…………………� 4 5

18．生活環境（ゴミや環境汚染など）に�
　　ついて考える� 1 2 3………………………………� 4 5

19．パソコンで生活情報を集め、生活に�
　　利用する� 1 2 3……………………………………� 4 5

20．外国の食生活や生活の様式を調べる� 1 2 3………� 4 5

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

1 2 3 4 5……�

……�

……�

……�

……�

……�

……�

……�

とても�
楽しい�

わりと�
楽しい�

あまり�
楽しくない�

ぜんぜん�
楽しくない�

勉強�
していない�

b　ではあなたは、次のような家庭科の学習は高等学校で学ぶ必要があると思いますか。�

１．家族の人間関係や家庭の機能・役割�

２．家族に関する法律（民法や家庭裁判所など）�

３．家庭の経済（収入・支出や、国や企業の経済�
　　との関係など）�

とても�
必要�

わりと�
必要�

あまり�
必要でない�

ぜんぜん�
必要でない�

1 2 3………………� 4

1 2 3………� 4

1 2 3………………………………………� 4

�
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４．生活設計（将来の仕事や家庭、社会福祉と�
　　生活保障）�

５．高齢者の生活や介護・ボランティア�

６．消費者教育（消費者の権利、消費者信用と�
　　クレジットカードなど）�

７．被服製作（シャツ・ベストやパンツなど）�

８．繊維の性質や機能の知識�

９．衣服の洗濯や保管�

10．栄養素や栄養所要量の知識�

11．調理実習�

12．パソコンを使って栄養計算や住居の設計をする　�

13．異性とのつきあい方や避妊の知識�

14．青年期の生き方と愛や性・結婚�

15．妊娠や出産�

16．乳幼児の発達や子どもの成長�

17．快適な住まいの工夫をする�

18．生活環境（ゴミや環境汚染など）について考える�

19．パソコンで生活情報を集め、生活に利用する�

20．外国の食生活や生活の様式を調べる�

1 2 3……………………………………………� 4

1 2 3………………� 4

1 2 3……………………………� 4

1 2 3…………� 4

1 2 3……………………………� 4

1 2 3……………………………………� 4

1 2 3…………………………� 4

1 2 3………………………………………………� 4

1 2 3……� 4

1 2 3…………………� 4

1 2 3……………………� 4

1 2 3…………………………………………� 4

1 2 3………………………� 4

1 2 3…………………………� 4

1 2 3…� 4

1 2 3………� 4

1 2 3………………� 4

とても�
必要�

わりと�
必要�

あまり�
必要でない�

ぜんぜん�
必要でない�

n　あなたは、家庭科の授業で、次のように思ったりすることがありますか。�

１．授業の内容がやさしすぎる�

２．授業の内容が難しすぎる�

３．調理実習した料理を家でも作りたい�

４．調理実習をして、毎日食事を作る親の大変さ�
　　がわかった�

５．授業の内容は学校で教えなくても、家庭で親から�
　　教わればよい�

６．現在の生活も精一杯なので、将来の家庭生活まで�
　　考えられない�

とても�
よくある�

わりと�
ある�

ときどき�
ある�

ほとんど�
ない�

1 2 3…………………………� 4

1 2 3……………………………� 4

1 2 3………………� 4

1 2 3…………………………………………� 4

1 2 3………………………………………� 4

1 2 3………………………………………� 4
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●資料１　調査票見本w

７．授業中、居眠りをする�

８．マンガを描いたり文房具で遊ぶ�

９．席の近い人とおしゃべりをする�

10．内職（他の教科の勉強など）をする�

11．黒板に書かれたことはノートやプリントに書く�

12．先生が話したことで大切だと思うことは�
　　ノートにメモを取る　�

1 2 3……………………………� 4

1 2 3……………………� 4

1 2 3……………………� 4

1 2 3………………� 4

1 2 3……� 4

1 2 3………………………………� 4

m　あなたは、トータルに考えて、現在学んでいる家庭科についてどう思いますか。�
�

少し�
楽しい�

あまり�
楽しくない�

ぜんぜん�
楽しくない�

わりと�
楽しい�

とても�
楽しい�

1 2 3 4 5

１）家庭科の授業は楽しい�

２）家庭科の時間は、何となくホッとする時間である�

あまり�
そう思わない�

ぜんぜん�
そう思わない�

わりと�
そう思う�

とても�
そう思う�

1 2 3 4

とても�
よくある�

わりと�
ある�

ときどき�
ある�

ほとんど�
ない�

,　高等学校で家庭科を学ぶことについて、次のようなことをどう思いますか。�

とても�
そう思う�

わりと�
そう思う�

少し�
そう思う�

あまりそう�
思わない�

ぜんぜん�
そう思わない�

１．親子関係や自分の生活を見直すことが�
　　できる� 1 2 3………………………………………� 4 5

２．悪徳商法などのことを知り、被害に�
　　遭わないようにする� 1 2 3………………………� 4 5

３．一人暮らしでも健康的な食生活ができる� 1 2 3……� 4 5

４．料理が作れるようになる� 1 2 3…………………� 4 5

５．高齢者の介護・福祉や年金制度・�
　　社会保障について学べる� 1 2 3…………………� 4 5

６．衣類の手入れやほころびの繕い・�
　　ボタンつけができる� 1 2 3………………………� 4 5

７．異性とのつきあいや避妊の知識を学べる� 1 2 3…� 4 5

８．将来、幸せな家庭を作れる� 1 2 3………………� 4 5

９．親になったときの心構えができる� 1 2 3………� 4 5

10．環境問題やゴミ問題に関心が持てる� 1 2 3………� 4 5
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⁄0　現在、あなたが希望している卒業後の進路はどれですか。�

１．人間として生きていくための基本的な勉強をする�

２．大学進学のための受験勉強をする�

３．部活動やスポーツをする�

４．友だちをたくさんつくる�

とても�
そう�

わりと�
そう�

あまり�
そうでない�

ぜんぜん�
そうでない�

1 2 3…� 4

1 2 3…………………� 4

1 2 3……………………………� 4

1 2 3……………………………� 4

⁄1　あなたは、高校生活とは、どんなことをする時期だと考えますか。�

１．就職�
２．専修・専門学校へ進学�
３．短期大学へ進学�
４．４年制大学（私立）へ進学�
５．４年制大学（国公立）へ進学�
６．未定�

５．将来の生活や自分自身のことを考える� 1 2 3……………� 4

⁄2　あなたの成績は、どのくらいですか。�

中� 中の下� 下の方�中の上�上の方�

1 2 3 4 5

～以上で終わりです。長い間ありがとうございました。～�

― 102―

●資料１　調査票見本w

１．家庭科は、必修科目でなく全部選択科目でよい�

２．家庭科の学習は、将来必要なことが多いので、�
　　必要になったとき、各々が学べばよい�

３．大学受験を控えた高校生は、家庭科より�
　　もっと受験に必要な教科を多く学びたい�

４．家庭科の内容は、男子が高校で授業として�
　　学ぶほどの必要はない�

５．週５日制などで全体に単位数が少なくなって�
　　いる中で、家庭科が４単位は多すぎる�

６．10年後は、家庭科も男性教師が５人に１人�
　　くらいの割合に増える�

７．家庭科は高校の授業としては必要ない�

とても�
そう思う�

わりと�
そう思う�

あまり�
そう思わない�

ぜんぜん�
そう思わない�

1 2 3……� 4

1 2 3……………� 4

1 2 3…………� 4

1 2 3………………………………� 4

1 2 3……………� 4

1 2 3………………………………� 4

1 2 3……………� 4

.　あなたは、家庭科に対する次のような意見をどう思いますか。�
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質問項目

サンプル数z

一
番
好
き
な
教
科

x

一
番
嫌
い
な
教
科

一
番
得
意
な
教
科

教
　
　
科
　
　
に
　
　
つ
　
　
い
　
　
て

一
番
苦
手
な
教
科

一
番
う
れ
し
い
教
科

一
番
楽
し
い
教
科

全　体

1，718
7．5
15．1
16．9
12．0
14．4
10．5
20．4
3．2
16．2
10．2
23．5
13．0
16．2
7．2
6．5
7．2
15．3
14．4
19．3
10．2
17．7
8．6
11．1
3．4
17．1
7．5
31．0
10．1
21．5
3．4
6．9
2．5
6．3
4．1
56．2
4．9
24．0
1．5
2．5
0．5
5．4
18．5
25．7
14．4
18．8
7．3
8．1
1．8

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
984
5．2
17．7
21．3
14．3
10．0
5．9
24．4
1．2
20．5
7．0
19．1
9．6
20．5
9．9
4．4
9．0
11．4
18．0
23．3
13．3
14．2
5．2
13．1
1．5
22．4
5．4
25．7
8．1
24．7
4．6
5．4
3．7
6．9
4．8
55．6
5．5
22．3
1．2
3．1
0．6
4．3
21．5
29．0
17．5
13．8
4．3
8．3
1．3

0734
10．5
11．5
10．9
8．8
20．2
16．7
15．7
5．7
10．5
14．6
29．1
17．8
10．4
3．6
9．3
4．7
20．5
9．6
14．1
5．8
22．4
13．2
8．5
5．9
10．1
10．4
37．9
12．8
17．2
1．8
9．0
0．8
5．6
3．1
57．0
4．0
26．4
1．8
1．8
0．3
6．7
14．4
21．6
10．3
25．7
11．3
7．7
2．3

0690
6．9
12．0
17．3
14．5
14．3
11．8
20．9
2．3
20．9
11．5
21．5
10．5
14．9
7．4
5．6
7．7
13．9
13．0
20．2
13．6
17．8
9．4
9．8
2．3
21．4
7．7
30．4
8．0
19．1
3．8
6．3
3．3
7．6
3．1
67．7
3．8
13．6
0．7
3．4
0．1
4．7
13．2
26．0
17．6
20．2
7．2
10．4
0．7

1，028
7．9
17．1
16．6
10．3
14．4
9．7
20．3
3．7
13．1
9．4
24．6
14．8
17．0
7．1
7．1
6．9
16．3
15．4
18．7
7．7
17．6
8．1
12．0
4．2
14．2
7．4
31．4
11．5
23．1
3．1
7．4
1．9
5．5
4．8
48．4
5．6
31．0
2．0
2．0
0．7
5．8
22．0
25．6
12．3
17．9
7．4
6．5
2．5

学　年　別

１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科

単位：サンプル数以外はパーセント〔調査票q 社会・英語・音楽調査〕

● 資料２　基礎集計表q
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● 資料２　基礎集計表q

質問項目

社
会
で
役
立
つ
教
科

x

受
験
に
役
立
つ
教
科

年
を
と
っ
て
か
ら
も
勉
強

し
た
い
教
科

c

受
　
験
　
を
　
意
　
識
　
し
　
な
　
い
　
な
　
ら

教
　
　
科
　
　
に
　
　
つ
　
　
い
　
　
て

ぜ
ひ
と
も
取
り
た
い
科
目

全　体

9．3
12．5
4．1
4．3
46．0
1．6
2．6
19．6
3．7
2．3
34．2
3．9
54．3
0．7
0．4
0．5
5．9
15．6
5．0
9．3
29．7
22．6
5．6
6．3
1．6
1．5
1．8
1．5
5．6
7．7
1．8
0．8
2．9
3．4
8．1
4．3
4．1
5．0
1．6
8．0
0．7
7．4
5．7
3．0
1．7
6．6
7．2
0．8
0．6
3．1
2．3
1．2

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
10．1
13．7
5．4
5．8
42．8
1．3
3．8
17．1
3．5
3．2
37．4
3．9
50．8
0．4
0．5
0．3
5．6
18．4
6．5
12．5
24．8
20．4
8．0
3．8
1．8
1．3
1．6
0．9
5．4
9．5
2．6
1．0
3．1
4．8
10．3
6．1
4．7
4．9
1．9
10．9
0．6
5．2
3．5
2．5
0．9
6．2
4．3
0．7
0．7
0．9
3．1
0．6

8．2
10．9
2．3
2．3
50．2
2．0
1．1
23．0
4．1
1．2
30．0
4．0
58．8
1．1
0．1
0．7
6．3
11．9
3．2
5．1
35．8
25．5
2．5
9．7
1．4
1．8
2．1
2．3
5．8
5．3
0．7
0．5
2．7
1．5
5．1
1．9
3．3
5．1
1．2
4．4
0．8
10．3
8．6
3．8
2．7
7．0
11．2
1．0
0．4
6．0
1．2
1．9

8．2
18．0
3．6
3．9
46．4
2．5
2．3
15．1
5．5
2．3
48．8
4．7
37．0
1．2
0．1
0．4
6．2
15．8
4．6
10．2
30．0
22．1
5．5
5．6
1．7
1．2
1．5
1．6
4．4
9．3
1．9
0．7
1．9
4．4
7．6
4．4
5．4
7．7
1．6
8．3
0．3
8．0
4．4
1．6
1．5
8．4
7．1
1．0
0．7
2．2
1．3
0．6

10．1
8．8
4．4
4．6
45．6
1．1
2．8
22．6
2．5
2．3
24．6
3．4
65．8
0．4
0．5
0．5
5．7
15．5
5．4
8．7
29．3
22．9
5．7
6．8
1．6
1．8
2．1
1．5
6．4
6．6
1．7
0．9
3．6
2．7
8．2
4．3
3．2
3．6
1．7
7．8
1．0
6．9
6．6
4．0
1．9
5．3
7．2
0．7
0．5
3．7
2．9
1．6

学　年　別

１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．国語表現
３．現代文
４．古典
５．世界史
６．日本史
７．地理
８．現代社会
９．倫理
10．政治経済
11．数学
12．物理
13．化学
14．生物
15．地学
16．体育
17．保健
18．音楽
19．美術
20．工芸
21．書道
22．英語
23．オーラル・コミュニケーション
24．リーディング
25．ライティング
26．家庭一般
27．生活技術
28．生活一般
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質問項目

c

あ
ま
り
取
り
た
く
な
い
科
目

v

b

習
熟
度
別
に
つ
い
て
の
意
見

成
績
評
価
に
つ
い
て

受
　
験
　
を
　
意
　
識
　
し
　
な
　
い
　
な
　
ら

習
熟
度
別

授
業

や
っ
て
い
る
教
科

習
熟
度
別
の
授

業
に
賛
成
か

テ
ス
ト
の

成
績
を
基

本
に
す
る

態
度
・
意
欲

を
加
え
る

全　体

2．8
2．0
2．9
7．8
4．5
1．5
0．4
0．6
4．7
2．9
14．6
10．5
7．4
1．2
1．1
3．7
1．0
2．5
4．3
1．5
4．0
5．4
3．9
1．5
2．7
2．1
0．9
1．6
2．0
98．0
0．3
0．1
1．2
0．3
0．4
0．1
0．4
0．1
9．2
27．1
46．7
9．3
7．7
31．9
52．1
12．7
3．3
9．9
33．4
39．3
17．4

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
3．7
2．0
3．4
11．7
3．4
0．8
0．5
0．1
5．2
2．9
11．3
6．1
5．4
0．8
0．8
2．7
0．6
3．2
5．2
2．3
5．2
6．7
5．3
1．8
3．2
2．9
0．8
2．0
1．8
98．2
0．2
0．0
1．3
0．3
0．2
0．2
0．0
0．1
11．6
24．0
44．0
8．9
11．5
36．2
47．3
11．9
4．6
10．9
30．0
37．7
21．4

1．5
1．9
2．2
2．6
5．9
2．3
0．3
1．4
4．0
2．9
19．2
16．4
10．1
1．6
1．4
5．1
1．5
1．6
3．0
0．5
2．5
3．7
2．1
1．1
2．1
1．0
1．0
1．1
2．2
97．8
0．2
0．1
0．6
0．1
0．5
0．0
0．6
0．0
6．1
30．9
50．4
9．8
2．8
26．1
58．6
13．8
1．5
8．5
37．9
41．5
12．1

3．9
1．9
5．1
8．7
4．9
1．0
0．1
0．9
5．5
3．1
14．3
8．2
6．8
1．2
0．7
2．9
0．7
2．9
4．5
1．5
3．9
4．4
5．5
1．6
2．0
1．5
0．6
1．7
0．4
99．6
0．0
0．0
0．5
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
8．4
25．0
44．2
11．9
10．5
30．1
50．3
16．1
3．5
12．3
37．3
33．9
16．5

2．0
2．1
1．4
7．2
4．1
1．8
0．6
0．5
4．1
2．7
15．0
12．1
7．7
1．2
1．3
4．2
1．2
2．3
4．1
1．6
4．1
6．1
2．8
1．5
3．1
2．5
1．1
1．6
3．0
97．0
0．4
0．1
1．6
0．4
0．7
0．2
0．6
0．1
9．6
28．5
48．5
7．6
5．8
33．0
53．5
10．4
3．1
8．2
30．8
43．0
18．0

学　年　別

１．国語
２．国語表現
３．現代文
４．古典
５．世界史
６．日本史
７．地理
８．現代社会
９．倫理
10．政治経済
11．数学
12．物理
13．化学
14．生物
15．地学
16．体育
17．保健
18．音楽
19．美術
20．工芸
21．書道
22．英語
23．オーラル・コミュニケーション
24．リーディング
25．ライティング
26．家庭一般
27．生活技術
28．生活一般
１．やっている
２．やっていない
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．とても賛成
２．わりと賛成
３．どちらともいえない
４．あまり賛成でない
５．まったく賛成でない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
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質問項目

b

出
席
点
も

加
え
る

レ
ポ
ー
ト
を

出
し
た
ら
加

え
る

無
遅
刻
無
欠

課
の
場
合
評

価
を
上
げ
る

自
主
的
な
レ

ポ
ー
ト
は
評

価
を
上
げ
る

n

教
　
科
　
書
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
の
　
意
　
見

成
　
績
　
評
　
価
　
に
　
つ
　
い
　
て

最
後
ま
で
終
わ

ら
せ
て
ほ
し
い

受
験
勉
強
に
役

立
つ

卒
業
後
も
大
切

に
保
存
し
た
い

資
料
集
や
参

考
書
の
方
が

役
立
つ

教
科
書
は
わ
か

り
や
す
い

ノ
ー
ト
の

取
り
方
も

加
え
る

生
徒
自
身
の

自
己
評
価
を

加
え
る

全　体

22．8
41．9
23．4
11．9
2．7
9．5
37．0
50．8
8．7
18．3
40．0
33．0
28．0
51．4
13．1
7．5
13．3
26．0
34．9
25．8
21．3
43．3
23．9
11．5
28．1
28．6
27．3
11．1
4．9
14．1
39．8
28．9
12．7
4．5
8．9
18．1
28．6
24．1
20．3
13．4
29．1
44．7
10．1
2．7
6．8
26．2
41．1
19．7
6．2

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
23．8
36．6
24．4
15．2
3．4
7．4
34．7
54．5
10．8
17．9
36．2
35．1
25．8
48．0
15．0
11．2
15．6
24．6
30．4
29．4
22．5
39．8
22．9
14．8
30．3
27．7
25．6
9．2
7．2
14．3
37．6
28．3
12．9
6．9
7．8
16．1
27．3
23．9
24．9
16．4
29．2
40．5
10．3
3．6
8．0
26．1
38．9
18．3
8．7

21．5
49．0
22．0
7．5
1．9
12．2
40．0
45．9
5．9
18．9
44．9
30．3
30．9
55．9
10．7
2．5
10．2
27．7
41．1
21．0
19．7
48．1
25．2
7．0
25．2
29．7
29．5
13．8
1．8
13．8
42．9
29．7
12．4
1．2
10．2
20．8
30．3
24．5
14．2
9．3
28．9
50．5
9．8
1．5
5．2
26．2
44．1
21．6
2．9

21．9
37．9
26．7
13．5
3．6
11．5
35．4
49．5
9．3
18．0
39．9
32．8
35．3
49．6
8．9
6．2
13．2
22．5
35．1
29．2
25．9
41．7
21．5
10．9
28．3
28．3
27．5
11．3
4．6
13．9
37．0
31．4
14．5
3．2
10．3
21．1
25．7
23．4
19．5
11．6
29．7
42．6
12．9
3．2
9．0
28．8
39．0
17．5
5．7

23．4
44．5
21．2
10．9
2．1
8．1
38．0
51．8
8．3
18．5
40．0
33．2
23．0
52．7
16．0
8．3
13．4
28．3
34．7
23．6
18．2
44．6
25．4
11．8
28．0
28．7
27．2
11．0
5．1
14．2
41．7
27．2
11．5
5．4
7．9
16．1
30．5
24．6
20．9
14．5
28．7
46．3
8．2
2．3
5．4
24．4
42．4
21．2
6．6

学　年　別

１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
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● 資料２　基礎集計表q
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● 資料２　基礎集計表q

質問項目

n

教
科
書
は
読

ん
で
も
つ
ま

ら
な
い

m
成
　
績

,

希
望
す
る
卒
業
後

の
進
路

希
望
す
る
学
部
・
学
科
・
専

門

.

ど
の
科
目
を
受
け
て
い
る
か

教
科
書
に
つ
い
て
の
意
見

希
望
す
る
卒
業
後
の
進
路

１
年
生
の
と
き

２
年
生
の
と
き

受
験
予
定

教
科
書
の
内
容

は
多
す
ぎ
る

全　体

17．1
26．6
35．6
16．4
4．3
10．5
16．2
44．1
22．2
7．0
6．3
19．8
33．6
21．9
18．4
71．8
20．6
0．8
1．9
0．5
4．4
24．2
13．7
26．0
15．4
5．7
1．8
3．0
5．1
5．1
54．8
0．5
2．7
20．6
1．8
19．6
56．6
17．4
25．9
0．0
0．0
0．1
24．5
30．0
30．5
1．5
3．1
0．1
10．3

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
20．3
25．5
34．2
14．4
5．6
11．6
15．2
42．4
22．5
8．3
7．5
18．9
30．2
21．8
21．6
74．7
18．9
0．0
1．1
0．7
4．6
15．9
18．6
38．6
11．2
4．1
0．0
1．3
4．6
5．7
57．3
0．8
1．1
21．0
1．4
18．4
49．5
19．0
31．4
0．0
0．0
0．1
21．8
29．0
35．6
1．5
3．0
0．2
8．9

12．8
28．1
37．5
19．1
2．5
9．0
17．6
46．4
21．8
5．2
4．6
21．0
38．4
21．9
14．1
68．0
22．8
1．9
2．9
0．3
4．1
35．4
7．3
9．0
21．0
7．8
4．1
5．3
5．9
4．2
51．9
0．0
4．9
19．9
2．2
21．1
65．7
15．3
19．0
0．0
0．0
0．0
27．9
31．1
24．0
1．6
3．2
0．0
12．2

16．4
26．7
36．1
16．2
4．6
10．3
14．5
43．4
24．7
7．1
5．9
20．1
33．9
21．3
18．8
85．3
5．8
0．3
1．0
0．6
7．0
19．4
11．5
23．7
21．8
5．4
0．7
3．8
4．4
9．3
44．9
0．0
0．4
50．3
4．4
0．0
48．6
20．7
30．7
0．0
0．0
0．0
28．1
27．1
33．4
0．7
2．9
0．2
7．6

17．6
26．6
35．2
16．6
4．0
10．6
17．3
44．7
20．5
6．9
6．5
19．6
33．6
22．2
18．1
62．7
30．6
1．2
2．4
0．5
2．6
27．5
15．2
27．5
11．0
5．9
2．4
2．5
5．7
2．3
61．5
0．8
4．3
0．7
0．0
32．7
59．2
16．3
24．4
0．0
0．0
0．1
23．0
31．0
29．4
1．9
3．2
0．1
11．4

学　年　別

１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．どちらともいえない
４．あまりそう思わない
５．まったくそう思わない
１．上の方
２．中の上
３．中
４．中の下
５．下の方
１．４年制大学（国公立）
２．４年制大学（私立）
３．短期大学
４．専修・専門学校
５．就職
６．未定
１．人文・社会系
２．法経系
３．理工系
４．医薬系
５．教員養成系
６．家政系
７．芸術系
８．その他
９．未定
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
７．社会科では受験しない
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質問項目

⁄0

社
会
科
が

好
き
か

⁄1

受
験
を
意

識
し
た
内

容
が
多
い

先
生
だ
け

が
説
明
し

て
い
る

内
容
に
興
味

を
持
て
な
い

教
え
ら
れ

る
こ
と
が

多
す
ぎ
る

社
会
の
動
き
に

関
心
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た

専
門
的
な

知
識
が
得

ら
れ
る

先
生
は
い
ろ

い
ろ
工
夫
し

て
い
る

社
　
会
　
科
　
に
　
つ
　
い
　
て
　
ど
　
う
　
思
　
う
　
か

生
徒
同
士
の
討

論
や
話
し
合
い

の
あ
る
授
業

生
徒
に
よ
る

発
表
や
報
告

の
あ
る
授
業

視
聴
覚
教
材

を
使
っ
た
授

業

暗
記
す
る
こ

と
が
多
い

全　体

14．1
19．4
38．7
19．8
8．0
74．3
22．5
2．4
0．8
12．5
35．5
46．9
5．1
40．9
41．6
15．6
1．9
12．0
22．6
44．4
21．0
30．3
38．9
25．2
5．6
15．2
36．9
34．9
13．0
20．2
43．3
29．7
6．8
11．9
34．6
37．9
15．6
20．4
38．7
28．5
12．4
14．0
34．9
35．5
15．6
37．3
45．5
13．0
4．2

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
17．3
22．8
35．3
16．8
7．8
72．4
22．9
3．5
1．2
12．6
35．3
45．6
6．5
41．7
40．3
15．7
2．3
12．0
20．7
44．4
22．9
30．2
39．0
23．8
7．0
16．5
36．1
33．1
14．3
23．5
40．4
27．5
8．6
12．0
34．8
35．9
17．3
21．7
36．9
27．2
14．2
14．1
34．1
34．6
17．2
33．9
45．5
14．6
6．0

9．8
14．8
43．2
23．9
8．3
76．9
22．0
1．0
0．1
12．4
35．6
48．7
3．3
39．8
43．2
15．6
1．4
11．9
25．1
44．6
18．4
30．4
38．9
27．0
3．7
13．4
38．1
37．3
11．2
15．8
47．0
32．7
4．5
11．6
34．4
40．6
13．4
18．6
41．0
30．3
10．1
13．9
35．9
36．8
13．4
41．8
45．6
10．8
1．8

14．0
18．8
38．7
20．5
8．0
71．3
24．2
3．8
0．7
9．0
26．7
56．5
7．8
45．8
39．4
13．2
1．6
14．5
24．8
39．7
21．0
28．8
38．6
26．2
6．4
22．9
40．9
25．8
10．4
24．8
43．9
25．1
6．2
12．3
36．4
36．8
14．5
24．2
38．4
27．5
9．9
16．4
37．2
34．1
12．3
39．2
43．4
13．5
3．9

14．2
19．7
38．7
19．4
8．0
76．3
21．4
1．5
0．8
14．9
41．4
40．4
3．3
37．5
43．0
17．3
2．2
10．3
21．1
47．6
21．0
31．3
39．1
24．5
5．1
10．0
34．4
41．0
14．6
17．2
42．7
32．9
7．2
11．5
33．4
38．7
16．4
17．8
38．8
29．2
14．2
12．4
33．3
36．5
17．8
36．0
47．0
12．6
4．4

学　年　別

１．とても好き
２．かなり好き
３．やや好き
４．あまり好きでない
５．まったく好きでない
１．とてもそう思う
２．少しそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．少しそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．少しそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．少しそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．少しそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．少しそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．少しそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．少しそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
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● 資料２　基礎集計表q

⁄2

ど
の
よ
う
な
授
業
方
法
が
よ
い
か
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● 資料２　基礎集計表q

質問項目

⁄2

⁄3

社

会

科

の

科

目

の

イ

メ

ー

ジ

一
番
好
き
な
科
目

一
番
嫌
い
な
科
目

受
験
に
一
番
役
立

ち
そ
う
な
科
目

受
験
に
一
番
役
立

ち
そ
う
に
な
い
科

目

全　体

8．7
35．9
42．7
12．7
7．9
28．4
42．8
20．9
13．8
37．5
31．4
17．3
39．4
43．8
12．0
4．8
22．5
48．5
23．6
5．4
41．4
46．5
8．8
3．3
21．0
33．5
24．4
8．3
10．3
2．5
22．3
11．0
13．1
23．7
20．4
9．5
26．3
27．5
31．7
3．4
8．9
2．2
8．8
9．0
6．8
45．2
8．0
22．2

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
8．7
35．3
42．3
13．7
10．2
29．4
39．4
21．0
15．6
35．9
29．8
18．7
37．8
42．3
13．7
6．2
24．8
45．6
22．3
7．3
39．1
45．2
10．7
5．0
17．3
35．5
26．9
7．4
11．2
1．7
21．6
11．9
11．6
28．3
17．1
9．5
21．6
25．6
36．2
4．0
10．5
2．1
10．2
9．8
6．6
46．5
7．4
19．5

8．7
36．7
43．3
11．3
4．8
27．2
47．2
20．8
11．4
39．7
33．6
15．3
41．7
45．7
9．7
2．9
19．4
52．6
25．3
2．7
44．6
48．1
6．2
1．1
26．0
30．7
21．1
9．4
9．2
3．6
23．3
9．7
15．0
17．5
24．8
9．7
32．6
30．0
26．0
2．5
6．6
2．3
6．9
7．8
7．1
43．4
8．9
25．9

6．5
30．1
45．9
17．5
6．5
20．6
43．0
29．9
8．3
30．1
36．7
24．9
44．4
40．9
10．3
4．4
25．5
45．9
24．1
4．5
45．3
42．5
9．3
2．9
13．3
34．5
26．4
6．3
17．5
2．0
23．6
7．5
11．3
27．8
19．8
10．0
27．3
23．4
33．5
3．3
9．5
3．0
9．5
6．1
4．6
52．0
8．9
18．9

10．2
39．8
40．6
9．4
8．8
33．7
42．6
14．9
17．5
42．6
27．8
12．1
36．1
45．7
13．1
5．1
20．5
50．2
23．3
6．0
38．8
49．2
8．4
3．6
26．2
32．8
23．1
9．6
5．5
2．8
21．5
13．3
14．3
21．0
20．7
9．2
25．7
30．2
30．5
3．4
8．5
1．7
8．3
10．8
8．3
40．8
7．4
24．4

学　年　別

１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
１．とてもよい
２．少しよい
３．あまりよくない
４．ぜんぜんよくない
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会

ど
の
よ
う
な
授
業
方
法
が
よ
い
か

講
義
中
心

の
授
業

問
題
演
習
中

心
の
授
業

受
験
対
策
中

心
の
授
業

考
え
さ
せ
ら

れ
る
機
会
の

あ
る
授
業

専
門
的
な
知

識
を
得
ら
れ

る
授
業

教
養
を
高
め

ら
れ
る
授
業
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質問項目

⁄3

将
来
一
番
役
立
ち

そ
う
な
科
目

一
番
教
養
を
高
め

ら
れ
そ
う
な
科
目

一
番
進
度
が
速
そ

う
な
科
目

⁄4

学
校
で
習
う
語
学
（
英
語
）
の
授
業

週
あ
た
り
の
総
授
業

時
間
数

外
国
人
の
先

生
の
授
業
時

間
数
／
月

英
語
の
授
業

が
好
き
か

中
学
時
代

英
語
以

外
に
学

び
た
い

言
語

考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
一
番
多
い

科
目

全　体

4．8
4．2
13．0
7．9
53．3
16．8
7．9
7．5
3．4
35．4
24．0
21．8
10．0
10．5
7．5
22．6
34．1
15．3
41．4
21．1
12．3
6．4
10．5
8．3
6．7
37．1
45．6
4．4
1．6
2．8
0．6
1．2
41．6
37．8
8．8
9．0
2．8
7．1
12．4
37．8
30．7
12．0
26．4
19．4
29．4
17．0
7．8
59．8
40．2

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
4．3
5．1
14．3
9．0
51．9
15．4
7．0
8．5
4．0
37．3
24．7
18．5
7．9
10．9
8．5
24．6
32．5
15．6
37．0
22．1
12．8
8．5
11．5
8．1
7．0
37．0
46．3
4．7
1．7
1．9
0．3
1．1
41．1
38．3
8．6
10．0
2．0
4．6
10．0
35．9
32．7
16．8
19．7
18．8
30．1
19．9
11．5
53．6
46．4

5．5
2．9
11．3
6．3
55．2
18．8
9．2
6．2
2．5
33．1
22．9
26．1
12．8
10．0
6．3
19．9
36．2
14．8
47．3
19．8
11．6
3．6
9．2
8．5
6．2
37．2
44．6
4．0
1．5
4．0
1．1
1．4
42．1
37．2
9．2
7．7
3．8
10．4
15．7
40．3
27．9
5．7
35．3
20．2
28．5
13．3
2．7
68．1
31．9

3．7
3．4
11．3
8．0
55．9
17．7
5．1
6．3
1．8
38．8
34．1
13．9
8．1
10．4
6．1
25．5
37．9
12．0
48．9
18．4
10．4
5．6
9．6
7．1
5．0
27．1
64．0
1．3
0．1
1．3
0．0
1．2
11．5
44．8
19．6
22．0
2．1
8．7
14．0
40．0
26．2
11．1
27．9
18．8
28．5
16．7
8．1
56．5
43．5

5．6
4．7
14．2
7．7
51．5
16．3
9．8
8．4
4．4
33．2
17．1
27．1
11．3
10．6
8．5
20．7
31．5
17．4
36．4
22．9
13．5
6．9
11．2
9．1
7．8
43．8
33．3
6．5
2．7
3．7
1．0
1．2
61．4
33．2
1．7
0．4
3．3
6．0
11．4
36．3
33．8
12．5
25．4
19．8
30．0
17．3
7．5
62．0
38．0

学　年　別

１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．世界史
２．日本史
３．地理
４．倫理
５．政治経済
６．現代社会
１．４時間以下
２．５時間
３．６時間
４．７時間
５．８時間
６．９時間
７．10時間
８．11時間以上
１．教わらない
２．１～２時間
３．３～４時間
４．５～６時間
５．７時間以上
１．とても好き
２．かなり好き
３．やや好き
４．あまり好きでない
５．まったく好きでない
１．とても好き
２．かなり好き
３．やや好き
４．あまり好きでない
５．まったく好きでない
１．ある
２．ない
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● 資料２　基礎集計表q

社

会

科

の

科

目

の

イ

メ

ー

ジ
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● 資料２　基礎集計表q

質問項目

⁄5

授
業
の
進
度

を
ゆ
っ
く
り

進
め
る

教
え
る
内
容

を
少
な
く
す

る

教
科
書
の
英

文
は
先
生
が

必
ず
訳
す

単
語
テ
ス
ト

や
小
テ
ス
ト

を
こ
ま
め
に
英
文
法
を
も

っ
と
や
る

入
試
に
役
立

つ
受
験
的
な

授
業

ゲ
ー
ム
や
英

会
話
を
取
り

入
れ
る

外
国
人
講
師

に
よ
る
授
業
ビ
デ
オ
や
Ｌ
Ｌ

を
使
っ
た
授
業
パ
ソ
コ
ン
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
授
業

⁄6

ふ
だ
ん
の
英
語
の
学
習

英
　
語
　
の
　
授
　
業
　
に
　
望
　
む
　
こ
　
と

授
業
中
の

ノ
ー
ト

授
業
の
復
習

全　体

21．1
44．8
27．9
6．2
13．8
23．5
49．1
13．6
28．7
34．6
26．5
10．2
14．5
35．1
35．6
14．8
28．9
42．9
20．5
7．7
30．0
43．4
19．1
7．5
20．5
31．3
29．8
18．4
24．8
35．7
25．9
13．6
20．5
33．8
30．8
14．9
32．7
31．6
22．1
13．6
41．3
32．8
15．9
10．0
4．4
24．7
47．9
23．0

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
23．0
43．1
27．4
6．5
17．0
24．1
45．5
13．4
32．1
32．9
24．5
10．5
14．4
33．0
35．8
16．8
28．8
42．9
18．5
9．8
32．4
40．6
17．4
9．6
17．6
28．3
30．7
23．4
18．0
32．3
31．1
18．6
16．1
29．4
34．2
20．3
30．7
29．3
23．2
16．8
30．8
33．5
20．9
14．8
3．8
21．7
47．4
27．1

18．5
47．1
28．6
5．8
9．5
22．6
53．8
14．1
24．1
37．0
29．2
9．7
14．6
37．9
35．3
12．2
29．0
43．0
23．1
4．9
26．7
47．1
21．4
4．8
24．4
35．2
28．6
11．8
34．0
40．0
19．0
7．0
26．4
39．8
26．1
7．7
35．3
34．8
20．6
9．3
55．3
31．9
9．1
3．7
5．2
28．6
48．6
17．6

24．3
45．2
25．3
5．2
14．1
22．9
49．8
13．2
27．2
30．7
30．2
11．9
13．2
30．5
38．2
18．1
22．9
38．7
28．0
10．4
19．0
42．0
28．1
10．9
23．0
34．3
28．0
14．7
27．0
35．5
25．7
11．8
20．1
35．5
30．6
13．8
35．1
33．0
20．3
11．6
48．3
29．9
13．0
8．8
4．6
28．4
46．7
20．3

18．9
44．5
29．8
6．8
13．6
23．9
48．6
13．9
29．7
37．3
24．0
9．0
15．3
38．2
33．9
12．6
32．9
45．8
15．4
5．9
37．4
44．2
13．1
5．3
18．8
29．2
31．0
21．0
23．4
35．6
26．2
14．8
20．7
32．7
30．9
15．7
31．2
30．6
23．2
15．0
36．5
34．8
17．8
10．9
4．2
22．2
48．7
24．9

学　年　別

１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．とても望む
２．まあ望む
３．あまり望まない
４．ぜんぜん望まない
１．必ずとる
２．まあとる
３．あまりとらない
４．ぜんぜんとらない
１．必ずやる
２．まあやる
３．あまりやらない
４．ぜんぜんやらない
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質問項目

⁄6

⁄7

予
習
に
か
け
る
時
間

⁄8

英
語
は
得
意

な
人
が
勉
強

す
れ
ば
よ
い

大
学
入
試
で
は

辞
書
を
持
ち
込

ん
で
も
よ
い

教
科
書
ガ
イ

ド
は
あ
っ
た

方
が
よ
い

英
語
は
大
学
受

験
の
必
須
科
目

に
し
な
い

学
校
だ
け
で
は

話
せ
る
よ
う
に

な
ら
な
い

授
業
よ
り
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
方

が
力
が
つ
く

「
習
熟
度
別
」

の
ク
ラ
ス
の
方

が
力
が
つ
く

少
人
数
ク
ラ

ス
に
す
る

ア
ジ
ア
近
隣

諸
国
の
言
葉

も
学
校
で

英
検
な
ど
の

資
格
は
成
績

評
価
に
す
る

ふ
だ
ん
の
英
語
の

学
習

英
　
語
　
に
　
関
　
す
　
る
　
意
　
見

テ
レ
ビ

や
ラ
ジ

オ
な
ど

の
語
学

番
組

全　体

16．8
21．4
38．3
17．3
4．7
1．5
5．2
21．1
73．7
7．6
12．0
56．6
23．8
40．4
28．0
21．7
9．9
22．2
29．2
35．6
13．0
19．7
19．6
38．9
21．8
69．6
23．4
6．0
1．0
59．3
26．2
12．1
2．4
16．0
27．8
42．6
13．6
26．4
27．4
35．0
11．2
20．9
21．9
36．1
21．1
7．8
15．3
44．5
32．4

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
21．9
24．5
35．8
13．3
3．0
1．5
4．8
14．7
80．5
10．4
13．9
50．4
25．3
44．6
22．1
21．6
11．7
26．4
30．5
30．2
12．9
25．6
20．1
34．3
20．0
68．8
22．8
6．7
1．7
56．9
25．3
14．4
3．4
17．8
27．3
37．4
17．5
23．8
25．4
35．8
15．0
16．2
19．8
37．2
26．8
8．6
16．2
39．6
35．6

9．9
17．3
41．7
22．6
7．1
1．4
5．7
29．7
64．6
4．0
9．5
64．9
21．6
34．7
36．0
21．8
7．5
16．5
27．3
42．8
13．4
11．9
18．9
45．0
24．2
70．6
24．2
4．9
0．3
62．4
27．4
9．1
1．1
13．7
28．5
49．5
8．3
29．9
30．0
33．8
6．3
27．1
24．8
34．7
13．4
6．8
13．2
51．3
28．7

12．5
15．4
38．6
25．0
7．2
1．3
5．4
19．7
74．9
7．0
11．2
54．3
27．5
38．8
27．2
22．2
11．8
17．7
25．8
38．0
18．5
19．7
17．1
38．3
24．9
65．1
26．7
7．0
1．2
54．9
28．0
14．6
2．5
14．2
23．2
45．2
17．4
23．5
25．9
35．9
14．7
19．7
19．6
35．7
25．0
7．6
14．0
43．7
34．7

19．7
25．5
38．1
12．1
3．1
1．5
5．1
22．0
72．9
8．1
12．6
58．0
21．3
41．5
28．6
21．4
8．5
25．2
31．4
34．0
9．4
19．7
21．3
39．3
19．7
72．6
21．2
5．2
1．0
62．2
25．0
10．5
2．3
17．2
30．9
40．8
11．1
28．3
28．4
34．3
9．0
21．7
23．5
36．4
18．4
8．0
16．1
45．1
30．8

学　年　別

１．やらない
２．30分以下
３．30分～１時間
４．１時間～１時間30分
５．１時間30分～２時間
６．２時間以上
１．いつも視聴している
２．ときどき視聴している
３．視聴していない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
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● 資料２　基礎集計表q

質問項目

⁄9

小
学
校
高
学

年
く
ら
い
か

ら
始
め
る

¤0

¤2

¤3

¤1

音
楽
を
選
択
し
た
理
由

週
あ
た
り
の

授
業
時
間
数

外
国
へ
行
っ
た
経
験

小
学
校
か
ら
の
英
語
の
勉
強
に
つ
い
て

幼
稚
園
く
ら

い
か
ら
始
め

る

英
語
嫌
い
を

多
く
す
る
だ

け
だ

日
本
語
を
し

っ
か
り
や
る

方
が
重
要
だ

受
験
英
語
を

あ
お
る
だ
け

だ

外
国
へ
行
っ
た

こ
と
が
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か

ど
の
く
ら
い
の
期
間

滞
在
し
た
か

音
楽
の

授
業
の

履
修

全　体

17．4
31．4
35．4
15．8
31．0
22．1
25．1
21．8
17．8
19．6
47．1
15．5
32．1
31．8
29．7
6．4
34．6
31．1
27．0
7．3
78．1
13．6
4．4
1．6
2．3
35．4
41．1
10．6
2．6
1．3
1．9
7．1
1．3
31．9
66．8
63．3
29．0
3．2
25．4
8．3
10．8
37．4
1．8
6．7
16．8
80．7
1．8
0．7

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
18．9
27．0
33．3
20．8
34．1
20．5
21．5
23．9
22．9
20．3
41．8
15．0
36．0
30．2
26．6
7．2
40．5
28．1
22．6
8．8
81．9
10．6
3．6
1．3
2．6
39．4
37．2
7．3
2．2
1．7
3．3
8．9
1．1
29．5
69．4
52．4
24．1
3．7
27．9
11．9
10．9
42．9
2．7
6．1
17．2
80．4
1．4
1．0

15．4
37．2
38．3
9．1
26．9
24．1
30．0
19．0
11．1
18．6
54．2
16．1
26．9
33．8
33．8
5．5
26．7
35．1
32．9
5．3
72．7
17．7
5．5
2．1
2．0
31．8
44．4
13．7
3．0
1．0
0．5
5．6
1．5
35．2
63．3
75．6
34．4
2．7
22．5
4．2
10．7
31．3
0．8
7．3
16．2
81．1
2．3
0．4

17．0
30．5
33．6
18．9
27．4
19．7
25．1
27．8
20．3
20．8
44．0
14．9
35．2
29．6
26．2
9．0
36．7
29．5
26．2
7．6
76．7
13．5
4．8
1．9
3．1
48．8
30．6
5．6
2．5
3．1
2．5
6．9
0．7
35．8
63．5
67．2
24．5
5．4
24．9
9．1
8．3
40．7
0．0
7．1
5．9
88．6
3．8
1．7

17．7
32．0
36．5
13．8
33．5
23．6
25．1
17．8
16．1
18．8
49．3
15．8
30．0
33．2
32．1
4．7
33．2
32．2
27．6
7．0
78．8
13．7
4．1
1．5
1．9
25．7
48．6
14．2
2．8
0．0
1．4
7．3
1．7
29．4
68．9
60．3
32．4
1．6
25．7
7．6
12．7
34．9
3．2
6．3
25．0
74．7
0．3
0．0

学　年　別

１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．かなりそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．行ったことがない
２．１回
３．２回
４．３回
５．４回以上
１．１週間以内
２．１～２週間
３．１か月以内
４．１か月～半年
５．半年～１年
６．１年～２年
７．２年以上
１．必修科目で履修している
２．選択科目で履修している
３．履修していない
１．音楽が好きだから
２．授業が楽しそうだから
３．友だちと一緒に履修
４．授業が楽そうだから
５．試験がなさそうだから
６．持ち物が少なそうだから
７．他の選択科目が嫌いだから
８．他の選択科目がとれなかったから
９．その他
１．１時間
２．２時間
３．３時間
４．４時間
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質問項目

¤4

一
番
よ
く
扱
っ
た

活
動

¤5

一
番
よ
く
扱
っ
た
ジ
ャ
ン
ル

二
番
目
に
よ
く
扱
っ
た
ジ
ャ
ン
ル

よ
く
扱
っ
て
い
た
活
動

よ

く

扱

っ

て

い

た

ジ

ャ

ン

ル

二
番
目
に
よ
く

扱
っ
た
活
動

全　体

50．8
19．8
22．0
0．2
6．3
0．9
21．8
36．6
27．1
1．3
12．7
0．5
69．1
10．6
0．5
5．8
0．4
1．1
2．5
0．4
0．4
3．6
0．0
0．0
0．4
0．0
0．0
3．8
1．4
16．1
20．2
4．0
13．2
0．8
3．6
6．1
0．2
1．3
13．4
1．9
0．0
0．0
0．2
1．0
15．1
2．9

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
49．9
20．0
21．0
0．3
7．1
1．7
23．3
39．2
24．3
1．4
10．8
1．0
67．8
10．6
0．7
6．5
0．7
0．7
2．7
0．7
0．3
4．1
0．0
0．0
0．7
0．0
0．0
3．1
1．4
17．7
22．6
4．3
14．1
0．7
3．6
5．1
0．4
2．2
11．9
1．1
0．0
0．0
0．4
1．8
11．6
2．5

52．1
19．6
23．0
0．0
5．3
0．0
20．1
33．7
30．3
1．1
14．8
0．0
70．8
10．6
0．4
4．9
0．0
1．5
2．3
0．0
0．4
3．0
0．0
0．0
0．0
0．0
0．0
4．6
1．5
14．3
17．1
3．7
12．2
0．8
3．7
7．3
0．0
0．4
15．1
2．9
0．0
0．0
0．0
0．0
19．2
3．3

45．3
36．6
16．9
0．0
0．8
0．4
39．5
48．6
9．1
1．6
0．8
0．4
67．5
13．8
0．0
2．1
0．0
2．1
4．6
0．4
0．0
3．3
0．0
0．0
0．4
0．0
0．0
5．0
0．8
16．1
25．1
2．7
2．2
1．3
5．4
7．1
0．0
1．8
24．1
0．4
0．0
0．0
0．0
0．0
11．6
2．2

55．2
6．9
25．9
0．3
10．4
1．3
8．2
27．4
41．1
0．9
21．8
0．6
70．7
8．3
0．9
8．6
0．6
0．3
0．9
0．3
0．6
3．8
0．0
0．0
0．3
0．0
0．0
2．8
1．9
16．1
16．4
5．0
21．6
0．3
2．3
5．4
0．3
1．0
5．4
3．0
0．0
0．0
0．3
1．7
17．8
3．4

学　年　別

１．歌唱
２．器楽
３．鑑賞
４．創作
５．音楽理論や音楽史
６．その他
１．歌唱
２．器楽
３．鑑賞
４．創作
５．音楽理論や音楽史
６．その他
１．クラシック
２．現代音楽
３．日本の伝統音楽
４．民族音楽
５．日本のロック
６．日本のフォーク
７．日本の歌謡曲
８．日本の演歌
９．外国のロック
10．外国のポップス
11．ジャズ
12．フュージョン
13．ヘビーメタル
14．パンク
15．ダンスミュージック
16．主題歌
17．その他
１．クラシック
２．現代音楽
３．日本の伝統音楽
４．民族音楽
５．日本のロック
６．日本のフォーク
７．日本の歌謡曲
８．日本の演歌
９．外国のロック
10．外国のポップス
11．ジャズ
12．フュージョン
13．ヘビーメタル
14．パンク
15．ダンスミュージック
16．主題歌
17．その他
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● 資料２　基礎集計表q

質問項目

¤5

三
番
目
に
よ
く
扱
っ
た
ジ
ャ
ン
ル

¤6

発
言
し
た

り
質
問
し

た
り
す
る

授
業
の
内
容

が
難
し
い
と

感
じ
る

授
業
の
内
容

が
簡
単
だ
と

感
じ
る

授
業
以
外
の
こ

と
に
関
心
が
向

い
て
い
る

ボ
ー
っ
と
他
の

こ
と
を
考
え
て

い
る

楽
し
く
歌
っ
た

り
演
奏
し
た
り

す
る

居
眠
り
を

す
る

内
職
を
す
る

音

楽

の

授

業

を

受

け

て

い

る

と

き

の

様

子

全　体

8．4
15．4
16．8
11．3
0．2
3．9
6．2
0．0
1．2
10．5
3．1
0．4
0．4
0．6
3．5
14．2
3．9
1．1
3．6
12．5
82．8
14．8
17．5
28．0
39．7
10．6
23．1
40．0
26．3
13．7
28．5
19．8
38．0
19．6
30．2
27．4
22．8
16．8
24．1
25．3
33．8
28．9
36．7
19．9
14．5
20．6
30．6
21．5
27．3

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
7．6
13．4
15．2
11．5
0．4
4．2
6．1
0．0
2．3
11．5
3．8
0．4
0．4
1．1
3．4
13．0
5．7
2．0
4．4
12．5
81．1
21．0
22．7
25．1
31．2
8．5
19．7
38．6
33．2
18．3
27．1
16．3
38．3
23．0
27．3
26．7
23．0
18．7
19．7
25．2
36．4
33．6
30．8
20．2
15．4
14．3
29．4
24．2
32．1

9．3
17．8
18．7
11．1
0．0
3．6
6．2
0．0
0．0
9．3
2．2
0．4
0．4
0．0
3．6
15．6
1．8
0．0
2．6
12．4
85．0
7．9
11．7
31．2
49．2
12．9
27．0
41．5
18．6
8．6
30．1
23．7
37．6
15．8
33．4
28．2
22．6
14．6
28．8
25．5
31．1
23．7
43．3
19．5
13．5
27．7
31．7
18．6
22．0

8．9
17．8
9．9
6．4
0．5
5．9
9．4
0．0
3．0
14．4
0．0
0．5
0．5
1．0
3．0
16．8
2．0
0．4
4．9
11．9
82．8
16．9
18．1
23．0
42．0
12．0
24．4
34．3
29．3
11．5
23．0
20．2
45．3
25．5
35．0
24．7
14．8
19．3
30．1
23．9
26．7
31．0
37．2
19．7
12．1
22．7
34．3
28．1
14．9

8．1
13．6
21．7
14．6
0．0
2．5
3．9
0．0
0．0
7．7
5．3
0．4
0．4
0．4
3．9
12．2
5．3
1．6
2．5
12．9
83．0
13．2
17．0
31．8
38．0
9．5
22．2
44．2
24．1
15．4
32．7
19．5
32．4
15．0
26．6
29．6
28．8
14．8
19．5
26．4
39．3
27．3
36．3
20．1
16．3
19．0
27．6
16．5
36．9

学　年　別

１．クラシック
２．現代音楽
３．日本の伝統音楽
４．民族音楽
５．日本のロック
６．日本のフォーク
７．日本の歌謡曲
８．日本の演歌
９．外国のロック
10．外国のポップス
11．ジャズ
12．フュージョン
13．ヘビーメタル
14．パンク
15．ダンスミュージック
16．主題歌
17．その他
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない

よ
く
扱
っ
て
い
た
ジ
ャ
ン
ル
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質問項目

¤6

歌
や
演
奏
に

参
加
し
な
い
や
ろ
う
と
思
う

が
技
術
が
つ
い

て
い
か
な
い

¤7

一
番
中
心
に
し
て

ほ
し
い
活
動

二
番
目
に
中
心
に

し
て
ほ
し
い
活
動

¤8

扱
っ
て
ほ
し
い
ジ
ャ
ン
ル

音
楽
の
授
業
を
受
け
て

い
る
と
き
の
様
子

中
心
に
し
て
ほ
し
い
活
動

一
番
扱
っ
て
ほ
し
い
ジ
ャ
ン
ル

全　体

3．1
8．9
28．1
59．9
17．5
23．7
27．5
31．3
39．2
27．4
24．7
5．2
2．1
1．4
23．7
30．3
27．1
9．0
9．2
0．7
25．8
8．8
1．6
2．1
5．0
13．6
5．2
0．5
4．1
9．8
3．8
0．4
1．1
1．8
2．5
13．2
0．7

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
4．8
10．7
33．4
51．1
24．7
27．5
23．7
24．1
31．8
23．3
32．7
8．1
2．7
1．4
20．1
30．1
25．3
12．6
11．9
0．0
23．7
8．1
1．0
2．4
7．1
16．2
5．7
0．7
7．1
7．4
3．4
0．7
1．7
2．7
2．4
9．4
0．3

1．1
6．9
22．2
69．8
9．5
19．5
31．7
39．3
47．6
31．8
15．7
1．9
1．5
1．5
27．7
30．6
29．2
4．9
6．1
1．5
28．0
9．5
2．3
1．9
2．7
10．6
4．6
0．4
0．8
12．5
4．2
0．0
0．4
0．8
2．7
17．5
1．1

2．1
9．9
29．3
58．7
19．5
25．3
27．4
27．8
34．7
26．4
28．1
5．8
2．5
2．5
23．0
28．0
29．3
8．4
10．0
1．3
25．0
8．3
2．1
1．7
5．4
17．0
5．0
0．4
4．1
12．0
2．9
0．4
1．2
1．2
1．7
10．4
1．2

3．9
8．1
27．2
60．8
16．0
22．4
27．6
34．0
42．7
28．0
22．1
4．7
1．9
0．6
24．2
32．1
25．5
9．4
8．5
0．3
26．6
9．1
1．3
2．5
4．7
11．0
5．3
0．6
4．1
8．2
4．4
0．3
0．9
2．2
3．1
15．4
0．3

学　年　別

１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．よくある
２．ときどきある
３．あまりない
４．ほとんどない
１．歌唱
２．器楽
３．鑑賞
４．創作
５．音楽理論や音楽史
６．その他
１．歌唱
２．器楽
３．鑑賞
４．創作
５．音楽理論や音楽史
６．その他
１．クラシック
２．現代音楽
３．日本の伝統音楽
４．民族音楽
５．日本のロック
６．日本のフォーク
７．日本の歌謡曲
８．日本の演歌
９．外国のロック
10．外国のポップス
11．ジャズ
12．フュージョン
13．ヘビーメタル
14．パンク
15．ダンスミュージック
16．主題歌
17．その他
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● 資料２　基礎集計表q

質問項目

¤8

二
番
目
に
扱
っ
て
ほ
し
い
ジ
ャ
ン
ル

三
番
目
に
扱
っ
て
ほ
し
い
ジ
ャ
ン
ル

¤9

音
楽
の
授
業
の
感
想

楽
し
い

退
屈
だ

安
ら
げ
る

（
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
）

難
し
い

全　体

11．5
11．7
4．7
4．3
5．4
9．2
5．9
0．4
5．0
14．8
5．4
0．4
2．2
2．0
2．9
13．7
0．5
12．2
10．0
5．5
6．4
4．0
5．5
4．7
0．7
4．4
12．2
5．3
0．9
1．1
2．6
7．1
16．7
0．7
14．6
29．8
29．5
26．1
30．9
32．5
24．6
12．0
22．5
34．8
28．9
13．8
12．9
19．9
34．3
32．9

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
8．8
12．5
3．7
3．4
8．1
10．5
6．1
0．7
7．1
13．0
5．4
0．7
3．4
3．4
2．7
9．5
1．0
12．1
9．3
6．6
5．9
5．9
5．2
4．5
1．0
7．6
9．3
5．2
1．0
2．1
2．8
7．9
12．9
0．7
13．7
28．7
31．3
26．3
34．1
31．1
23．9
10．9
24．9
30．7
28．7
15．7
18．4
24．2
32．5
24．9

14．6
10．8
5．8
5．4
2．3
7．7
5．8
0．0
2．7
16．9
5．4
0．0
0．8
0．4
3．1
18．3
0．0
12．4
10．8
4．2
6．9
1．9
5．8
5．0
0．4
0．8
15．4
5．4
0．8
0．0
2．3
6．2
20．9
0．8
15．7
31．2
27．3
25．8
27．3
34．1
25．5
13．1
19．9
39．3
29．2
11．6
6．8
15．0
36．5
41．7

7．5
9．2
3．8
3．3
5．9
11．7
6．3
0．8
5．4
17．3
5．9
0．4
2．5
2．1
3．3
13．8
0．8
13．9
8．4
5．5
4．6
5．1
5．5
5．9
0．8
4．2
11．0
3．8
0．8
0．8
3．8
6．8
18．7
0．4
12．8
33．5
31．0
22．7
26．9
35．1
26．0
12．0
27．3
29．4
29．3
14．0
13．2
19．4
28．1
39．3

14．5
13．6
5．4
5．1
5．1
7．3
5．7
0．0
4．7
13．0
5．1
0．3
1．9
1．9
2．5
13．6
0．3
10．9
11．2
5．4
7．7
3．2
5．4
3．8
0．6
4．5
13．1
6．4
1．0
1．3
1．6
7．4
15．5
1．0
16．0
27．0
28．3
28．7
34．0
30．5
23．6
11．9
18．9
39．0
28．6
13．5
12．6
20．2
39．1
28．1

学　年　別

１．クラシック
２．現代音楽
３．日本の伝統音楽
４．民族音楽
５．日本のロック
６．日本のフォーク
７．日本の歌謡曲
８．日本の演歌
９．外国のロック
10．外国のポップス
11．ジャズ
12．フュージョン
13．ヘビーメタル
14．パンク
15．ダンスミュージック
16．主題歌
17．その他
１．クラシック
２．現代音楽
３．日本の伝統音楽
４．民族音楽
５．日本のロック
６．日本のフォーク
７．日本の歌謡曲
８．日本の演歌
９．外国のロック
10．外国のポップス
11．ジャズ
12．フュージョン
13．ヘビーメタル
14．パンク
15．ダンスミュージック
16．主題歌
17．その他
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない

扱

っ

て

ほ

し

い

ジ

ャ

ン

ル
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質問項目

‹0

楽
譜
が
読
め

る
よ
う
に
な

る

音
　
楽
　
を
　
学
　
校
　
で
　
勉
　
強
　
す
　
る
　
意
　
味

歌
が
う
ま
く

な
る

た
く
さ
ん
の
ジ

ャ
ン
ル
を
知
る

こ
と
が
で
き
る

楽
器
が
演
奏

で
き
る
よ
う

に
な
る

友
だ
ち
と
の

連
帯
感
が
強

ま
る

教
養
が
身
に

つ
き
人
間
の

幅
が
広
が
る

進
学
に

役
立
つ

仕
事
に
活
か

せ
る

日
本
の
伝
統

文
化
の
理
解

に
役
立
つ

外
国
文
化
に

触
れ
る
こ
と

が
で
き
る

外
国
人
や
外

国
文
化
の
理

解
に
役
立
つ

日
本
の
伝
統
文

化
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る

全　体

11．7
31．2
32．8
24．3
9．8
29．3
36．9
24．0
27．1
42．1
20．9
9．9
13．8
33．2
31．2
21．8
12．5
36．3
32．7
18．5
12．6
33．5
39．1
14．8
2．3
2．5
36．6
58．6
3．9
10．5
39．3
46．3
5．0
26．9
40．5
27．6
4．4
21．5
44．2
29．9
8．9
38．2
31．9
21．0
6．8
29．5
40．0
23．7

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
11．8
28．7
32．8
26．7
10．8
28．7
34．5
26．0
23．0
39．8
23．3
13．9
13．5
30．4
28．7
27．4
9．5
34．1
34．4
22．0
13．2
32．4
35．8
18．6
2．0
2．4
33．3
62．3
4．1
8．4
37．5
50．0
4．1
20．3
43．5
32．1
4．4
15．9
46．3
33．4
7．4
33．4
32．8
26．4
6．1
26．0
40．9
27．0

11．6
34．0
32．8
21．6
8．6
30．0
39．7
21．7
31．7
44．4
18．3
5．6
14．2
36．1
34．0
15．7
15．8
38．7
30．8
14．7
12．0
34．6
42．9
10．5
2．6
2．6
40．2
54．6
3．8
12．8
41．4
42．0
6．0
34．3
37．1
22．6
4．5
27．8
41．8
25．9
10．5
43．7
30．8
15．0
7．5
33．5
39．1
19．9

14．3
31．1
37．4
17．2
11．1
27．6
44．4
16．9
24．2
39．3
25．4
11．1
19．3
40．9
27．5
12．3
14．4
36．6
36．2
12．8
15．2
30．0
39．2
15．6
2．1
2．9
39．4
55．6
5．3
12．3
41．7
40．7
3．7
19．8
44．8
31．7
2．9
16．0
45．3
35．8
7．4
32．5
36．2
23．9
5．3
25．1
43．3
26．3

9．7
31．3
29．4
29．6
8．8
30．6
31．2
29．4
29．4
44．0
17．5
9．1
9．7
27．2
34．0
29．1
11．0
36．0
30．1
22．9
10．7
36．1
39．1
14．1
2．5
2．2
34．5
60．8
2．8
9．1
37．6
50．5
6．0
32．4
37．1
24．5
5．6
25．7
43．3
25．4
10．0
42．7
28．5
18．8
7．8
32．9
37．7
21．6

学　年　別

１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
１．とてもそう思う
２．ややそう思う
３．あまりそう思わない
４．まったくそう思わない
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● 資料２　基礎集計表q

質問項目

‹1

学
校
の
授
業
以
外
で
音

楽
を
習
っ
た
り
や
っ
た

り
し
た
こ
と

習
っ
た
り
や
っ
た
り
す
る
楽
器

‹2

ふ
だ
ん
よ
く
Ｃ
Ｄ
を
聴
い
た
り
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
す
る
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル

学

校

の

授

業

以

外

で

の

音

楽

活

動

ど
こ
で
習
っ
た
り

や
っ
た
り
す
る
か

全　体

9．3
25．6
8．0
6．2
2．8
10．9
37．2
54．6
38．0
26．2
3．3
11．6
6．6
16．2
71．6
18．1
3．8
2．2
5．3
23．0
7．0
2．2
4．5
27．5
21．4
2．4
3．1
41．3
37．7
26．1
2．5
22．7
33．4
6．1
2．1
4．6
7．4
9．9
36．5
6．2

男　子 女　子
性　　別

１　年 ２　年
4．0
15．9
9．2
6．6
1．1
6．1
57．1
39．1
30．2
18．8
2．0
21．6
9．9
32．1
52．3
15．6
5．1
1．7
10．2
15．3
5．8
2．2
6．1
22．4
20．7
3．6
4．0
50．8
38．1
20．8
3．6
28．2
29．6
7．1
3．2
7．3
10．2
11．2
32．0
8．8

16．5
38．6
6．4
5．6
5．2
17．3
10．4
64．5
42．9
31．0
4．1
5．2
4．5
5．6
84．4
19．8
2．9
2．6
2．1
28．1
7．7
2．3
3．5
34．1
22．3
0．9
1．9
29．0
37．1
33．0
1．0
15．5
38．2
4．7
0．6
1．0
3．7
8．3
42．2
2．7

11．8
24．7
7．5
6．9
3．5
12．6
33．0
53．5
37．3
27．0
3．7
11．3
6．7
15．9
74．0
16．2
5．7
3．2
5．7
24．6
6．8
1．8
3．9
28．1
20．9
3．1
4．2
40．8
38．9
21．6
2．8
23．4
35．0
5．6
1．3
4．2
7．5
8．9
42．0
7．0

7．6
26．2
8．4
5．7
2．4
9．8
39．9
55．5
38．5
25．6
2．9
11．8
6．6
16．3
69．9
19．5
2．4
1．5
5．1
21．9
7．1
2．5
5．1
27．1
21．6
2．0
2．3
41．7
36．8
29．1
2．3
22．2
32．3
6．3
2．6
4．8
7．3
10．6
32．8
5．6

学　年　別

１．現在習っている
２．以前習っていた
３．現在やっている
４．以前やっていた
５．現在習ったりやったり
６．以前習ったりやったり
７．経験がない
１．個人レッスン
２．音楽教室
３．学校の課外活動
４．地域の活動
５．友だち同士
６．その他
１．バンド系の楽器
２．ピアノ
３．ピアノ以外の鍵盤楽器
４．バイオリン
５．バイオリン以外の弦楽器
６．クラシックギター
７．管楽器
８．打楽器
９．邦楽器
10．その他
１．クラシック
２．現代音楽
３．日本の伝統音楽
４．民族音楽
５．日本のロック
６．日本のフォーク
７．日本の歌謡曲
８．日本の演歌
９．外国のロック
10．外国のポップス
11．ジャズ
12．フュージョン
13．ヘビーメタル
14．パンク
15．ダンスミュージック
16．主題歌
17．その他
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● 資料２　基礎集計表w

サンプル数z

１．一番好きな教科

x

２．一番嫌いな教科

３．一番得意な教科

教

　

　

科

　

　

イ

　

　

メ

　

　

ー

　

　

ジ

４．一番苦手な教科

５．成績がよいと一番
うれしい教科

６．授業中、一番リラ
ックスできる授業

全　体

618
11．6
10．5
9．6
7．9
8．8
17．7
26．6
7．3
11．8
16．1
27．7
8．7
22．0
4．4
6．6
2．7
16．6
10．1
16．8
7．5
12．3
14．6
16．3
5．8
7．8
12．7
26．8
11．7
28．4
4．0
6．8
1．8
6．0
5．3
39．6
7．7
30．2
3．7
6．7
0．8
11．2
8．0
4．9
2．2
3．4
25．3
12．9
32．1

男　子 女　子
性　　別

347
12．0
13．8
10．2
8．7
6．9
10．5
31．6
6．3
12．3
13．5
27．7
9．6
25．8
4．8
3．0
3．3
14．6
15．2
17．6
7．6
11．9
9．1
19．1
4．9
8．4
9．0
25．7
11．9
33．3
5．4
3．6
2．7
6．0
6．0
27．8
8．1
39．2
4．2
7．5
1．2
13．0
8．8
6．3
0．6
2．7
23．3
14．5
30．8

271
11．2
6．2
8．9
6．9
11．2
27．0
20．1
8．5
11．1
19．5
27．8
7．6
17．2
3．8
11．1
1．9
19．2
3．5
15．7
7．5
12．9
21．6
12．5
7．1
7．2
17．4
28．2
11．3
21．9
2．3
10．9
0．8
6．0
4．5
54．3
7．2
18．9
3．0
5．7
0．4
9．0
7．1
3．0
4．1
4．1
27．8
10．9
34．0

１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科

単位：サンプル数以外はパーセント〔調査票w 家庭科調査〕

質問項目
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７．勉強していて一番
楽しい教科

x

c

v

８．社会に出てから
一番役に立つ教科

９．大学受験に一番
役に立つ教科

教

　

科

　

イ

　

メ

　

ー

　

ジ

履
修
の
し
か
た

授
業
内
容
の

楽
し
さ

10．年をとってからも
勉強したいと思う
教科

11．親と一番話をする
教科

１）履修科目

１．家族の人間関係や
家庭の機能・役割

２）履修単位数
（４単位をどの学年で履修しているか）

全　体

7．4
11．6
16．1
9．6
9．1
14．5
19．9
11．8
17．0
9．5
10．7
2．5
31．4
1．2
2．4
25．3
8．6
3．1
33．1
3．3
50．2
0．7
0．5
0．5
9．3
14．4
3．2
4．8
27．6
21．0
6．3
13．4
8．1
14．5
21．6
2．4
16．3
6．3
15．5
15．3
100．0
0．0
0．0
74．0
74．0
26．0
5．4
28．0
52．5
10．5
3．6

男　子 女　子
性　　別

8．2
16．2
16．2
9．1
8．2
10．1
19．5
12．5
15．5
11．3
12．8
2．7
30．9
1．5
2．7
22．6
6．7
3．9
33．0
2．7
51．3
1．2
0．3
0．9
11．0
18．8
3．4
6．0
28．2
18．5
7．5
6．6
9．1
18．5
18．9
2．2
19．7
5．1
10．9
15．6
100．0
0．0
0．0
53．9
53．9
46．1
6．1
25．1
55．4
9．6
3．8

6．2
5．8
16．0
10．1
10．1
20．2
20．7
10．9
18．8
7．3
8．0
2．3
32．2
0．8
1．9
28．7
11．1
2．0
33．2
4．0
48．9
0．0
0．8
0．0
7．2
8．8
2．8
3．2
27．0
24．1
4．8
22．1
6．8
9．8
24．8
2．6
12．4
7．7
20．9
15．0
100．0
0．0
0．0
100．0
100．0
0．0
4．5
31．7
48．7
11．7
3．4

１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．国語
２．地歴・公民
３．数学
４．理科
５．英語
６．芸術
７．体育
８．家庭科
１．家庭一般
２．生活一般
３．生活技術
１．１年生で２単位
２．２年生で２単位
３．３年生で４単位
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない

質問項目

74．0 53．9 100．0
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２．家族に関する法律
（民法や家庭裁判所
など）

３．家庭の経済（収入
・支出や、国や企
業の経済との関係
など）

４．生活設計（将来の
仕事や家庭、社会
福祉と生活保障）

５．高齢者の生活や介
護・ボランティア

６．消費者教育（消費
者の権利、消費者
信用とクレジット
カードなど）

７．被服製作（シャツ
・ベストやパンツ
など）

８．繊維の性質や機能
の知識

９．衣服の洗濯や保管

10．栄養素や栄養所要
量の知識

11．調理実習

v

授

　

業

　

内

　

容

　

の

　

楽

　

し

　

さ

全　体

5．6
27．1
43．8
17．3
6．2
4．9
25．8
47．6
17．1
4．6
6．6
34．6
41．1
12．6
5．1
7．2
27．3
46．2
12．6
6．7
9．2
39．5
38．4
10．3
2．6
12．4
20．1
29．3
13．2
25．0
1．5
14．9
39．4
21．1
23．1
3．1
20．2
39．3
15．1
22．3
9．9
32．7
36．6
15．8
5．0
59．3
25．3
7．8
3．4
4．2

男　子 女　子
性　　別

8．2
29．2
44．8
14．3
3．5
7．4
28．5
46．5
12．9
4．7
7．0
31．5
44．8
12．0
4．7
7．0
21．8
52．6
13．4
5．2
12．8
42．2
33．1
10．2
1．7
5．8
14．3
30．9
12．8
36．2
2．3
13．1
35．5
17．4
31．7
2．6
14．0
37．2
14．3
31．9
9．6
29．2
37．9
17．2
6．1
53．1
27．4
9．9
3．5
6．1

2．2
24．5
42．4
21．2
9．7
1．9
22．3
49．0
22．3
4．5
6．0
38．6
36．3
13．5
5．6
7．5
34．5
37．8
11．6
8．6
4．5
36．2
45．2
10．4
3．7
20．8
27．5
27．1
13．8
10．8
0．4
17．2
44．6
25．8
12．0
3．7
28．0
42．2
16．0
10．1
10．3
37．2
35．0
14．1
3．4
67．0
22．6
5．2
3．3
1．9

１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない

質問項目
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12．パソコンを使って
栄養計算や住居の
設計をする

13．異性とのつきあい
方や避妊の知識

14．青年期の生き方と
愛や性・結婚

15．妊娠や出産

16．乳幼児の発達や子
どもの成長

17．快適な住まいの工
夫をする

18．生活環境（ゴミや
環境汚染など）に
ついて考える

19．パソコンで生活情
報を集め、生活に
利用する

20．外国の食生活や生
活の様式を調べる

１．家族の人間関係や
家庭の機能・役割

v

b

授

　

業

　

内

　

容

　

の

　

楽

　

し

　

さ

授
業
内
容

の
必
要
度

全　体

13．1
17．6
22．0
6．0
41．3
16．4
25．1
34．4
6．7
17．4
16．3
27．1
33．3
7．4
15．9
14．7
24．6
36．9
7．5
16．3
13．9
32．2
33．3
8．6
12．0
14．0
25．7
31．4
8．6
20．3
11．6
28．8
36．2
10．8
12．6
9．8
16．7
24．7
7．5
41．3
12．5
22．9
25．5
7．4
31．7
18．3
53．1
22．8
5．8

男　子 女　子
性　　別

15．2
17．3
21．1
5．3
41．1
18．1
26．8
32．4
5．8
16．9
17．3
27．6
31．6
6．5
17．0
15．7
21．2
37．9
8．1
17．1
11．1
24．0
38．3
11．4
15．2
15．0
23．5
27．8
8．2
25．5
15．1
29．9
32．4
11．0
11．6
11．4
19．6
24．0
5．0
40．0
11．7
22．8
24．0
7．0
34．5
19．3
51．3
22．0
7．4

10．4
18．1
23．2
6．9
41．4
14．2
22．8
37．1
7．9
18．0
14．9
26．5
35．4
8．6
14．6
13．4
29．1
35．5
6．7
15．3
17．4
42．8
26．9
4．9
8．0
12．8
28．7
35．8
9．1
13．6
7．1
27．3
41．2
10．5
13．9
7．8
12．8
25．6
10．9
42．9
13．5
22．9
27．4
7．9
28．3
17．2
55．2
23．9
3．7

１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．あまり楽しくない
４．ぜんぜん楽しくない
５．勉強していない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない

質問項目
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２．家族に関する法律
（民法や家庭裁判所
など）

３．家庭の経済（収入
・支出や、国や企
業の経済との関係
など）

４．生活設計（将来の
仕事や家庭、社会
福祉と生活保障）

５．高齢者の生活や介
護・ボランティア

６．消費者教育（消費
者の権利、消費者
信用とクレジット
カードなど）

７．被服製作（シャツ
・ベストやパンツ
など）

８．繊維の性質や機能
の知識

９．衣服の洗濯や保管

10．栄養素や栄養所要
量の知識

11．調理実習

12．パソコンを使って
栄養計算や住居の
設計をする

13．異性とのつきあい
方や避妊の知識

14．青年期の生き方と
愛や性・結婚

b

授

　

業

　

内

　

容

　

の

　

必

　

要

　

度

全　体

25．3
52．5
17．8
4．4
30．7
50．4
14．9
4．0
30．4
54．2
11．1
4．3
34．4
45．8
15．5
4．3
47．3
40．9
8．5
3．3
13．4
38．7
37．3
10．6
10．2
40．0
38．4
11．4
22．1
50．6
22．3
5．0
33．1
47．9
14．2
4．8
57．4
30．2
8．9
3．5
12．1
32．9
37．5
17．5
35．7
43．8
15．6
4．9
31．4
43．7
19．0
5．9

男　子 女　子
性　　別

30．4
47．2
17．7
4．7
30．7
49．9
15．3
4．1
30．0
51．6
12．5
5．9
31．3
46．6
16．2
5．9
49．7
37．4
8．8
4．1
8．9
33．6
43．5
14．0
10．3
34．8
41．3
13．6
18．0
45．0
29．3
7．7
29．5
47．6
16．4
6．5
54．4
31．1
10．9
3．6
13．1
35．2
35．2
16．5
37．5
43．0
14．2
5．3
35．6
42．0
17．1
5．3

19．0
59．1
17．8
4．1
30．7
51．4
14．2
3．7
31．0
57．5
9．3
2．2
38．4
44．8
14．6
2．2
44．2
45．4
8．2
2．2
19．1
44．9
29．6
6．4
10．1
46．6
34．7
8．6
27．3
57．7
13．5
1．5
37．5
48．4
11．5
2．6
61．2
29．1
6．3
3．4
10．9
30．1
40．2
18．8
33．5
44．5
17．5
4．5
26．0
45．7
21．6
6．7

１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない

質問項目
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15．妊娠や出産

16．乳幼児の発達や子
どもの成長

17．快適な住まいの工
夫をする

18．生活環境（ゴミや
環境汚染など）に
ついて考える

19．パソコンで生活情
報を集め、生活に
利用する

20．外国の食生活や生
活の様式を調べる

１．授業の内容がやさ
しすぎる

２．授業の内容が難し
すぎる

３．調理実習した料理
を家でも作りたい

４．調理実習をして、
毎日食事を作る親
の大変さがわかっ
た

５．授業の内容は学校
で教えなくても、
家庭で親から教わ
ればよい

６．現在の生活も精一
杯なので、将来の
家庭生活まで考え
られない

７．授業中、居眠りを
する

b

n

授

業

内

容

の

必

要

度

家

庭

科

の

授

業

中

の

様

子

や

感

想

全　体

39．9
43．6
12．2
4．3
34．9
47．7
13．0
4．4
19．5
49．6
24．3
6．6
44．8
39．3
12．1
3．8
14．3
36．6
33．8
15．3
9．6
36．6
36．7
17．1
3．9
14．0
33．9
48．2
5．9
13．7
32．5
47．9
26．6
28．6
24．0
20．8
33．0
25．5
23．7
17．8
7．4
12．2
32．1
48．3
11．0
16．3
28．2
44．5
20．9
17．6
31．4
30．1

男　子 女　子
性　　別

39．3
41．8
14．2
4．7
31．4
49．1
13．9
5．6
19．0
49．6
23．7
7．7
47．4
36．7
11．5
4．4
16．1
40．3
30．3
13．3
11．5
39．3
31．7
17．5
5．3
15．2
33．7
45．8
8．2
15．0
30．9
45．9
21．3
27．9
25．7
25．1
29．4
25．7
25．4
19．5
8．5
10．6
28．8
52．1
13．3
15．7
28．4
42．6
23．8
19．4
28．9
27．9

40．5
46．1
9．7
3．7
39．4
45．7
11．9
3．0
20．1
49．7
25．0
5．2
41．6
42．7
12．7
3．0
12．1
31．8
38．3
17．8
7．1
33．1
43．1
16．7
2．2
12．4
34．1
51．3
3．0
12．0
34．5
50．5
33．3
29．6
21．7
15．4
37．5
25．3
21．6
15．6
6．0
14．2
36．2
43．6
8．2
17．1
27．9
46．8
17．2
15．3
34．7
32．8

１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とても必要
２．わりと必要
３．あまり必要でない
４．ぜんぜん必要でない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
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８．マンガを描いたり
文房具で遊ぶ

９．席の近い人とおし
ゃべりをする

10．内職（他の教科の
勉強など）をする

11．黒板に書かれたこ
とはノートやプリ
ントに書く

12．先生が話したこと
で大切だと思うこ
とはノートにメモ
を取る

１．家庭科の授業は楽
しいか

２．家庭科の時間は、
何となくホッとす
る時間である

１．親子関係や自分の
生活を見直すこと
ができる

２．悪徳商法などのこ
とを知り、被害に
遭わないようにす
る

３．一人暮らしでも健
康的な食生活がで
きる

４．料理が作れるよう
になる

n

m

,

家
庭
科
の
授
業
中
の
様
子
や
感
想

家
庭
科
全
体
の
印
象

家

庭

科

を

学

ぶ

意

味

全　体

9．1
9．6
22．1
59．2
21．0
24．3
33．5
21．2
13．1
15．5
31．3
40．1
58．8
19．8
10．5
10．9
14．3
16．8
34．7
34．2
14．9
41．3
27．2
12．1
4．5
22．1
47．8
23．5
6．6
9．0
20．4
37．1
25．3
8．2
47．4
29．6
16．3
3．4
3．3
22．4
29．3
26．2
16．0
6．1
27．7
26．8
25．8
13．0
6．7

男　子 女　子
性　　別

10．9
7．7
22．1
59．3
21．8
20．3
33．5
24．4
14．3
15．2
28．9
41．6
46．7
20．4
16．3
16．6
12．1
14．5
32．4
41．0
16．1
40．3
27．5
11．3
4．8
21．3
44．6
26．0
8．1
10．0
21．8
35．9
23．8
8．5
52．0
29．6
11．4
3．5
3．5
26．2
28．2
24．7
14．4
6．5
27．9
27．6
26．8
11．2
6．5

6．7
11．9
22．0
59．4
20．1
29．4
33．4
17．1
11．7
15．8
34．3
38．2
74．0
19．0
3．3
3．7
17．1
19．7
37．5
25．7
13．4
42．7
26．8
13．0
4．1
23．0
51．8
20．4
4．8
7．8
18．6
38．7
27．1
7．8
41．7
29．5
22．4
3．4
3．0
17．5
31．0
28．0
17．9
5．6
27．5
25．7
24．5
15．2
7．1

１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とてもよくある
２．わりとある
３．ときどきある
４．ほとんどない
１．とても楽しい
２．わりと楽しい
３．少し楽しい
４．あまり楽しくない
５．ぜんぜん楽しくない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
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５．高齢者の介護・福
祉や年金制度・社
会保障について学
べる

６．衣類の手入れやほ
ころびの繕い・ボ
タンつけができる

７．異性とのつきあい
や避妊の知識を学
べる

８．将来、幸せな家庭
を作れる

９．親になったときの
心構えができる

10．環境問題やゴミ問
題に関心が持てる

１．家庭科は、必修科
目でなく全部選択
科目でよい

２．家庭科の学習は、将来
必要なことが多いので、
必要になったとき、各
々が学べばよい

３．大学受験を控えた高
校生は、家庭科より
もっと受験に必要な
教科を多く学びたい

４．家庭科の内容は、
男子が高校で授業
として学ぶほどの
必要はない

５．週５日制などで全体に
単位数が少なくなって
いる中で、家庭科が４
単位は多すぎる

,

.

家
　
庭
　
科
　
を
　
学
　
ぶ
　
意
　
味

家

庭

科

教

育

へ

の

意

見

全　体

15．0
30．6
33．9
13．7
6．8
21．6
24．4
30．3
14．1
9．6
19．5
30．3
30．3
14．0
5．9
13．7
17．4
25．8
25．8
17．3
14．8
17．6
28．7
25．7
13．2
20．6
27．5
29．0
15．8
7．1
15．9
29．9
40．4
13．8
10．3
30．7
43．4
15．6
18．2
27．9
37．0
16．9
6．0
15．5
46．4
32．1
16．3
28．9
35．4
19．4

男　子 女　子
性　　別

16．1
30．8
36．3
10．3
6．5
13．1
18．2
36．5
18．5
13．7
22．4
30．8
29．7
12．1
5．0
14．4
17．9
29．2
23．5
15．0
14．2
20．1
29．7
25．1
10．9
27．1
29．0
26．8
12．1
5．0
17．9
29．4
37．4
15．3
12．0
29．9
40．5
17．6
19．9
29．3
33．5
17．3
7．9
14．7
46．8
30．6
18．6
32．1
31．0
18．3

13．5
30．5
30．9
18．0
7．1
32．1
32．1
22．7
8．6
4．5
16．0
29．5
31．0
16．4
7．1
12．7
16．8
21．6
28．8
20．1
15．7
14．6
27．2
26．5
16．0
12．3
25．7
31．9
20．4
9．7
13．4
30．5
44．2
11．9
8．2
31．6
47．2
13．0
16．0
26．1
41．5
16．4
3．4
16．6
46．0
34．0
13．4
24．9
40．9
20．8

１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．少しそう思う
４．あまりそう思わない
５．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
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● 資料２　基礎集計表w

６．10年後は、家庭科
も男性教師が５人
に１人くらいの割
合に増える

７．家庭科は高校の授
業としては必要な
い

１．人間として生きて
いくための基本的
な勉強をする

２．大学進学のための
受験勉強をする

３．部活動やスポーツ
をする

４．友だちをたくさん
作る

５．将来の生活や自分
自身のことを考え
る

成　　績

高校卒業後の進路

.

⁄0

⁄1

⁄2

家
庭
科
教
育
へ
の
意
見

高
校
時
代
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
時
期
か

全　体

6．3
30．2
45．5
18．0
5．1
10．9
45．8
38．2
15．3
16．0
5．6
33．6
11．5
18．0
29．8
44．4
20．7
5．1
20．8
36．2
29．5
13．5
27．3
36．5
26．8
9．4
50．7
38．5
9．0
1．8
51．7
33．4
12．1
2．8
12．5
21．1
32．1
18．0
16．3

男　子 女　子
性　　別

7．7
30．1
43．6
18．6
7．4
11．8
42．5
38．3
13．5
10．4
0．6
41．9
15．9
17．7
29．6
44．5
19．4
6．5
23．2
36．0
27．6
13．2
33．7
39．9
20．2
6．2
47．8
39．3
10．3
2．6
47．5
33．7
14．7
4．1
15．0
21．9
28．6
16．5
18．0

4．5
30．3
48．0
17．2
2．2
9．7
50．0
38．1
17．7
22．9
11．7
23．3
6．0
18．4
30．1
44．3
22．3
3．3
17．6
36．7
31．8
13．9
19．1
32．2
35．2
13．5
54．4
37．5
7．4
0．7
56．9
33．1
8．9
1．1
9．4
20．2
36．3
19．9
14．2

１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．とてもそう思う
２．わりとそう思う
３．あまりそう思わない
４．ぜんぜんそう思わない
１．就職
２．専修・専門学校へ進学
３．短期大学へ進学
４．４年制大学（私立）へ進学
５．４年制大学（国公立）へ進学
６．未定
１．とてもそう
２．わりとそう
３．あまりそうでない
４．ぜんぜんそうでない
１．とてもそう
２．わりとそう
３．あまりそうでない
４．ぜんぜんそうでない
１．とてもそう
２．わりとそう
３．あまりそうでない
４．ぜんぜんそうでない
１．とてもそう
２．わりとそう
３．あまりそうでない
４．ぜんぜんそうでない
１．とてもそう
２．わりとそう
３．あまりそうでない
４．ぜんぜんそうでない
１．上の方
２．中の上
３．中
４．中の下
５．下の方
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